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はじめに

　
富山大学では平成１９年度に、新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム（学生支援GP）

「『オフ』と『オン』の調和による学生支援」を立ち上げ、平成２０年度から本格稼動を開始しまし
た。本プロジェクトの基本的なコンセプトは、「トータル・コミュニケーション・サポート」です。
特定の限られた集団だけを支援の対象とするのではなく、学生がなんらかのコミュニケーションに関
連した困難を感じて支援を求めた場合、その全てがこのプログラムの支援対象となります。また支援
の対象となるのは学生だけではなく。困難を抱えた学生を支援しようとする教職員が、その支援その
ものに困難を感じ支援を求める場合、これはメタ支援（支援者の支援）として、本プログラムの重要
な対象となります。

一方で本プログラムにおいて、支援の対象の中核となるのはやはり発達障害の大学生であることを
考慮すると、彼らの特性を十分に配慮し、彼らの持つコミュニケーションのパターンに適合性のあ
る体制を確立しないかぎり、本支援システムが十分に機能するとは考えられません。本プロジェクト
は、オンライン・ネットワークシステム（IT環境を最大限に利用する）と、オフライン・ネットワー
クシステム（face-to-faceの伝統的なサポートを提供する）の、二重構造を持つ支援システムとして設
計されています。

オンライン・サポートとしては、Psycho-Social Networking System（PSNS）と名づけられた、富
山大学の構成員に限定されたWebサービスを提供し、発達障害学生はもちろん、全ての学生、教職員
がアクセス可能な環境を提供しています。それと同時に、サポートグループの結成、個人的なコーチ
ングやカウンセリングの提供、大学全体の理解を高めるためのFDなどを実践する、トータルコミュニ
ケーション支援室（TCSI）を設置しました。TCSIは、オンラインとオフラインの支援システムを有機
的に結びつけ、有効な支援活動を実践するための中核として活動しています。
　今回のトータル・コミュニケーション・サポート・フォーラム2008では、第一部は「学生支援の
『場』のマネジメント」と題して、SNSを中心としたトータル・コミュニケーション・サポートにつ
いて、本学のみならず他の大学および企業の立場からも発表をいただき、討論を行いました。第二部
では「高機能発達障害傾向を持つ学生の支援システム」と題して、本学の取り組みを発表するととも
に、当事者の方々からの貴重な講演をいただきました。
　今年もまた、遠方からのご参加を含めて、多くの方にご参集いただき、主催者として感謝にたえま
せん。本プロジェクトもようやく２年を経過して本格稼働の時期に入りました。今後ともよろしくご
教示、ご支援を賜るようお願い申し上げます。

　

　平成２１年６月

富山大学学生支援センター・トータルコミュニケーション支援室長
斎　藤　清　二
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Ⅰ実施要項

富山大学では、平成１９年度「新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム（学生支援 GP）」として採択さ
れた、「『オフ』と『オン』の調和による学生支援」事業を行っています。本事業では、社会的なコミュニケーション
に困難を伴う学生の特性に配慮した包括的なコミュニケーション支援を目指しています。その一環として、富山大学
PSNS（心理・社会的ネットワーキングサービス）を活用した「オン」ライン・コミュニケーションと、対面での「オ
フ」ライン・コミュニケーションとが相互に効果を高めあうためのシステムを提供しています。

本学では、本事業の取組みを紹介するために、「トータル・コミュニケーション・サポート・フォーラム 2008」を
開催いたします。第一部では、学生支援の「場」をどのようにマネジメントするかに焦点を当てて、SNS（ソーシャル・
ネットワーキング・サービス）機能活用の可能性も踏まえながら、本学も含めた各大学や企業からの話題提供を行い
ます。第二部では、本事業の推進組織であるトータルコミュニケーション支援室の活動報告を行うとともに、発達障
害学生支援の国内外の動向、当事者からの視点による発達障害学生支援の在り方について話題提供を行います。

主　催：　富山大学　
日　時：　平成 20 年 12 月 6 日（土）9：00 ～ 17：00（8：30 受付開始）
会　場：　パレブラン高志会館　２Ｆカルチャーホール（富山市千歳町 1-3-1）
対　象：　教職員・学生・一般　　
参加費：　無料（ただし情報交換会会費は自己負担）
日　程：　日程表（P2）のとおり
内　容：　

■総合司会：西川　友之（富山大学　学生支援センター長・教授・学長補佐）
■開会挨拶：西頭　德三（富山大学　学長）
■第一部：学生支援の「場」のマネジメント―SNS を活用したトータル・コミュニケーション・サポート

司会：斎藤　清二　富山大学　保健管理センター長・教授
トータルコミュニケーション支援室長

・「企業理念を共有した知識創造活動」
高山　千弘　エーザイ株式会社　知創部　部長　

・「SNS を含めた場の共有」
平野　治　株式会社エイチ・ツー・オー綜合研究所　代表取締役 CEO

・「夢を育む e- 学生支援」
菅原　幸夫　北見工業大学（平成 19 年度学生支援 GP 採択校）機械工学科　准教授

・「『縁（えにし）』コミュニティによる離脱者ゼロ計画」
笹田　教彰　佛教大学（平成 19 年度学生支援 GP 採択校）文学部　教授（学生部長）

・「富山大学 PSNS を活用した『オフ』と『オン』の調和による学生支援」
吉永　崇史　富山大学　学生支援センター　特命准教授

・「海外研修（フランス）での富山大学 PSNS の活用事例」
中島　淑恵　富山大学　人文学部　准教授

■第二部：高機能発達障害傾向を持つ学生の支援システム
司会：斎藤　清二　富山大学　保健管理センター長・教授

トータルコミュニケーション支援室長
・「発達障害学生支援の国内外の動向」

水内　豊和　富山大学　人間発達科学部　准教授
・「富山大学トータルコミュニケーション支援室の活動報告
             ―ミッション、活動モデル、修学・就職支援の取組み事例」

西村　優紀美　富山大学　保健管理センター　准教授
吉永　崇史　　富山大学　学生支援センター　特命准教授

・「当事者の視点から見た学生支援について」
神山　忠　岐阜県立関特別支援学校　教諭
ソルト　　東京都自閉症協会　会員

　　■閉会挨拶：西川　友之　（富山大学　学生支援センター長・教授・学長補佐）

情報交換会：　17 時半からパレブラン高志会館２Ｆ麗花の間にて情報交換会を行う。会費は 4,000 円。
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8:30 13:30

9:00

9:10 第一部 (170分)

 学生支援の「場」のマネジメント
 ‐SNSを活用したトータル・コミュニケーション・サポート‐

■「企業理念を共有した知識創造活動」

　　高山千弘　　エーザイ株式会社　知創部　部長　

■「SNSを含めた場の共有」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　代表取締役CEO

■「夢を育むe-学生支援」     神山 忠　　岐阜県立関特別支援学校　教諭

　　菅原幸夫　　北見工業大学　機械工学科　准教授     ソルト　　東京都自閉症協会　会員

■「『縁（えにし）』コミュニティによる離脱者ゼロ計画」 16:20

　　笹田教彰　　佛教大学　文学部　教授（学生部長） 16:50

17:00 休憩 （30分）

■「富山大学PSNSを活用した 17:30 情報交換会
                      『オフ』と『オン』の調和による学生支援」

　　吉永崇史　　富山大学　学生支援センター　特命准教授

■「海外研修（フランス）での富山大学PSNSの活用事例」 19:30 終了

　　中島淑恵　　富山大学　人文学部　准教授

12:00 ディスカッション （30分）

12:30 休憩 （60分）

西川友之　富山大学 学生支援センター長 教授 学長補佐

場所：パレブラン高志会館　2F麗花の間

閉会挨拶

休憩 （10分）

 司会：斎藤清二　　富山大学保健管理センター長・教授 　　水内豊和　　富山大学　人間発達科学部　准教授

　　平野 治　　株式会社エイチ・ツー・オー綜合研究所　

■「当事者の視点から見た学生支援について」

ディスカッション（30分）

文部科学省「新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム」

「トータル・コミュニケーション・サポート・フォーラム2008」日 程 表
会場：パレブラン高志会館 2Fカルチャーホール（富山市千歳町1-3-1）

午前の部 午後の部

受付開始 第二部 (170分)

総合司会：西川友之　　富山大学　学生支援センター長 教授 学長補佐

　　　　　　　　　　　 トータルコミュニケーション支援室長

 高機能発達障害傾向を持つ
　　　　　　　　　　学生の支援システム

　　　　　　　　　　　 トータルコミュニケーション支援室長

■「発達障害学生支援の国内外の動向」

休憩 （10分）

開会挨拶

西頭德三　　富山大学　学長

 司会：斎藤清二　　富山大学保健管理センター長・教授

■「富山大学トータルコミュニケーション支援室の活動報告

　　吉永崇史　　富山大学　学生支援センター　特命准教授

　　西村優紀美　　富山大学　保健管理センター　准教授

　　‐ミッション、活動モデル、修学・就職支援の取組み事例」
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Ⅱ参加状況

一般参加者 94名（うち当日参加は29名）

内訳は以下のとおり

[都道府県別]

富山県　68名

石川県　６名

福井県　４名

その他　16名

[所属別]　注 ( )内の数字は富山大学所属

大学・短期大学　43名（27）

小学校・中学校・高等学校　12名

特別支援学校・養護学校　７名 (２）

一般企業　７名

学校以外の教育関係機関　６名

医療機関　３名 (１)

福祉施設　２名

日本学生支援機構　１名

その他　９名

不明　４名

[職種別]    注 ( )内の数字は富山大学所属

大学 教員・コーディネータ等　17名 (９)

大学 事務職員　11名 (５)

小学校・中学校・高等学校 教諭　11名

学生　８名（８）

心理職・福祉職　８名（２）

特別支援学校・養護学校 教諭　７名（２）

会社員　７名

学校以外の教育関係機関 職員　６名

医師・看護師　５名 (４)

その他　11名

不明　３名
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　おはようございます。いよいよ富山も雪の季節に入り
始めたという感じでございますが、早くからご参集いた
だきまして大変ありがとうございます。
　私、今日ここに出席しようと、テレビを見ながら準備
していましたところ、明日かあさってでしたか、ノーベ
ル賞の授賞式がスウェーデンで行われるということを
やっていました。私は専門が経済学なのですが、個人的
な話で恐縮ですけれども、経済学というのは高校時代で
もなかなか勉強してきておりませんので、ゼミに入って
きてから経済学のいろいろなことを学ぶのですが、私は

学生に「私のことを先生と思うな。自由に、疑問があったら何でも言う。また、自分の意見が恥ずか
しいと思わずに言え。」と言って、ゼミの指導をしてまいりました。
　そうしますと、やはり学生は最初はよく分からないのですが、濃密なコミュニケーションをやって、
卒業のころになると、大変レベルアップいたします。そういうことで、学生にとって、社会にとって
も同じなのですが、やはりコミュニケーションというのは非常に重要だと私は体験してまいりました。
　やがてそういう学生が大学院に行き、いろいろ活躍しておりますが、こちらにいらっしゃいます、
斎藤保健管理センター長が、新たな社会的ニーズに対応した学生支援ということで、ひとつプログラ
ムを出したいとご相談に来られました。私はそういう経験がございましたので、ではぜひ頑張りまし
ょうということで、この「『オフ』と『オン』の調和による学生支援」というプログラムの、立ち上
げのころからずっとかかわってまいりまして、斎藤先生とともにヒアリングにも参りました。心理学
は分かりませんが、ただ、ヒアリングでのやりとりを聞いていまして、今学生の一番欠けているコミ
ュニケーション能力がどんどん落ちているのをどう上げるかということだろうなと、これも実感いた
しました。
　この題名の中で、一番のポイントは「『オフ』と『オン』」という言葉だと思います。大抵の人は、
このプログラムのことを「『オン』と『オフ』」などと間違って読んでいますが、「オン」はいわゆる
情報機器などを利用してやるという言い方。この「オフ」が、いわゆるフェース・トゥ・フェースの
ことで、確かこのプログラムをつくるときに、「オン」よりも「オフ」を先に出したらどうかと言っ
た記憶があるのです。そして競争がとても激しかったのですが、通りました。
　そういうことで、今日このフォーラムができることを、私はずっとかかわってきただけに大変うれ
しく思っております。そして今日、東京、北見などいろいろ遠くから来ていただきました。高山先生、
平野先生、菅原先生、笹田先生、神山先生、ソルト先生、大変どうもありがとうございました。これ
から１日でございますが、私もできる限り聞いていろいろ勉強したいと思っております。ひとつよろ
しくお願いをしたいと思います。
　ご挨拶に代えさせていただきます。どうもありがとうございました。

Ⅲ「トータル・コミュニケーション・サポート・フォーラム 2008」記録

　開会挨拶

富山大学長　　
西頭　德三
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【第一部】
「学生支援の『場』のマネジメント

―ＳＮＳを活用したトータル・コミュニケーション・サポート」

　皆さま、おはようございます。午前中の司会を担当させていただきます富山大学保健管理センター
長の斎藤でございます。よろしくお願いいたします。失礼して、座らせていただきます。
　本日は長丁場でございますので、あまり息が詰まるような形で進めてまいりますと疲れてしまいま
すので、これからたくさんのご発表を聞きながら、会場の皆さま方と活発なディスカッションをしな
がら時間を共有してまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。
　第一部は「学生支援の『場』のマネジメント」。副題が「ＳＮＳを活用したトータル・コミュニケ
ーション・サポート」ということで構成させていただきます。この「『場』のマネジメント」とい
うのは多分耳慣れない言葉ではないかと思います。学生支援をテーマにしたプロジェクトですので、
どうやって学生さんの支援をしていくかということになるわけでございますが、第二部の方では、発
達障害傾向を持った学生さんに対する支援というところに焦点を当ててディスカッションをさせてい
ただくのですが、午前中はもう少し広い観点から、学生さんのコミュニケーション、あるいは学生さ
んと教職員も含めた大学全体のコミュニケーションをどうやって活性化するか。そういう視点から、
われわれが取り組んでいるソーシャル・ネットワーキング・サービスというシステムといいますか、
インフラといいますか、それを利用した活動にある程度焦点を当てながらディスカッションをしてい
ただきたいと思っております。単にそういう特定のインフラといいますか、システムの問題ではなく
て、「場」という言葉ですね。「フィールド」といってもいいのですが、こういった少し抽象的な概
念をベースに置いて、一体そういうコミュニケーションが行われる「場」をどうやってつくっていけ
ばいいのか、そういうことを基盤にしながらディスカッションができればいいと思います。
　私が申し上げることではないのですが、「場」というのはすごく分かるようで分からない、しかし
非常に重要だということは皆さんに共有されるような言葉ではないかと思います。もともとは恐らく
「場所」という、西田幾多郎先生の非常に難しい概念がベースにあります。それを「場」という言葉
で、野中郁次郎先生という経営学の知識創造理論の先生が定式化して、英語でも“Ba”と表現しておら
れます。この「場」があるからこそ、そこでコミュニケーションが生き生きと喚起されたり、何かの
表現ができたり、そういうことがあって、場のないところではわれわれはそういうことはできないと
いう辺りが多分根底にあるのだろうと思っております。
　そういうことで、第一部でございますが、最初の２演題については、大学での学生支援を直接扱う
のではなくて、もう少し広い意味から、コミュニケーションの場の生成ということに精力的に取り
組んでおられるお二方からまずご講演をいただきます。その後でわれわれの大学と同じように、学生
支援ＧＰと呼ばれるプロジェクトを精力的に推進しておられる二つの大学の先生からご講演いただい
て、そこで少し休憩等を取りまして、最後に富山大学の取り組みを中心にした発表をしていただきま
す。大体、こういう構成にしております。

　　　　　　　　　　　　　　　　司会　：　富山大学保健管理センター長・教授
トータルコミュニケーション支援室長  

斎藤　清二
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　エーザイ株式会社の高山でございます。本日はこのよ
うな機会を与えていただきましたことを深く感謝申し上
げます。特に、西頭学長、斎藤教授、吉永先生には深く
感謝申し上げます。

　まず、弊社が追求しておりますヒューマン・ヘルス・
ケアでございますが、これはナイチンゲールの考え方に
沿ったものです。このナイチンゲールは看護婦として有
名でございますが、同時に数学者、統計学者としても活
躍しております。彼女がクリミア戦争に参ったときに
まずしたことは、病める兵士の傍らに立って、その喜
怒哀楽に共感する。そしてその喜怒哀楽に共感した気持
ちを、彼女が持っている科学的な力をもって、その病院
の環境改善などを行ったというところに彼女の優れた偉
業がございました。それに私どもは傾倒し、そしてこの

“ｈｈｃ”という３文字、これはナイチンゲールの直筆文字でございますが、これを絶えずわれわれの
傍らに置き、まい進しているところでございます。
　私がこのアルツハイマー病の治療薬、認知症の治療薬として世界で初めての薬でございますが、こ
れをアメリカと日本で十数年経験した、その経験に基づいたもの、そしてそれを実行に移したものを
これから申し上げたいと思っております。

　東京都の南にあります住宅街に、私の足で歩いて数歩
で通り過ぎてしまうような小さな家があります。門はあ
りません。玄関を開けますとすぐに四畳半があります。
この四畳半に、一人のおばあさんが暮らしています。家
ではなく、四畳半だけで暮らしています。このおばあさ
んは外には出られません。周りの近所の人たちが「出な
いでくれ」と言っているからです。このおばあさんは認
知症による周辺症状。そして長年、多剤、１日に想像も
できないような10錠、20錠、しかも１錠でふらふらする
ような薬を飲み続けることになりました。そしてその後

0

治療する側の発想だけでなく、ベッドの上にい

らっしゃる人びとの視線で医療を見つめること

の大切さ

みずから志し傷ついた人の看護に身を捧げた

彼女の行動のあり方に、思いを込めています

Florence Nightingale
0

human health care
ヒューマン・ヘルス・ケア

２００８年１２月６日

知創部

「企業理念を共有した知識創造活動」

エーザイ株式会社　知創部　部長  　
高山　千弘
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遺症で、手が震え、体が震え、目まで震えています。しかも、このおばあさんを支えているおじいさ
んは、毎日近くの工場に働きに行きながら、その作業服姿で毎日何度も家に戻り、そしておばあさん
の世話をしています。
　今、この花がありますのは、庭にある黄水仙ですが、これを絶えずおばあさんは多分見ていたので
はないでしょうか。
　ところが、このおばあさんは近所からは、先ほど言いましたように厄介者と言われています。しか
も私が訪問した少し前に区会議員から電話がありまして、おじいさんが電話を受け取りました。「こ
の場から出て行け」、そういうメッセージでした。私と一緒に回っているかかりつけ医がそれをふび
んに思い、近くの患者さん本位で有名な病院を紹介しました。病院に行ってみると、「こんな患者さ
んが来たら、ほかの患者さんがもう入院できない」と断わられました。これが現実であり、こういっ
た方々がそういう環境に従わなければいけないのか。そうではありません。われわれの力で何かでき
るはずです。こういったことが、微力ではありますが、われわれの企業活動の一つになっているとこ
ろであります。

　ある筋肉マヒの少女は、自宅からスクールバスの停留
所まで約200ｍあります。われわれは考えます。何でも
っと近くにスクールバスが行ってあげないのか。何で誰
かが手伝ってあげないのか。それは、われわれの考えで
す。
　彼女には、毎朝の楽しみがあったのです。自宅からこ
の200ｍを数十分かけます。数十分の距離の中に、途中
で喫茶店の女性店員が、「おはよう」。それに対して、
声もない、言葉も出ない「おはよう」という言葉で返し
ます。そして、黒猫に挨拶をして、そっとある住宅の植

え込みのマツバボタンに手を触れます。これが彼女の楽しみだったのです。
　これはどうしてそういうふうに知ることができるか。それは、普段われわれが生活をしているよう
な、これは彼女にとって多分非日常の生活かもしれません。そういった人には多分、分からないと思
います。

　この光景です。これは関東平野の北にある、ある町で
す。この光景をどういうふうにご覧になりますか。あ
る中学校で、教師の前で手を挙げた元気な子供たち。実
は、この子供たちは、自閉症やダウン症など、知的障害
の子供たちです。中学を卒業し就職するに当たって、
この川田先生は、全員が素晴らしい夢のある仕事に就い
て、就職してもらうことを夢見ていました。
　ところが、一人も就職できませんでした。そしてこの
川田先生は悲観し、なけなしの金を使って、寮を造りま
した。ところが寮だけでは生きていけません。そこで、

子供の一人が「果物を作ろう」、そういうふうに言いました。そして川田先生はお兄さんと協力して
畑を買いました。

自宅からスクールバスに乗るまでの

２００ｍを数十分！

日々大きな苦痛？

筋肉マヒの少女

朝の楽しみ

喫茶店の女店員

仕出し屋の猫クロ

草花の植え込みのマツバボタン

7



　これが彼らの畑です。この畑を耕すことになりまし
た。しかしながら、この畑はご覧のとおり、斜面38度の
傾斜の山でした。この土は関東ローム層、灰です。ここ
に果物は育ちません。

　

　そこで彼らがしたことは、近くにある渡良瀬川の河口
から土を持ってきました。一輪車で運びました。この距
離は片道７kmです。この土を山全体に取り替えました。
これは、われわれにできることでしょうか。

　そして、彼らはそこにブドウの苗を植えました。しか
し、何回かの冷害でそれは駄目になりました。川田先生
は失望しました。しかし、子供の一人は「もう１回植え
ればいいじゃない」。

　

　そして植えたものがブドウになり、このブドウから造
ったワインは、沖縄サミットと先日行われた洞爺湖サミ
ットの、日本で初めての乾杯のワインで使われました。
彼らは農薬を使いません。飲んでしまうから。彼らは不
適切なブドウを摘みません。それはおいしくないから。
彼らは本当の気持ちで行っています。
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　われわれは、知的障害の方々をそういうふうに呼びま
す。これは社会とのかかわりをわれわれが抑えているか
らです。妨げているからです。

　

　それをわれわれは感じ取り、エーザイは研修をここで
行っています。これは９月に行ったわれわれの研修で
す。研修という言い方がいいかどうかは分かりません。
東京都のある病院に二十数名の０歳から８歳までの子供
が入院しています。固形がんにつきましては、その７割
の子供たちがその病院で亡くなります。家には帰れませ
ん。そこでわれわれは子供たちとの触れ合いを行いま
した。透き通った肌の、髪の毛のない、そして恐ろしく
軽い、その子供たちをわれわれは抱き、そして感じま
した。そして、その子供と母親の深いきずなも感じまし
た。

　そこからわれわれが、その子供のために何ができるか。その子供たちはわれわれの目に見えない、
たくましい生命力を持っていました。それをわれわれはどのように社会活動として貢献することがで
きるのか。

　これは弊社が行った認知症のフォーラムです。これは
名古屋で行われたのですが、そこでいらっしゃったお
一人の高齢者です。私は先日アルツハイマーと診断され
ました。でも、何とかして生きていこうと思います、と
言いまして、その後、この方はブログを始めました。ぜ
ひ、この「一期一会」というブログを見ていただければ
と思います。

8
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病院の子供たち

エーザイ 小児医療センター

病院の子供たちの笑顔と夢つくり

両親への感謝の気持ち

子供たちの喜怒哀楽に共感できるエーザイの社員

発表会準備
子供たちによる
発表会

子供たちとの
交流ｾｯｼｮﾝ

２週間

小児ガンの子供たちとの対話
辛い治療を受ける小児がんの子供たちを、

健康な子供たちと同じように、
豊かに成長していけるよう生きる喜びと将来の夢を育む
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　この青年は表皮水疱症です。ただ一つの遺伝子が欠損
しています。Ⅶ型コラーゲンの遺伝子だけです。Ⅶ型コ
ラーゲンは、表皮との接着剤の役目をしています。これ
がないために、左の赤ちゃんのときに、産道を通ったと
きにずるっと皮膚が取れます。そして彼は、毎晩毎晩水
疱を伴うやけどで、その苦しみに耐えています。母親が
毎日、手にステロイドを取って、体に塗ります。だから
こそ、彼は一言も自分のこの不幸を、親のせいにしたこ
とはありません。
　彼は某国立大学を卒業しました。しかしながら、指を

全部失いました。だから就職はできませんでした。それを、主治医が中心になってやっと就職できま
した。その就職は福祉の仕事です。彼こそが、弱い立場の方々の気持ちを理解できるのです。
　2003年、フランスで最高裁の判決がありました。これはダウン症の子供に対してです。生前診断を
しなかった医師が悪いという判断でした。最高裁です。これは大きな反響を呼びました。ダウン症の
子供たち、親は、ダウン症はWrongful Birthなのか、間違って生まれてきたことなのかと言いました。

　高齢者になることに対する不安度を調査いたしまし
た。ほとんどの方々がやはり不安であると。なぜ不安な
のでしょう。

　これは、寝たきり、認知症、介護の必要、病気になっ
たとき。すなわち認知症、病気、資金・収入もありま
す。これが不安の三大要素だと思います。

　

9

表皮水疱症
（Epidermolysis Bullosa）

The patient suffering from gene dysfunction 
influences tacit knowledge!

Skin flake during birth canal, infection with water blister
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高齢者になることに対する不安度
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全　体

男　性

女　性

20～39才

40～54才

55～64才

65～74才

75才以上

かなり不安に感じる やや不安に感じる あまり不安は感じない

全く不安は感じない よくわからない 不　明
（％）

2025

927

1098

434

514

488

480

109

ｎ

荒井らの調査による
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　では、長生きすることに対する意識を聞きました。こ
こでわれわれは気付きました。約40％の方が長生きした
くないと言うのです。この数字はほかの先進国にはあり
ません。日本だけです。これは若い方々も入っています
が、どうして日本人は長生きしたくないのでしょうか。
これはもちろんそういった環境にわれわれができていな
いのです。どうして安心して暮らせる町が今、ないので
しょうか。それをわれわれは純粋に感じたいと思ってい
ます。

　多くの方々は、顧客満足を追求すればいいと言ってい
ます。しかし、この顧客満足は顕在化する顧客の要求で
す。われわれはこの身体的存在を他者と近づけて、その
中から、その他者すら気付いていない、潜在的な、分か
らない、未知の要求をつかみ取って実現する義務を持っ
ていると思います。

　そのためには、先ほど斎藤教授がお話しになりました
知の創造活動。共に、一緒になって、この知の創造をお
互いに起こしていく。患者さまの喜怒哀楽、皆さま方の
喜怒哀楽に共感するということが大事です。
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長生きすることに対する意識
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ｎ

荒井らの調査による
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顕在化する顧客の要求を
満たせば満足を得る

潜在化する顧客の要求を
満たせば歓喜を得る

（出典：東京理科大学工学部教授 狩野 紀昭先生 ）

顧客満足・顧客歓喜の獲得

事業の目的
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　しかしながら現代は、ここにあります右の図、いわゆ
るサイエンス・技術の偏重です。19世紀か20世紀からこ
の技術さえあればいいと、理性的に考えればいい、論理
が大事だということで、これはあくまでも感性を否定し
てきました。感性を否定してきたこの現代には、心の羅
針盤を失った自己欺瞞、自己嫌悪、欲、利己心、こうい
ったものがうず巻いているという現代です。今こそ、こ
の左側の感性をわれわれが持ち、そしてこの感性と理性
が相まったバランスの下に、この「公共善」という、わ
れわれが実行するものはすべて善を目指すというものに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　していきたいというのが考え方であります。

　アリストテレスは「人は強くて、同時に弱くなければ
ならない」と言いました。強いというのは人間が持って
いる本性です。これは動物でも持っています。では、人
間しか持っていないものは何か。それは弱くなって、他
者の気持ちが分かるということであります。
　われわれの今追求しているｈｈｃという企業理念は、
まず弱くなりなさいということを、われわれに示唆し
ています。弱くなって、他者の気持ち、特に弱い立場の
方、患者さまの心をわれわれが理解しようとし、そして
その気持ちを持って、強い人間として活動でそれのベネ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フィットを享受していきたいという考え方であります。

　私が先日行って１週間いた、末期がんの病棟です。あ
る患者さんがいました。疼痛コントロールをされてい
る高齢の女性です。その方は夜になると寂しくなって、
ナースコールを押します。ナースコールで看護師が来ま
す。看護師に「私、死ぬのよ。何とかして」。毎晩、こ
れを繰り返します。
　あるとき、看護実習生が当たりました。やはり同じよ
うにナースコールをされ、呼ばれました。その実習生は
どうしていいか分かりませんでした。そして彼女のやっ
た行動は、ビニールシートと、洗面器にお湯を入れて持

ってきました。そしてビニールシートをベッドの上に置いて、せっけんで丁寧に洗いました。洗って
いる間、この患者さんは何も言いませんでした。
　そしてタオルでふき取った後にこの患者さんが言ったことは、「私、もう絶対死ぬって言わないか
ら」。なぜこう言ったのか。主治医である教授と話したところでは、恐らくこの患者さんは、自分が
今まで生きてきた過去の素晴らしい人生をもう一度意味付けをし、その中で自分が子供に足を洗って
あげた素晴らしい日々を思い出したのです。今、このがんのことだけを考えていては駄目だ、多分そ
ういうふうに思ったのでしょう。
　単なる医療だけ、単なる薬だけといったものではなく、やはり全人的なわれわれの対応が必要では
ないかと思います。

17

善く生きる –アリストテレス-

人は強くて、同時に弱くなければならない

人は強くなければ自分の存在を守れない

しかし、それは動物としての存在の維持である

人は、弱くなったとき、他者の心を理解し、他者と真
の交わりに入り、存在の根源に帰入する

それが人の幸せである

human health care
ヒューマン・ヘルス・ケア

18

医療従事者としてのｈｈｃ：
看護実習研修生の場合

癌が進行した女性

疼痛コントロールのため入院していた。夜にな

ると睡眠薬を希望。看護師に「あたし、死ぬのよ。

分かる。何とかして、看護婦さん」と何度も話す。

その夜実習 をしていた学生もナースコールで

呼ばれ、どう答えてよいか分からなかった。

お湯で足を洗った。
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　私が担当しましたアリセプトという世界で初のアルツ
ハイマーの薬、これを単なる「モノ」、新薬として見る
ことはしませんでした。このアリセプトから世の中を変
えよう、人の気持ちを変えよう、そのような「コト」づ
くりをしようという気持ちで行いました。

　このレーガン大統領が、実はこれはNewsweekですが、
下に私たちが担当した薬の名前が入っています。残念な
がら亡くなりましたが、このアリセプトというプロダク
トを通して、多くの感動をもらいました。

　例えば、当初は、全く読めなかった患者さんの直筆文
字は、投与した後に“It is a beautiful day today”と、はっき
り判読できるぐらいの文字を書くことができたのです。
私たちはこの論文を見て感動しました。

23

http://www.bmj.com/cgi/content/full/319/7223/1510/Fu1 British Medical Journal / 4 December, 1999

82歳女性投与前 投与３カ月後

書字障害はアルツハイマー病の比較的早期からよく認められる症状であり、言語
障害より強く出ることがあります。これは頭頂葉のネットワークの障害により起
こると考えられ、はじめはスペルの間違い、構文上の間違いを犯すようになり、
さらに進むと手書きの字型構築障害となって現れます。

英国で医師からBritish Medical Journal （１９９９年１２月４日号）に寄せられた
アリセプト®の効果に関する症例報告である。 “認知機能改善に加え、患者、そ
の家族にとって大切である書字障害改善を認めた” と報告している。

アリセプト®の書字障害の改善報告 （英国）
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　少しでも役に立てるのではないか、世の中をどういう
ふうに変えないといけないか、このプロダクトはいろい
ろな賞を頂きましたが、一番大きかったのは、このアリ
セプトを、先ほど言いましたように、単なる薬を提供す
るのではなくて、これで世の中を変えていこう、一人一
人が安心して暮らせるまちを実現するために協力し合お
うということで行いました。

　そのために、社員全員が認知症の施設に行って、認知
症の患者さまの傍らに立って、その喜怒哀楽に共感する
努力をいたしました。

　そして、右上がフォーラム、本当は「タウンミーティ
ング」という名前は内閣府がやる名前ですが、それをお
借りしまして全国で約700回のフォーラムを行い、そし
て左上は、われわれが作ったかかりつけ医のための診断
ツールです。今、これは厚労省が行っています。
　そして左下が普通、白黒しか見えないＭＲＩという診
断機器です。ここに赤い色の部分が見えます。この赤
は、まさしく認知症の兆候である海馬の萎縮を示してい
ます。
　われわれが作ったこの薬剤は錠剤で非常に小さい形で

飲みやすいものです。しかし、これはわれわれのエゴでした。実際に行ってみると、患者さまは、こ
の一粒のアリセプトを飲むのに30分かかっているケースがありました。そこで開発したのが、上の口
腔内崩壊錠です。５秒で溶けます。
　そして、日本にも世界にも、認知症の検診というのがありませんでした。それを始めたのもわれわ
れでございました。

27

患者様・生活者の皆様の喜怒哀楽にお応えする

認知症に関するhhc活動

認知症教育プログラム
クリニカル・カンファレンス

認知症タウンミーティング

認知症の検診を提案・
実現（日本、ドイツ、インド）

出所：エーザイ社内資料

かかりつけ医に対して、認知症の診断技術
向上を目的とした研修プログラムを
企画、模擬患者さんを使ったユニークな内容

毎年、全国的に認知症の啓発を目的に
一般生活者を対象にフォーラムを開催

いままで検診項目に含まれてなかった
認知症に対し、早期発見・対応を目的に
検診を提案・実現

アルツハイマー病早期診断
ＭＲＩプログラムの開発

上が口腔内崩壊錠。
一錠を服薬するのに場合によって30分も
かかる患者様とご家族に配慮し、10秒で
崩壊する錠剤を開発、上市

口腔内崩壊錠の開発

介護マニュアルの
作成（米国）

ＭＲＩを使ったアルツハイマー病の
早期診断プログラムを作成、
無償提供
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英国で1990年に創設。
医薬品分野での革新性と先端的研究が対象。
医薬品分野でのノーベル賞と言われている。

ガリアン賞 恩賜発明賞受賞

恩賜発明賞は1930年、社団法人発明協会が
主催する全国発明表彰の賞。皇室の下賜金を
拝受する、同表彰の最高賞である。学術の分
野における日本学士院恩賜賞、芸術の分野に
おける日本芸術院恩賜賞に対し、技術（発明）
の分野における恩賜賞。
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　あるアリセプトの液剤を開発しようとしました。とこ
ろが、われわれの研究者はそれをすぐに開始しません
でした。まず、ナーシングホームに行って、何が必要
か。実際に認知症の患者さまは液剤が飲み込めませんで
した。そのときに彼が感動したのは、今まで何も口にで
きなかった患者さんが、自ら作った通常のゼリーを口に
しました。周りのスタッフが驚きました。ゼリーしかな
い。非常に多くの苦難を経て、このアリセプトのゼリー
剤はまもなく使用することができます。

　これはアメリカで今、標準化されている介護者のため
のマニュアルです。これのスタートは、ここにいらっし
ゃる、このだんな様が30歳でＭＳを発症された患者さま
の奥さまのそのメッセージから、お金がない、自分で何
とか介護がしたいという思いから、このマニュアルを作
成いたしました。

　これはボストンの弊社の研究所の研究員が、この方は
がんで、今、脳の方まで転移しまして、車が運転できま
せんでした。従って、病院に行けません。その病院の送
り迎えをしました。研究所に行く前に送り迎えをして、
その車の中で、この患者さんの喜怒哀楽に共感しまし
た。そして、今、この抗がん剤がそこで開発されたわけ
です。
　このように感謝の手紙ももらいましたが、残念ながら
この患者さまは１月に亡くなりました。しかし、その思
いは研究者たちの心の中に生きつづけ、創薬活動に繋が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るはずです。

　人間の行動と理念には、先ほど言いましたように、個
人の打算と公共的倫理があります。
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　われわれはもちろん、この上の市場経済というのが非
常に大事です。しかしながら、大きく忘れているのが
感性の世界だと思います。先ほどの理念、利他主義、倫
理、公共心、こういったものなくして、われわれは本当
に生きていく存在というのを見いだせることができるで
しょうか。

　今まで市場経済では、プロダクトあるいはサービスと
いうものを、会社なり政府なりが供給していました。そ
こから利益、あるいは見返りを受けていました。そうで
はなくて、このプロダクトに幾つかのメッセージ、先ほ
ど言いました共同化するための新しいコトづくりを伝え
ることによって、この顧客の中で知の創発が起こり、こ
の知の創発が起こった顧客や生活者からは感謝の気持ち
がもらえます。この感謝の気持ちはまた、われわれに大
きな創発を与えてくるという、一つの知の創発の連動で
ございます。

　われわれは社会から何かを成すと期待されています。
革新やイノベーションを期待されています。その素質
は、われわれにあります。今、できていないとしたら、
それはわれわれのどこかに問題があるからです。
　従って、生活者のベネフィット向上のために何をすべ
きかを、早く、何のためにわれわれは存在して、どこに
向かっているのか。何を大切に思っているのか。そのた
めに何をしたらいいか。絶えず自問自答しなければいけ
ません。その原点にあるのは感性です。感性からスター
トして初めて、イノベーション、技術とつながってくる
と考えております。すなわち、ディマンド・イノベーシ
ョンです。
　今、私が行っている活動を申し上げましたが、現在、
次の活動として、病気になっても安心して暮らせるまち
づくりというものを行っています。これから演者であり
ます平野さんにはアリセプトのときも、共にマーケティ
ングにかかわっていただきました。現在、病気になって
も安心して暮らせるまちづくりというのを真剣になって
行っております。

　ご清聴ありがとうございました。

34

共通善に基づく異次元のイノベーション

我々は社会から何かを成すと、期待されている

革新を、イノベーションを成すと、期待されている

成熟していないかもしれないが、既成の組織・企業
にない未知の素質があると、思われている

全員一人ひとりはこの期待に応えなければならない

生活者（患者様とその家族、弱い立場の人達）のベ
ネフィット向上のために、何をなすべきかを誰よりも
早く着想し、それを試し、実証し、世界に発進させて
いくことで負託に応えなければならない
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　エイチ・ツー・オー綜合研究所の平野と申します。
こんにちは。
　高山さんとはもう十数年のお付き合いなのですが、
あまりこういう話をまじまじと聞くことはなくて、見
入ってしまったというか、聞き入ってしまった、そん
な感じでした。
　私は普段、マーケティングプランを組み立てる仕事
をしております。いわゆるマーケティング屋ですの
で、今回のテーマを頂いたときに、このテーマをきち
んと整理してお話しできるのかというのは、実はこれ

はやってみないと分からなくて、25分後に結果が出るのではないかなと思っております。
　マーケティングプランニングというと、いわゆるフィリップ・コトラー先生の４Ｐを基軸としたマ
ーケティング論が主流となっておりますが、ここでお話しするのは、コミュニケーションを戦略とし
てとらえた、マーケティングのお話しをいたします。マーケティングは、何かを生活者に訴えかける
ということがテーマにはなっておりますが、最近は、プッシュ型のプロモーション戦略というのが少
なくなってきており、主流が双方向型のコミュニケーション戦略に変わりつつあります。今日のこの
テーマにふさわしいと思われる、相互理解ということですが、相互に共有したことで状況をつくり出
さないと、コミュニケーションの場が生まれてこないと考えております。
　高山さんのご講演の最後の方でご紹介いただいたとおり、私は今、エーザイさんが展開している、
「まちづくり」戦略プランニングをお手伝いしております。エーザイさんは製薬メーカーです、製薬
メーカーであるエーザイさんが何で「まちづくり」なのでしょうか。「まちづくり」という言葉から
連想すると、普通は都市開発で、多くの場合、構造物を造るということになります。駅前再開発と
か、都市再開発という言葉が一般的で、その中で都市づくりをしていきます。しかしながら、製薬メ
ーカーという、「まちづくり」に直接関係のないと考えられる、一見、関係性のない企業がまちづく
りを考えるというのは、一体どういうことなのでしょうか。このこと自体、会社としては大きなチャ
レンジだと思っています。
　先ほど斎藤先生とちょっと雑談をしていたときに、モノとコトの話をしていたのですが、いわゆる
場をつくること、構造物といいますか、一つの決められたものをつくる、つまりビルをつくるとか形
を造る、いわゆる構造物を造るということが主流の中で、状況をつくる「コトづくり」で「まちづく
り」を考え、その中で、状況をつくるというのが、マーケティングあるいはこれからの戦略に求めら
れているだろうと考えています。エーザイさんの取り組んでおられるのが、まさに状況づくりの「ま
ちづくり」です。エーザイさんは、トータルヘルスケアの視点で、病気に対応した新薬を開発し発売
されている企業ですが、状況づくり、つまり健康な方に対しても啓発する、あるいは病気になったと
きにはどうしたらよいのかという状況をつくっていく、それを「まちづくり」といった視点で戦略立
案し、展開し始めております。

「ＳＮＳを含めた場の共有」

株式会社エイチ・ツー・オー綜合研究所　代表取締役ＣＥＯ　  
平野　治
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SNSを含めた場の共有
2008/12/06

株式会社エイチ・ツー・オー綜合研究所

平野 治
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　私の仕事は、先ほどご紹介いただきましたが、様々な
ジャンルに関わりをもつ、マーケティング屋でございま
す。したがって、ジャンルを問わず、いろいろなことに
首を突っ込んでおります。冒頭、一番上では資生堂とい
う化粧品会社で、メーカー提案の業態開発という、立地
に適した新しいタイプのお店づくりを考えてきました。
資生堂はチェーンストアというものを全国に約２万店舗
ほど展開していて、今はだいぶ減ってしまい、２万を切
っていますが、これらの店舗を、立地に合ったといいま
すか、町に合った、あるいは人の使い勝手にあったタイ

プに転換していくというのが、この新業態開発プランです。
　次の、リクルートさんの場合は、今日のお話の主題になるかもしれませんが、いわゆるコミュニケ
ーションメディアを街につくりたいということで、インターネットメディア“ISIZE（イサイズ）”のプ
ランニングをお手伝いしました。
　その次は、エーザイさんのアルツハイマー型認知症の治療薬の「アリセプト」上市マーケティング
及び、市場導入プランの組立をいたしました。
次に、今、少しばかり真剣にＮＰＯの健康経営研究会というものに取り組んでおります。企業の健康
度を上げると会社の利益に結び付くということがテーマです。まだきちんと検証されているわけでは
ないのですが。
　次は、ちょっと聞きなれないと思いますが、CELLというのは、会社の名前でございます。CELL社
というのは、若い方ですとお分かりになるかもしれませんが、ドワンゴという携帯の着メロサイトの
企画を担当している会社です。ドワンゴ社は、国内のアクセス数でYouTubeを抜いてしまったという
ニコニコ動画を運営している会社です。実はこのドワンゴ社のコンテンツ開発をしているのがこの
CELL社です。そこのマーケティングをお手伝いしています。
　Smile Stationというのは、実は私どもが自主的に展開しようと思っているコミュニケーションネッ
トワークです。
　それから、羽田の新国際線ターミナルの環境デザインもやっております。

　それでは、今日の本題に入りますが、ＳＮＳという
と思い浮かべるのがこのmixiというサイトなのですが、
mixiも出だしは2004年４月に600人から始まっていま
す。今現在、2008年時点では1300万人と、急激な参加者
の伸びを記録しております。参加者の増え方が急激です
が、短期間で600人から1300万人に増殖してしまったと
いうことです。
　何で参加者が急増したのでしょうか。mixiが登場する
以前の話は、ご存じのとおり、インターネットでは個人
的なメールの交換を主流に、情報を得るためのネットサ

ーフィンといわれていたものが盛んにおこなわれていました。そこから、発展して、一つのバーチャ
ル・コミュニティをつくるツールとして使われ始めたのがＳＮＳです。
　ＳＮＳを展開する中で、いろいろなコミュニティのテーマが生み出され、そこに参加する人が、小
さな集団をつくるようになり、その人達が、その集団の中でいろいろな共有点を見つけだし、だんだ
んと人がそこに集まってきます。mixiの中ではマイミクシィとか、自分のページ、自分の場所という
ものを設定しております。この会場にも、mixiなどのＳＮＳにご参加されている方はいらっしゃるの
ではないかと思いますが。
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こんな仕事をしています

●株式会社資生堂 新業態開発プラン

●東京急行電鉄株式会社 たまプラーザ駅前再開発

●株式会社リクルート ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾒﾃﾞｨｱ i-size

Ｐﾒﾃﾞｨｱ ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾌﾟﾗﾝ

●エーザイ株式会社 「アリセプト」市場導入

マーケティングプラン

●NPO 健康経営研究会 健康度と就業効果

●cell 携帯コンテンツ戦略

●Smile Station コミュニケーションネットワーク

●羽田国際線ターミナル 出入国フロアー環境デザイン

COPYRIGHT2008©H2O Institute of Research Inc.

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

14,000,000

2004年／4月 2004年 2007年 2008年

::: 2004 ～NET SCENE  - SNS & 
blog -

600人 20万人

1190万人

1300万人

18



　次に「世界のＳＮＳ」を見てみます。今、世界で一番
大きいＳＮＳサイトがMySpaceというアメリカ発のサ
イトです。これはもともとは音楽好の為につくられたＳ
ＮＳサイトです。基本的には、自分で作った音楽をＳＮ
Ｓの場で紹介するサイトで、実はこのサイトには、随分
と前から日本人のプロミュージシャンの方も参加してお
りました。このサイトは、彼らのプロモーションの場と
いうことも兼ねて、MySpaceというものを活用し始めま
した。このサイトの参加者数ですが、数字のけたがちょ
っと違います。参加者は約１億人です。公称ですから、

実際に使っているのが１億人かどうかちょっと分かりませんが、参加者数は日本の人口を少し下回る
規模のサイトです。一つのＳＮＳで１億人という、非常に大きな参加者数になっているということで
す。
　ただ、MySpaceも、ほかのＳＮＳも、始まった当時とは随分と形を変えながら、つまりアメーバの
ようにといいますか、形態を変えつつ成長してきています。ですから、単純にＳＮＳというのが、一
つの固定化されたカタチではありません。ソーシャルネットワークも、先ほどの業態の話ではないの
ですが、カタチは時代とともに変化しているものと考えられます。

　冒頭に出ていた「オフ」と「オン」の考え方ですが、
私どもの場合ですと、各社の事業計画の立案をお手伝
いし、会社の利益をつくり出す計画を組み立てておりま
す。「オフ」と「オン」という考え方もその中で活用さ
せていただいております。その中に、便利が不便になっ
たという視点が、最近、特に気になるところです。

　例えば、「ケータイやインターネットに依存したコミ
ュニケーション」、これはフェース・トゥ・フェースで
はなくなっているということです。
　「通達や伝達によるトラブル」、トラブルが今、非常
に多い。これはもう普段、話し合わないことが原因と考
えております。つまり、ケータイで交流している、交換
しているというのが、コミュニケーションをしている、
と捉えていることが多いのです。一方的に自分のことを
伝えて、相手が理解しているかどうかというのは分から
ないわけです。相手の反応とか。実はこの伝達・通達に

よるトラブルという部分で考えますと、その反応が直に伝わってこないのです。
　最近、話題になっているコンプライアンスですが、マニュアルで完璧な管理・運営ができると勘違
いしている方が多いのでは、と思っています。これは、マニュアルが全てで、自分で考えないことに
つながっています。
　三つほど特徴的なものを挙げてみました。最近、特に思うのは、コンプライアンスについてのとら
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え方ですが、多くの方は、どうも勘違いしているのではないかなと。マーケティングの中でも、随分
とコンプライアンスの勘違いがおきています。例えば、完璧なマニュアルづくりをしようとか、完璧
な仕組みを組もうかということを、各所からで聞こえてきますが、完璧なものを組み立てたつもりに
なるのが一番危険です。つまり、きちんきちんと決めごとをするわけですから、逆に言えば、決めご
と以外は無視ということです。となると、そこから必ず漏れがでます。漏れが無いと思いこんでいる
こと、つまり、完璧だと思い込んでいることそのものが、コンプライアンスの勘違いがおきている原
因だと理解しています。

　当然、コミュニケーションのことを考えると「人と人
との接点」ということで、

　頭に付いているcoというのが「一緒に」「共に」、こ
ういうことです。

　今、コミュニケーション・マーケティング戦略で、私
どもが考えている視点というのが、「集まる」というこ
とです。「集める」とは正反対のことです。「集める」
といったプロモーション的な考え方をするのであれば、
行動を起こさせるための施策、起こしてもらうための何
らかのテーマをターゲットに向かって投げかける戦略を
組み立てることになりますが、今は、ターゲットがテー
マを共有し、「集まる」といった視点で戦略を組み立て
ています。先ほどご紹介させていただいた、携帯電話サ
イトのプランニングも、実はこの戦略をつかっておりま

す。ケータイサイトの戦略では、「集める」視点での戦略を一切やりませんでした。必ず「集まる」
ということをテーマで、組み立てをしてきました。
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　次に、こういった戦略を考えるときに、先ほど高山さ
んのお話にもあったとおり、GAPということがおきてい
ます。

　社会構造と人とのGAP、つまり、先ほどコンプライア
ンスのお話もしましたが、社会全体というものは、シス
テム、効率、合理性の方向に動いております。これとは
逆に、人の行動というのは、感情や生活のリズムや自然
に順応した形で動いています。このことをふまえたコミ
ュニケーション・プランニングの考え方というのは、実
は社会の中のシステムや効率、合理性を反映した視点で
はなくて、実は人に優しいといいますか、人の行動、リ
ズムに合ったものを組み立てるという視点で考えており
ます。したがって、合理的・効率的に「集める」ではな
くて、感情や自然のリズムを共有する「集まる」といっ
た考え方になっているわけです。

　単純なことなのですが、気分が良ければ仕事を一生懸
命しますが、気分が良くないと、やはり仕事をしませ
ん。このことは、弊社の中でもおこっていることで、今
日はスタッフは気分がいいのかなとか、気分が悪いのか
なと、気遣いながら仕事をすすめております。

　この構造というのが、私どもでよく、コミュニケーシ
ョン構造をどうやって理解するかというときに図式化し
たものです。「時代Ａ」「時代Ｂ」「時代Ｃ」と書いて
ありますが、一番上が「サザエさん型コミュニケーショ
ン」という名前を付けさせていただいておりますが、一
つの縦型社会といいますか、情報が一方から流れ全体で
共有するスタイルです。このスタイルは悪いように見え
ますが、「一家だんらん」という言葉に代表されるとお
り、よい面もたくさんあるのです。
　２番目の「ちびまる子ちゃん型」と名付けたのは、お
父さん、お母さん、子供さん、つまりそれぞれの世代ご
とに横型で情報共有します。この時代、縦型の中の情報
共有というのは、姿を消しつつあります。世代を跨いで

しまうと、話の意味が通じないし、理解し合えないわけです。
　Ｃの、「ワンセルフ型コミュニケーション」という言葉ですが、ワンセルフとコミュニケーション
というのは、不合理な言葉です。ワンセルフですから。コミュニケーションは相手がいないと成立し
ませんが、この場合、相手がいるつもりということを指しています。自分とインターネットの世界、
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あるいはバーチャルの中でコミュニケーションしたつもりになるというのも、先ほどの一方的なツー
ルで伝えることと一緒の話です。
　例えば、サザエさんとちびまる子ちゃんの違いについてですが。「紅白歌合戦」というＮＨＫの番
組がございますね。昭和30年代、40年代の昔の「紅白歌合戦」というのは、一家だんらんの中で、一
人の歌手を聞いた時に、みんなでその歌を共有できた時代です。つまり茶の間の皆が知っているとい
うこと。当時の言葉でいうところの、国民的歌手という存在があった時代です。
　今の時代というのは、ＮＨＫの演出にもありますが、「紅白歌合戦」を時間帯別に組み立てをし直
しているのです。例えば７時半から始まって９時までの間は、若い人向けの歌手を登場させます。そ
の時は、お年寄りの方はこの人は誰なのだろうと思うことが多いはずです。９時から10時は、演歌の
方が出てきます。そうするとまたそれを聞きたい年齢の方がお茶の間に集まります。つまり、世代間
共有型の戦略といいますか、そういう形で番組を組み直しているというのが今の状況です。

　これは、前のスライドをまとめた図です。ここでは、
下に書いてありますが、「和して同ずる」から「和して
同ぜず」といった傾向に最近なっており、「そうだそう
だ」と言いながらも、何か違う行動を取る方が随分増え
ているということが多く見受けられます。

　
　人と人とが接点を持たないと何も生まれないというこ
とから、

　今のコミュニケーション構造というのは、小集団ごと
のコミュニケーション、コミュニティ連鎖のスタイルに
なっていると考えています。ですから、コミュニティ間
を繋げるためには、共有するコトをフラット化し、どう
やって連鎖させるかということが戦略立案のテーマにな
っています。さらに、戦術としては、どのようなツール
が必要なのかを考えます。
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　概念図ですが、例えば、趣味、悩み、仕事、遊び、そ
ういう小集団があったら、それをどうやって結び付けて
いくか、共有させていくかということを、考えていきま
す。

　コミュニケーション２。これは、エモーショナルな部
分というのは大きな力を持っています。例えば、企業
を中心として一方的に構造をつくってしまったプロ野球
と、地元のファンを巻き込んだフランチャイズ型のプロ
サッカーの違いを例にとると、とても分かりやすいと思
います。サッカーは地域が参加して地元で経営していま
すから、その中の盛り上がりというのは、とても高いの
です。でも最近それを見習ってといいますか、プロ野球
も随分変わってきたと思います。要するに、参加意識と
いうことが連鎖反応を生みます。このことは、大きなパ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワーを生む要因にもなります。

　これは普段使っている「コミュニケーション戦略マッ
プ」で、これは理論的にきちんと整理されているという
ものではなくて、私どもが戦略を組み立てるときに、こ
のような意識構造を基に組み立てをしているというマッ
プです。
　一人の人がオフィシャルな部分とプライベートな部分
を持っており、さらに、プライベートの中に、オープン
の部分とクローズの部分の二つの意識領域を持っている
と考えております。こちらから何か刺激して応えてもら
えるのは、プライベートの部分のオープン領域だけとい

う考え方をしています。ですので、クローズの部分というのは本当に自問自答、自分だけの空間で、
ここを触ってしまうと非常にまずい状況が起きてしまうのです。
　ですから、プライベートのオープンの部分でコミュニケーション空間を設け、ここにブログやＳＮ
Ｓというものが存在すると考え、その領域の中で、共有感を持つ戦略を組み立てていくことがテーマ
になっています。
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　新聞・ラジオ・テレビというのは相手から情報をもら
うもの、当然、インターネットやケータイというのは互
いに交換するツールということです。

　
　これも一つの大きなテーマなのです。エーザイさんの
「まちづくり」にも関係するのですが、公衆というこ
とです。何か公衆というと古いなと思われるかもしれま
せんけど、私は、公衆というのがコミュニケーションの
原点だと考えています。しかしながら、公衆という意識
が今、なくなりつつあると思うのです。ですから、「公
衆」という言葉も多分、死語になりつつあると思いま
す。公衆浴場、公衆電話などの「公衆」という言葉で
す。

　社会との接点を必要とした時代というのは、公衆の役
割が非常に大きかったはずです。自分の行動と社会との
接点があった時代ということです。ですから、他人の目
というのがとても大きな存在だったはずです。
　つまり、先ほどのコミュニケーション構造の中で、今
の時代のことをご説明しましたけど、今は他人の目とい
うのを気にしないでいい状況なのです。例えば、電車の
中でお化粧をしようが、ものを食べようが、公衆という
意識がないわけですから、気にしないでよくなったわけ
です。

　もう一つの視点は、自分の手の届く範囲にすべてのも
のがある。つまり、手の届く範囲にテレビもあるし、電
話もあるし、ゲームもあるし、手紙もあるし、音楽もあ
るし、新聞もあります。ですから、何も公衆を媒介にし
て何かを得ようといった意識はないのです。ですから、
ポケットに手を入れれば携帯電話がある、それで多くの
ことが片づいてしまう時代になってきているわけです。
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　補足ですが、コンテンツ事業を組み立てていますと、
次のような状況がおきます。夏目漱石の『我輩は猫であ
る』という小説ですが。小説というのは五感をフルに使
って読むことが楽しいのだと思うのですが、今の若い人
だと、小説を読んだとき、この猫ってどういう猫なのだ
ろうというふうに質問が来る場合があるのです。そのと
きにこういう猫だという絵を描くと、「こういう猫なの
か」と、今の若い人は、視覚と聴覚を中心に物事を理解
する傾向にあり、その部分を刺激することによって解釈
が生まれてくるという時代なのです。それがいいかどう       

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かというのは、疑問点はあります。何となく、笑えるこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　となのですけど、笑えないことというのが今の時代では
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無いでしょうか。

　それを戦略的なロジックで見ていきますと、情報量が
やはり多過ぎるのです。情報量が多過ぎると、当たり
前ですが、考えなくなります。つまり、情報を選択する
だけになります。情報が全くなければ、考えざるを得な
いので、創造力が高まります。ですから、知識というの
は、創造と情報量のバランス関係にあると考えておりま
す。

　これは今、私どもで展開を考えている企画書の一部で
すが、普段はこのようなものをプランニングしていま
す。ＳＩＧというのはSpecial Interesting Groupで、い
わゆるうちのネットワーク内の特別な仲間です。ＣＳＲ
（Corporate Social Responsibility）を推進する企業と、
どう連携していくのかという構造を書いた戦略図です。

　navi-diaryという、今、健康を情報交換するというダ
イアリーを作っています。先ほどのＳＮＳの話で、Ａグ
ループとＢグループの共有化をバーチャルの空間の中で
やってしまおうと考えています。例えばＡグループから
得られた情報をＢグループにキーワードとして投げるの
です。つまり、「太郎君が、早朝ウォーキングを始めた
と言ってたよ。花子さんもやってみたら」ということを
Ｂグループに投げると、「ウォーキングって何かいいみ
たいよ」という連鎖が起きてくる。それを、個人を特定
できないように、グルーピングしながらデータベース化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　していくという内容です。
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　一番最後に、これは「例」と書きましたが、実はこ
れは普段仕事で使用している、戦略図です。「現在」
と「過去」と書いてありますが、現在の方は、五感の
中でも視覚・聴覚を意識しており、visualとかmemory
とかautomatic、これは詳しく言うとvisualizationとか
implicit memory、つまり潜在的なメモリー、それから
automaticな動き、自動化する行動ということです。そ
の中で価値形成というのは選択、行動、交流、良識とい
ったキーワードで整理しております。このような社会状
況の中で、ソーシャル・マーケティングがとても大事な
視点だと最近思っています。いわゆるソーシャルという
のは、人に気付きを与える部分で大きな役割をはたしま
す。つまり、プロモーションで自分の会社の商品だけを
宣伝するということは単体の商品の枠内での宣伝行為で
しかないので、その他の行動を促す動機づけ気付きとい
うのは、生まれにくいと考えています。ですから、これ
からは、ソーシャル・マーケティングを活用する戦略は
増えるはずだと思っております。
　少し、時間が過ぎてしまいましたが、以上が発表でご
ざいます。どうもありがとうございました。
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（斎藤）　高山先生、平野先生、ありがとうございました。
　それでは、ここで今の演題、二題について、ご質問を１～２、お受けしたいと思います。では、西
頭先生、お願いいたします。

（西頭）　どうも大変面白い話を聞かせていただいて、今の平野先生と先ほどの高山先生の話を聞い
て、私は大変面白いな、いろいろなヒントがあるなと思って聞いていたのですが、ただ残念ながら、
ちょっとまだ十分に理解していません。あまりにも範囲が広い話なので。
　ちょっと質問したいのですが、20世紀から21世紀にかけて、経済のグローバル化がものすごく進む
ということで、いろいろな識者が言っていますが、要するに現在というのか、21世紀に入ってまだ10

年になっていませんが、今起きていることは、やはり世代間の断絶ということが一つ。それからもう
一つは、制度疲労という話があります。今の日本の政治の混乱もその一つだと思うのです。
　世代間の断絶は、恐らくいろいろな子供たちなど、いろいろな犯罪があって、前の世代の経験が今
の若い世代、あるいはもっと子供たちにもうまく伝わっていないという、先ほどおっしゃった話だ
と、恐らくサザエさんの話だと思うのです。ちびまる子はどうかなと、面白いので私は時々見ていま
すが、だからそういう意味で、現在起きている経済のグローバル化というのか巨大化の中で、社会の
たがが非常に緩みつつあると。その中でいろいろな社会現象が起きているのですが、私はこれを救う
のはやはりコミュニケーションしかないと思うのです。
　今の平野先生の話を聞いて、いろいろなヒントがあったのですが、どうも今私が質問したことと、
先生のおっしゃることとがうまくまだ、短時間なものですからつながっていないのですが、この私の
質問に対して、先生の立場からいかがでしょう。高山先生も、もし回答いただけたらと思いますが。

（平野）　本当にうまく伝わらないコミュニ
ケーションで、反省しております。
　本当に先生のおっしゃるとおり、グローバ
ル化が進んで、これはどういうふうになって
いるのかなというのは疑問に思っています。
マーケティングの視点で見ても、最近、企業
の勝手が多過ぎるのだと思うのです。ですか
ら、例えば便利なサービスのことを一番最初
にちょっとお話ししましたが、その便利さが
お客さんにとっては不便になっているという
のが大きな点だと思うのです。
　例えば、富山の方ではどうか分かりません
が、東京の場合ですと、電車の切符を買う券

売機がございますが、これなどは企業の勝手で短いサイクルで新しい機能が追加されるのです。それ
が半年に一遍デザインが変わってしまうと、お年寄りなどは、使えなくなってしまいます。企業側に
とっては、そのことを便利にしていると勘違いしているのです。企業が思う便利というのと、使う側
にとっての便利というのは違うのです。ですから、グローバルな世界とはいえ、新しいものが、コミ
ュニケーションの妨げになることも多く見受けられるようになっています。

質疑応答

「企業理念を共有した知識創造活動」

「ＳＮＳを含めた場の共有」
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　例えば券売機で考えるのであれば、本当は人が対応して、「富山まで切符、大人１枚」と言えば、
「はい、幾らです」とそこでコミュニケーションが生まれるという方が本来だとは思うのです。です
から、何かそういうことで日常気付くところでお話ししますと、そういうものが実は戦略に生かされ
るべきではないかなと考えております。

（斎藤）　西頭先生、よろしいでしょうか。もしよろしければ、高山先生も一言お願いします。

（高山）　私は先ほど言いましたように、考
えたのは、今の制度疲労と世代間の断絶を起
こしているのはやはり社会であり、その社会
の一翼を担っている企業のせいであると思っ
ています。例えば、企業はイノベーションで
新しいものを与えればいいのだ、安いものを
大量に与えればいいのだ、便利にすればいい
のだと思っているのは、恐らくこれはエゴだ
と思います。
　なぜかというと、それは多分、いろいろな
住民あるいは国民に対して選択性による自由
を与えているのではないか。右か左かどちら
かを選べというエゴだと思うのです。われわ
れが本当に持っている、生物として、人間としての自由というのはもっと広いものです。それを閉じ
込めているのは、特に企業ではないかなと。
　そのときにまずコミュニケーションがないというのは、今、平野さんがおっしゃったように、いい
ものをつくって与える、「どうぞ」というだけです。ところが、本来であればコミュニケーション
で、例えば患者さんで言えば、病気になりたくないという患者さんもいれば、病気になったときにい
い環境にいたいという人もいれば、いろいろな人がいます。そのときにわれわれは聞く耳を持たない
で、ただ一方で技術だけがあって、「いいものをつくった、すごいだろう」、こんなばかな話はあり
ません。先日、われわれはリウマチの薬を出しました。これは非常に効く、抗体医薬という最新型の
新しいメカニズムの薬です。私は患者さんの代表に対して「これをつくりました」と言いましたら、
「よかったですね、知っています、その効果は。でも高山さん、知っていますか。多くの方々はこの
薬を本当に途中であきらめているのですよ」。それで気が付いたのです。それは高いんです。
　リウマチで手が曲がって、自分の娘の髪にリボンも結べないようなお母さんが、１カ月３～４万円
のお金を自己負担で出せますか。それに私は、はっと気付いたのです。そのためにマーケティングを
どうしたらいいか。その病気になった方々だけではありません。もしもっと早く、そこのドラッグス
トアで痛み止めの薬を買っているＯＬが、あるいは調剤薬局でかかりつけの処方せんで痛み止めをも
らっているその主婦が、リウマチの可能性がある、そういった方々にこういう薬であれば治る可能性
があるのです。
　だからそういった人たちの気持ちまでわれわれは感じ取らななければいけません。まさに制度疲
労、世代間断絶とおっしゃいましたが、やはりそこをとおすのはコミュニケーションです。人と人、
相手の気持ちを知るような努力をする、これが人間の本来だと思っています。
　ですから、今、西頭学長がおっしゃったことは非常に重要だと思っていました。

（斎藤）　ありがとうございました。企業とおっしゃいましたが、そこを大学と読み替えると、われ
われにも非常に役に立つお話だと思います。
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　ご紹介ありがとうございます。このたびはこのような
立派な席にお招きいただきまして、非常に感謝しており
ます。
　今ご紹介いただきましたように40年近く前に生まれて
初めてコンピューターを使ったといいますと、いわゆる
ＩＴ関係のみならず、何かコンピューターの「コ」の字
が出てきますと、いろいろなところから「おまえ、や
れ」ということになりまして、それが長じましてこうい
うことになりました。
　実は学生のカウンセリングの「カ」の字ぐらいまでも

やらされたり、学生を保健管理センター長のところに連れていきまして、要するにめげてしまった学
生のサポートというのも何回かやったことがあります。私どもの大学は小さいところですので、いろ
いろなことをなさる先生がおられまして、内科の先生が心療内科もおやりになるということにもかか
わってきたせいなのでしょうか、今回はこういう仕事を賜りました。
　私どもの大学のグッドプラクティスではこういう題名を持ちまして、いろいろなことを認めていた
だきました。今日はそのうちのＳＮＳに関してのお話をさせていただきます。

　今年８月には吉永先生においでいただきまして、貴重
な時間を頂きながら、有効なというよりもむしろ、たく
さん教えていただいたというのが正直なところでござい
まして、後からまた申し上げますけれども、デッドコピ
ーとは言わないまでも、それに近いような形で頂いたと
ころもありますので、ここであらためまして、お席をお
借りましてお礼申し上げます。
　武蔵野工業大学さんの方からも、12月２日分、まだま
とめた資料は出していないのですけれども、ありました
ので追加をいたしました。

　目次というほどのものではありませんが、これについ
て、本学のＳＮＳについて、今日は主体的にお話をいた
します、それに続くような前の部分についてもお話し申
し上げます。

｢夢を育むe-学生支援｣

北見工業大学　機械工学科　准教授 　
菅原　幸夫
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　大学は富山大学さんの５分の１くらいの規模でありま
す。学生数、スタッフ。空港から１時間ぐらいの、50年
ぐらいに達しようという、短期大学から始まった工科系
単科大学です。

　グッドプラクティスの申請前にはいろいろ情報を集
め、われわれがやりたいことがどういう位置にあるのか
という申請をいたしまして、採択通知が来たのが９月で
ございました。

　タイトルとサブタイトルです。それが募集のタイトル
だと思うのですが、それに対して「夢を育むｅ‐学生支
援」、副題「ＩＴ」何とか。中で学年担任制や個別担任
制、こういうものは、実はわれわれは既に大学で持って
おりました。そういうものを、ちょっと言葉の使い方が
違うと思うのですが、電子ポートフォリオという名前を
借りてきまして、そういうシステムをつくって統合する
ということをやりました。
　その前からあったのですが、比較的新しいのがピア・
サポートです。全く新しいというのがＳＮＳと呼ばれ

る、西頭先生のおっしゃった「場」というものだろうと思います。そういうものをつくりました。
　こういう申請をいたしましたところ「ピア・サポート・システムとＳＮＳは、今後への期待を含め
て高く評価できます」という選定理由を頂きました。

　採択されまして、具体的にどういうふうにやっていこ
うかという常套手段であります。学生諸君から見て従来
あったもの、結構あるのですけれども、そういうものを
電子的にというのでしょうか、これを一種の結合剤とし
まして、有機的に結合させます。ちょっとうがった言い
方をさせていただければ、多次元的な結合が完成するの
ではないかという立場でございました。
　電子ポートフォリオというのは、個別担任制や学生よ
ろず相談室、これは室員が教員で､それから就職支援室
と新しくできましたこういうものも、この仲間だろうと
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考えまして、統合いたしました。
　ちょっと申し上げましたように、実は保健管理センターは、最近は係りの先生が１週間に１度くら
いおいでになって相談にのってくれるということもありました。それ以前には年間、少ない年で一人
か二人、多いと７～８人ぐらいの学生が、平たい言葉で言いますとめげてしまうというような学生に
対応していました。それを昇格させたような形での保健管理センターです。もちろん、普段のおなか
が痛い、風邪をひいたというのもありますし、健康診断もあります。親元から遠く離れているところ
で、実は学生は、やはりホームシックなどのような問題もあるようです。
　個別担任、それから科目担当教員というのも、実はこれは学科によりましては、ＪＡＢＥＥ対応を
していたり、目指している学科がありますので、非常にこと細かく、個人の学生とやりとりをする、
記録を取る、情報の共有化をするということが必要になってまいります。
　このような全体的な今までのシステムを統合する形で、学生は状況に応じてどこにでも行けるし、
交流を図れます。それをわれわれは、ずっと学生のために役立つように、そういう情報を得ておこう
ということです。

　大体のプランができました後でワーキンググループを
去年の９月からこのｅ‐学生支援というプログラムを
動かすために15回開きました。委員長が教授の平山浩一
で、私と、それから技術関係の教員として寄高が今日来
ています。
　いろいろなものを入れます電子ポートフォリオという
ものは、基盤システムと学生カルテシステムから成って
いると位置付けまして、今年の３月ハードウエアを入れ
ました。電子ポートフォリオはハードウエアとソフトウ
エアをかみ合わせて作るわけで、カスタマイズが非常に
大変だということなのですが、これは今日の話ではあり
ませんので割愛させていただきます。

　今年の６月に､「ＫＩＴ ＳＮＳ（試用版）」と書きま
したが、これをサーバーにインストールいたしました。
11月にはOpenβと称しています、これも借りた言葉で
すけれども、いわゆる本使用の一歩手前という意味で
す。発展しました。大体５カ月、私を含めてスタッフが
やれこれ、あれだこれだと、それからちょっと広めてみ
るというようなこともやるわけです。お守りが大変だと
いうことであります。

　それから、父母懇談会で、実は先ほど申し上げました
個人担任制であるとか、迅速な対応をするとか、きめ細
かく、であるとかということをご父兄の方々にご説明申
し上げております。ちなみにうちの大学は、年度によっ
ても違いますが、学生の出身地というのは道内が４割ぐ
らいのときがあります。すなわち、反対の残り６割が道
外でありまして、そうすると、ちょっと大変な人もいる
のではなかろうかと。
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　気温差が大きく、環境的には厳しいらしいです。
　ということで、「皆さん、ご心配なさらないでください、われわれがサポートします」と、場合に
よってはおせっかいをするわけです。もちろんホームページでもちゃんと、それはせっかく採択され
ましたプログラムですので、一生懸命やるということを皆さんに宣言をします。

　この種のシステムに欠くべからざるものでありまし
て、ＰＤＣＡサイクルというものをきちんとそろえてお
ります。この辺はちょっと端折らせていただきたいので
すけど、今は実はPlanとDoぐらいでありまして、少し中
でやっているかなというCheckです。自己評価とでもい
いましょうか。ここまではまだ実は行っていません。や
り始めましたという報告はもちろん言っていますけれど
も。

　ちょっと前置きが長くなりましたが、申し上げました
ように、これは再度出しますけれども、ＩＴシステムと
個別担任制、実は少しずつありましたが、こういうもの
を統合していくというのが大変だなと思ったのですけれ
ども、先に結論を申し上げれば、大変だが実も大きい。
いやいやというところであります。そのいやいやという
のはぜひ感じ取ってください。

　実は、この間吉永先生が８月におみえになったとき
に、われわれは既にClosedβ版と称しまして、仲間うち
でＳＮＳを動かしていたわけですが、仲間うちでは紳士
協定を守ろうということでやっていました。
　どこかの大学には、学則は要らん、Be Gentlemanで
よろしいとおっしゃった学長先生、副学長先生がおら
れるらしいのですが、それにのっとったような形で、
別な言い方をすれば紳士協定というのでしょうか。Be 
Gentlemanでいこうというので３～４カ月動かしていた
のですが、やはりそれはこういうシステムとしては成り

立たないということでありまして、プライバシーポリシーと利用規約を作りました。
　何を言いたいかというと、先生、その節はどうもありがとうございました。おんぶに抱っこしても
らいまして。一生懸命作って、ここまであるよということを書きたかっただけの話であります。
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　よくあるものなのだそうですが、OpenPNEというも
のをカスタマイズして使っております。カスタマイズと
設定変更というのは、本当は違うのだそうですが、私は
技術的には部外者であります。部外者と言ったら怒られ
るかもしれませんが。この際カスタマイズという言葉で
代用させていただくことにいたします。教員が１名、専
任ではありません。確か技術員の方は５名だったと思い
ます。合わせて６名です。
　それからワーキンググループというのは、先ほど申し
上げました14名でありまして、「管理画面を活用する」

としております。「管理」というのはあまり使いたくないですけど、ページは管理画面となっており
ますので。特にこれ（モニタリング）も使いたくない言葉なのですけれども、活性化状況を見るとい
うふうにご理解をしていただきたいと思います。

　まず、運用方針を決めまして、それに従ってカスタマ
イズをして、様子を見ながら運用方針を変えるか、ある
いは変更する、というようなサイクルを一応持っていま
す。この辺については後からゆっくりお話しできればと
思うのですけど、ちょっと時間もありませんので。
　オープン登録をするというふうにいたします。自分か
らそのサイトに、http://というのをたたきまして、自分
から入りますよという登録の仕方です。お友達から誘う
という機能も残してあります。当初は、全員参加であり
ますから全員入れようと思ったのですけど、それはちょ

っと主体性を持ってもらうということに欠けるのではないかということでやめました。
　実は、日記は全員に公開するか、あるいは自分だけしか見ない、ですから単なるメモですよね、ど
ちらかにしようと。クローズドメンバーにはしないということにいたしました。これはなぜかという
と、みんなに使っていただきたいということ、それから情報が非常に豊かにあるということ、それか
ら要するにジェントルマンではないような使い方というのもわれわれが見られるようにしたいという
立場からであります。
　コミュニティという、一つのお話の「場」というのでしょうか、それは教職員のみがつくることが
できるようにいたしました。しかし、学生諸君から希望があれば、今のところ大体スルーというので
しょうか、100％つくっております。
　そういうことで、少しは大学のＳＮＳであるということを理解していただいて、いわゆる炎上とい
うことがないようにしたいという姿勢をここで立てました。実は、やっと学外からアクセスができ
るようになりまして、残りは携帯電話からです。キャリアの取り扱いがうんぬんという話がありまし
た。
　

33



　このカスタマイズは、ユーザーと、それからわれわれ
の支援グループの10人のワーキンググループの意見を取
り入れるという意味の矢印であります。先ほど言いまし
た日記というのは、なるべく見ていただきたいというこ
とでありまして、マイフレンドに公開は削除いたしまし
た。教職員については、先ほどご説明いたしました。
　ロゴというのは結構難しそうなのですが、これは技術
もそうかもしれませんが、何がかっこいいかなというこ
とであります。実は、いまだに「ＫＩＴ ＳＮＳ（仮）」
としています。姑息な手段でありますが、名称を募集す

ることによって、少しはみんなが入ってきてくれるかなと。このグッドプラクティスのプログラムの
完成年度のちょっと前あたりに、本当の名前を決定しようかなというのが、姑息な私のもくろみであ
ります。
　それから、スケジュール機能というのがOpenPNEにありましたけれども、これは使ってみて、本学
の姿勢には合わないかなということで採用はしないことにしております。

　早速、プログラムにのっとってインストールして、内
輪で使い始めて、「ああ、こんなものかな」と。いろ
いろなことをやってみまして、さあみんなに使ってもら
おうというので、ポスターを作りまして、Ａ３判のポス
ターを学内に十数カ所、目ぼしい所に張りました。ポス
ターを出しますと、かくんとその月の登録人数が増えま
す。これはマーケティングの話を聞きたいぐらいなので
すが、何か下がってきたらやればいいのではないかと、
そのタイミングと内容をこれから図らなければいけない
なと考えています。

　これも富山大学さんのものを大いに参考にさせていた
だきました。これをデッドコピーするといろいろ問題が
あると思うので、Ｂ５判という学生が持っているノート
サイズに合わせて、穴まで付けてあげようかと。表側に
何回も見るであろう情報を出して、裏には１回しか見な
いもの、ログインの仕方、最初の参加の仕方というのを
作りました。
　実はこれは含みがあるのですが、ピア・サポーターの
人にはいろいろな情報を持ってもらいたいという観点か
ら、よく中身を見てね、足跡を付けて見てねというお願

いをしようと思っております。そのときの資料であります。今、作成中でございますが、ほとんど最
終版です。
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　ここから具体的になります。ピア・サポーターという
学生が学生の相談に乗ってあげるというシステムが数
年前からありました。私も、そこのピア・サポーターの
人たちと話をするというグループにもいたことがありま
す。保健管理センターにおみえになっているカウンセラ
ーの先生の講演というのか、講習も受けまして、学生の
お話を聞いてあげるのが相談ですよということを身に付
けまして、というお話をするつもりでおりました。
　それからこれは教員が、私もここでやったことがあり
ます、いろいろな意味で困った学生のお相手をしてあげ

ます。深刻な相談はありませんでしたが、やはり１対１のコミュニケーションを学生が欲しがるよう
です。それには応えられたと思います。
　（日記のことです｡）  ご想像どおり、これがまたすごいです。いいのがたくさん。
　それからｅラーニングと言っていいのでしょうか。教育支援システム、ラーニング・マネジメン
ト・システムというのをうちの大学で１～２年ぐらい前に入れました。実はそれに関する情報交換の
場として、実はすごく役に立ちました。そのうちにRENANDIといわゆるＳＮＳがどこかでつながるの
ではなかろうかと思っていますし、一部そういう声が出ています。
　結局、研究室ですとか、これはプログラミングをやる人たちの勉強会ですね。
　それからうちの大学は優勝はしていないのですけれども、技術賞ですとかアイデア賞とか、ロボコ
ンで工学部の学生が欲しがる賞と自負しているのですが、そういうものを頂いております。その人た
ちの活動の場があります。

　これは実際のページでございます。心理学の先生をお
招きいたしましてお話を、一種のトレーニングですね。
同じ服を着て、学生にいろいろなことを教えてあげま
す。
　このキャラはピア・サポーターの「ぴ」と「あ」とい
う字が入っているのですが、よくご覧になっていただけ
れば分かると思います。学生が作りました。
　大学の組織としては、これともう一つ、省エネルギ
ー、ＩＳＯ14001関係です。それのグループがあるので
すが、もう少ししたらできると思います。

　これは私が去年まで入っていました学生よろず相談室
の先生方のコミュニティです。先生方は情報交換をして
いるようです。
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　それから、平たく言えば、「使ってね、こういうもの
があるよ」であります。われわれの大学はその字のとお
り工学系でありまして、いわゆる文系の先生は、数とし
ては少ないです。その先生の中に、やはり私から見て、
さすが文系の先生、文章が、お考えがということがよく
感じられましたので、有望な書き手となるであろう先生
にお願いをいたしました。こういう地域研究にかかわる
研究をなさっている方の、研究所のフィールドワークと
いうのでしょうか、それをご紹介いただけると「へえ、
なるほどな」ということにもなりそうです。

　すごいのは、教育論で英語の教育というものは何たるものか、わっと出てきまして、学生も見てい
るらしいのです。どの先生がああいうことを言っていたというのを、ご飯を食べながらちらっと聞き
ます。ですから、必ずしも書き込みがないからといって、そういう反応はないとは限らないのではな
いかなと思います。

　実はこれは、先ほど言いましたラーニング・マネジメント・システムのための先生方の情報交換
が、ここでできるのではなかろうかと、私は外から見て思いました。

　これは単なるランキングでありまして、ご興
味のある方は後からスライド資料を見てくださ
い。最初から仕掛けている私は多いなと、しょ
うがないなというところであります。
　

　

　レビューというのでしょうか。本、書籍、ビ
デオ、そういう出版物の紹介文という機能が最
近使われているのです。日記の中に小窓という
機能がありまして、ＩＳＢＮを打ち込むと、そ
の本の売っている場所や何かがぽんと中に入っ
てきます。そうすると、学生諸君に知らせてあ
げたいものはすぐできます。
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　利用状況を把握していただくために、報告書を出して
いただくことにしております。中身は主に、安全性、健
全性、プライバシー、利用規約ということに関してでご
ざいます。

　統計情報です。早い話がポスター以降、外からアクセ
スできると言った以降、一人当たりのアクセス数全体
も、多くなりました。大体の話が、平均的な量の２倍か
らそれ以上です。やはりポスターの効果があったかなと
思っております。

　学外からの利用について、休みの日はほとんど学外か
らのアクセスであるということが分かりました。これで
やはり、いわゆる家庭、おうちからのアクセスというの
は、当たり前だったのだけど、当たり前ですねというお
話であります。

　非常に雑ぱくではありますけれども、まとめてみまし
た。先ほど言いましたように、環境整備というのは、当
たり前のことなのですが、実はＳＮＳを設計するときに
新しく立てるということのほかに、支援体制というのを
洗い出す必要があるのではないか。もちろん、学生支援
も別に書いたのは、教職員・スタッフを含みたかったか
らです。要するに何でも、今まであるものを吸収できる
ようなものならば、有力なボンドとして機能させるとい
う設計をした方がいいのではないかと。まだ年度内です
から、これをもう少しやるべきではないかなと思い始め

ました。運用の効果なのですが、これは今までになかった縦と横ができました。教職員間の同じフィ
ールドでの意見交換というのは、非常に楽になりました。
　それから、これは功罪両方あります。トピックというのか、話題を出して持つのは２日か３日で
す。どんどん変わります。それがコミュニティやトピックというジャンルではないのではないかと最
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近、私が思い始めたことです。どこと限らないのです。どこでも書かれたところに興味のある人がわ
っと行って、わっと書いて、すっとなくなるのです。見るのが大変です。
　それから、活性は参加者の積極性に依存します。当たり前のことですけれども。メールは強制的に
来て、強制的に返事を書かされますが、これは書かされないです。ですが、自分から行かなくてはい
けません。トリガーを引いてあげなくてはいけないというのが、欠点だと思います。
　雑ぱくな話で申し訳なかったです。だいぶ長い間話してしまいました。どうもありがとうございま
した。
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　失礼いたします。ご紹介いただきました佛教大学の笹
田と申します。本日はこのような場にお呼びいただきま
して、本当にありがとうございます。また、北見工業大
学様同様、富山大学様には、特に吉永先生をはじめ、い
ろいろご教示を賜りましたこと厚く御礼申し上げます。
　今、ご紹介いただきました「『縁』コミュニティによ
る離脱者ゼロ計画」でございますが、平成19年度に学生
支援プログラムとして採択されたものでございます。
特色でございますけれども、基本的に図示をしておりま
すように、同級生との横の関係、それから上級生からの

縦の関係、さらに教員や職員からの立場としての関係、こういったものを、本フォーラムのタイトル
にも入っておりますけれども、オフとオンと、佛教大学の方では、リアルとバーチャルと位置づけて
おりますけれども、大学の中で大事なことはフェース・トゥ・フェースですので、日常の学園生活の
中での生のつながり、リアルな世界でのつながりというものと、そしてＳＮＳ等を通じたネット上で
のバーチャルなつながり、こういうものを相互に利用しながら、学生さんを支援する体制をつくり上
げていこう、これが縁コミュニティというものでございます。
　どちらかといいますと、先生方は授業等で学生さんと週に１回、必ず会いますから、先生方はリア
ルな場を中心として、そして上級生や職員さんというのは、これは24時間対応ということもございま
すので、実際にはなかなか難しいですが、バーチャルな場、つまりパソコンを中心につながっていた
だく、そのようなものを構築していこうというのが基本的なコンセプトでございます。
　その中で、学生さんが特に、先ほどこちらの学長先生がおっしゃっていただきましたように、コミ
ュニケーションの場が一つもないという中で、つながっていないという不安から、誰かとリアルな
場、あるいはバーチャルな場でつながっているのだ、そういうコミュニケーションの場があるのだと
いう、つながっている安心というものを持っていただきまして、４年間無事に育っていただいて卒業
いただく、こういうことを目指しているわけでございます。
　お手元に配布させていただきました資料でございますが、そこに概要を書いてございます。お手数
ですが２枚目をご覧になってください。

　離脱者ゼロ計画という目標ですが、私が部長をしてお
ります学生部と教学部、それからキャリア支援部、いわ
ゆる就職部でございますけれども、この三つの部署が本
学では独立して立っておりますので、学生支援センター
というものはございませんけれども、その三つの部署で
いろいろ考えましたときに、ひとつにはニート対策が要
請されているということがありました。
　そこで、ニートを減少させていくためには、やはり大
学生になっていただいたら、その途中でドロップアウ

｢『縁（えにし）』コミュニティによる離脱者ゼロ計画｣

佛教大学　文学部　教授（学生部長）　  
笹田　教彰
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トしていく学生さんをできるだけ少なくして、そしてスキルアップをさせた上で社会に送り出してい
く、こういう必要があるのではないかということで、この離脱者ゼロという計画を立てさせていただ
いたわけであります。
　われわれ学生部の方で当初考えましたのは、ここがポイントだったのですが、教学部や他の部署で
は、どうしてもこのＳＮＳを用いたいというのがございました。ただ学生部の方では、ＳＮＳという
ものに対して非常に警戒する考え方がございました。これはご承知のように、例えば高校生などにし
ても、学校裏サイトというのがございますし、それがいじめの温床になってきているというようなこ
ともありますし、それから先ほどからお話に出ておりますmixiでございますけれども、これも学生さ
んが日記を書かれるのですけれども、架空の話を作り上げられるわけです。例えば酔っ払ってコンパ
の後、その辺に自転車が置いてあったので乗って帰りました。パトカーに追われたけれども大活劇の
末に逃れて自宅に帰ってきましたとか、そんなのを書いていますと、たちどころに見られている方か
ら、「おたくの学生にこんなのがいますよ、どうされているのですか」という苦情のメールが総務課
にばんばん入ってくるわけです。そうするとすぐ学生部に振られて、実は私などが、申し訳ございま
せんでした、公序良俗に反するような記述はしないようにというコメントをホームページに掲げるわ
けです。
　ところが、例えば２ちゃんねるにしろ、mixiにしろ、大学同士で仲の悪い大学というのがございま
して、佛教大学は大阪のK大学と仲が悪うございまして（笑）、それぞれがネット上でやり合いをす
るわけです。「佛教大学でこんなことが起こっているで」と、私の書いた謝罪の文章が、２ちゃんね
るに何回も何回も引用されます。娘が見ながら、「パパの名前が何回も出てるで」と言われてびっく
りしたのですが、そういうトラブルもありますし、しかも大学の持ち出すプログラムですから、は
っきりとデータとして書き込みの内容が残ります。いじめがあった場合、大学のせいではありません
か、ちゃんとその証拠が残っていますよということにもなりますし、また学生へのアドバイスにしま
しても、カリキュラムはどんどん変わっていますから、間違った指導をした際に、「先生がこういう
ふうにおっしゃったからこう手続きしました。何故履修できないのですか」と苦情をぶつけてくると
いった問題も当然考えられますので、われわれは非常にＳＮＳの導入には消極的だったのです。
　ニート、ニートとおっしゃるので、実は私も大阪の浄土宗のお寺の住職をしておりますけれども、
「ニートというのはそんなに問題ですか。お釈迦様もニートだった、こういうのでどうですか」と、
学生支援機構の方もおられるので大変失礼でございますけれども、それはやはり駄目だということ
で、どうしてもこのＳＮＳを使ったということで、導入をさせていただいたわけであります。
　学生部といたしましては、２枚目にございますように、本学の学生数は6400人ほどですが、その中
から約３％、毎年150名前後の方が退学をされていきます。その理由は、お手元の資料に書きました
ように三つに大別されます。
　大体退学されていく30～40％は経済的な理由です。ここへ奨学金、あるいは学生支援機構のものな
どを含めまして、いろいろありますけれども、やはりご家庭の経済状況等により、皆さんが対象とな
るわけではありませんし、給付型にヒットされる方は少のうございます。保護者の皆さま方も申請は
したいけれども、貸与型はあまり応募したくないという思いがございますので、どうしても支援には
限界があります。しかも、この中のまさにこれの半分ぐらいですけれども、年に２回、学費の納入期
限がありますが、学費未納のままの方がおられます。そうしますと、われわれ学生部としましても、
学費未納、除籍という措置を取らざるを得ません。それから20日間ほど猶予期間がありますから、そ
の間に学費を納入された方は復籍ということになるわけでして、大体半期ごとにこれもやはり50～60

名ぐらい、学費未納で除籍になります。そのうちの８割方の方は学費を納めていただきますけれど
も、結局何の手続きも取られない、こちらからアクションを起こせないという方が年間数十人、やは
り離脱者になっていかれるわけです。
　こういった経済的な問題。特に家計の急変等につきましては、どのように支援していくのか、なか
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なかすぐには対応策が取りにくい問題であるということがございます。
　それからその他でございますけれども、これは進路変更、他大学へ行かれる、あるいは専門学校に
行かれるなどがありますし、それからめでたくご結婚されて、退学される方もございます。あるいは
亡くなられる方。そして、この処分退学。幸いなことに、現在佛教大学では、大麻で捕まっている方
はおられませんけれども、これも出てまいりましたら、早速校紀委員会、教授会にかけて退学処分と
いうことになろうかと思います。そういう方々が２割程度ございます。

　では残りの30～40％、実はこれが修学意欲減退という学生さんです。この修学意欲減退は、データ
を見ますと多いのは１回生が圧倒的でございます。今までの高校のような、担任制のあるところか
ら、いきなり大学に入ってきます。200人、300人の授業の中で、知っているのは誰もいないという中
で授業を受けています。
　つい最近ですけれども、友達ができずに、しかも一人でお弁当を食べているのを見られるのが嫌
で、トイレの中で弁当を食べているのだと、こういった新聞記事を目にしましたが、まさに学長先生
がおっしゃいましたように、コミュニケーションの場を大学でいかにつくってあげるか。特にエンロ
ールメント・マネジメントの問題からいきますと、１回生でその支援システムをいかにつくるか、こ
れが大事になってくるわけです。
　２回生、３回生になっていきますと、いろいろな授業でのつながり、あるいはプレゼミとか卒論ゼ
ミで出てきます。１回生の方の中でも、課外活動に入ってくれている方はコミュニケーションの場が
できますので、そこで先輩からいろいろなアドバイスをもらいながら育っていきます。ところがこの
就職難になってきますと、伝統的な文化系のクラブは部員数を減らしています。同時に、体育会系も
厳しい練習が嫌だと、みんなサークルの方に流れて、伝統的な部というのはどんどん今、衰退しつつ
あるという状況を抱えておりますので、課外活動に入っていただく方も少なくなってきています。そ
うすると、やはり１回生で、どのようなコミュニケーションの場をつくるかというのが、非常に問題
で、大切になってくるということでございます。

　そこで、われわれが考えさせていただいたものでございますけれども、ここにございますような、
全学の必修科目であり、１回生全員が履修する入門ゼミというものを活用して、支援を行っていこう
ということにさせていただいたわけでございます。

　お手元の配布資料でございますけれども、３枚目をご
覧になってください。「縁（えにし）コミュニティの
構築」ということで、われわれはこれを「縁（えにし）
コミュニティ」と呼んでいるわけですけれども、これも
ご承知のように、先ほどご紹介いただきました佛教大学
でございますから、「縁（えん）」を「えにし」と読み
替えているわけでございますが、何で「えん」では駄目
なのですかということでございまして、そのとき私が答
えるのは、「えん」というのは良縁もあれば悪縁もある
けれど、えにしは、いい方しかありませんということで

す。一応、皆、首をかしげながらもご納得いただいたように思うのですけれども。良も悪も含めて、
お釈迦様の悟られたのは、この縁起、「えにし」ということでございますから、いろいろな人との関
係でわれわれは成り立っているのだと。ここでお説教をする必要はございませんので、これぐらいに
しておきますが、そういった縁コミュニティというものを佛教大学の売りにしていこう。そして、こ
の初年次教育の重要性から縁コミュニティは１回生の入門ゼミを活用したいということでございま
す。
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　この授業を活用することによって、担当の先生が週に１回必ず学生と会うことになりますし、その
先生、あるいは先輩、職員さんがネットを通じて適度な関係を持ってつながることによって、１回生
を育んでいきましょうというのがポイントになってまいります。特に先ほど申しました１回生の中で
のドロップアウトをなくしていくために、特に春学期、秋学期に力を入れていこうということでござ
います。
　本学は現在５学部ございますけれども、入門ゼミは学科ごとに10～60名で形成されております。１

回生の必修科目でございます。社会福祉や教育学部では、教員あるいは福祉士を目指すといった目
的がはっきりしておりますので、１回生の段階から10名ぐらいの入門ゼミを形成いたしまして、そう
いう意識を植え付けるという教育をしております。ですから、退学者数も教育学部と社会福祉学部は
少のうございます。多いのはわれわれ文学部と、そして社会学部です。特に文学部は、哲史文という
のはご承知のように非実学でございまして、就職にすぐつながるわけではございませんし、どちらか
というと就職を重要視していない方々もたくさんおられますので、そういうところは退学者も多いで
す。

　入門ゼミという授業を活用する理由の一つは、学生の
登録が容易であるからです。今、北見工業大学様のお話
にもございましたし、富山大学様もそうですけれども、
いかにコミュニティをつくっていくか。やはりご招待し
て入っていただかないといけないということになってく
るわけです。授業を活用しますと、特に１回生は全員入
れたいわけですから、教務課にあるデータ、その講義の
データをそのまま流せばコミュニティが出来上がるとい
うことになりますから、一人一人ピックアップして名簿
を作る必要がまずないということですので、この授業を

活用したわけでございます。
　特にこの入門ゼミは、そこにございますように、大学での学び方、施設の利用の仕方、将来の目標
設定等、を１年間かけて講義する内容になっておりますので、たとえば質問があれば授業中に直接
聞くこともできますし、あるいはＳＮＳ上に書き込んでおけば、先生が次の授業までにそれに回答す
る、あるいは上回生の支援学生がＳＮＳ上でお役立ち情報、特にこれはこれからたくさん増えてくる
と思うのですけれども、試験前になってくると、この先生の攻略方法、こういう問題が出たらこう書
きなさいというような書き込みも期待しているわけであります。
　そこにございますように、縁コミュニティの運営は「リアルな場（授業等の学園生活）」と「バー
チャルな場（ＳＮＳ）」の相互補完で成り立たせて、教員や職員はどちらかというとリアルな場を中
心に、上級生はバーチャルな場を中心にＳＮＳを支援、展開していく、こういう形で運用を始めさせ
ていただいております。

　お手元の資料の４枚目で、運営の状況でございます
が、いろいろセキュリティの問題もございますけれど
も、一応本学では、専門の方から書き込みが少なくなる
からと反対されましたが、学生を実名で登録しておりま
す。運用はハンドルネームでしておりますし、東京のガ
イアックスという会社に24時間の監視をお願いしており
ます。６時間に１回、目視で監視してくれていまして、
そのアクセス数も、実は７月から運用したのですけれど
も、そのときはまだ数百人しか登録しておらず、70件ほ
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どしかございませんでした。それが、先月、10月では300件ほどになり、今は１回生が800人ほど、半
分ぐらい登録しておりますけれども、1000件を超えるアクセス数に増えてきているということでござ
います。
　基本的には、学生さんのマイフレンド、つまり友達のコミュニティと、それから入門ゼミのコミュ
ニティというのを二つ立ててありまして、そこで先ほどご説明もありましたように日記を書いたり、
情報交換をしたりというように活用いたしております。特に、教育学部や社会学部、特に教育学部で
は支援上級生がついてきておりますので、教員を目指すのならこういうことをしなさいといったアド
バイスをどんどん書いてくれています。それから、教育実習に学生さんが行ってきた後、生徒さんか
らこんなお手紙をもらいましたというのを写真をつけて、私の宝物ですというコメントを日記に載せ
ています。それは、同じゼミの１回生も見ているわけですから、自分も３年後教育実習に行ったらこ
んな素晴らしい体験が受けられるのだということを知っていただきながら、育っていっていただきた
いわけです。このような上級生のかかわりといったものに期待をしているわけです。
　われわれ教員や職員さん、僕らも書き込むのですけれども、やはりそれに対して学生さんが何か返
事をしてくるかというと、ないのですね。実名主義でやっておりますので、学生部長が書き込んだと
ころで、学生さんもそんなに乗ってきません。やはり学生さん同士の付き合いというのが大事ですか
ら、そこを積極的に利用していきたいと考えているわけでございます。

　現在の運用状況ですが、文学部は、非常に低調でござ
います。われわれは履修も講義概要などもウェブで書け
るわけですけれども、「ウェブって何ですか」と聞いて
こられる先生方に、ブログとかスレッドまでどうも説明
する自信がございませんでして、先生方も腰がひけてい
るという状況でございます。パソコンが苦手な先生が多
いということでございまして、先ほども申しましたよう
に60名というゼミの人数も多く、運営が難しいというこ
とです。
　教育学科では、少人数の入門ゼミでＳＮＳを活用して

いただきまして、教員免許取得の情報、実習での体験、これをブログで披露いただきまして、１回生
にもいい影響を与えているのではないかということです。
　社会学部も運用は順調でございますけれども、いろいろな経済的な問題、現在の社会状況の問題に
関しまして、先生がコメントを投げ掛けます。それに対して学生さんが答えてきます。こういった使
い方をされております。
　社会福祉学部の方は、一昨日ようやく説明会をさせていただいたところで、運用はこれからです。
　保健医療技術学部の先生方。ここは運用はまだしておりません。やはり書き込みに対して、心療内
科等もされているお医者さんが多うございますので、非常にこれは注意をしておられますので、進ん
ではおりません。
　そういう中でようやく、ぼちぼちと進んできているということでございます。
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　時間が押しておりますので、最後でございますけれど
も、「縁コミュニティ（ＳＮＳ）運営の課題」という
ことでございますが、お手元に配布させていただいた資
料も少し見ていただきたいのですけれども、できるだけ
今年度中には１回生全員を指導していく予定でございま
すし、最終的には教学部、そして学生部、キャリア支援
部、これをこのプログラムの終了した段階では、学生支
援センターに統括するというセンター構想がありますの
で、そういう形へ展開していきたいと考えております。
　上回生につきましては、お手元に配布させていただい

た資料でございますけれども、縁コミュニティをプレゼミとか卒論ゼミなどの授業科目で上回生は運
用していく予定です。ですから、１回生の入門ゼミからそこにつなげていくことを考えております。
　本学では、既にｅラーニングシステムも導入しておりますが、これもちょっと低調でございまし
て、ＳＮＳを導入する際にどう違うのかと、ｅラーニングというのはＳＮＳの中に入っているのでは
ないかということもございましたけれども、ｅラーニングはどちらかというと講義、授業の研究とい
うところにシフトさせ、このＳＮＳは上回生からのゼミの伝言板、あるいはお役立ち情報など、日常
生活の中のよろず相談的なものをこのＳＮＳの掲示板では活用していけばどうかということでござい
ます。
　ただし、佛教大学の１回生のパソコンの習熟度は、文学系の大学でもございまして、それほど皆さ
んが習熟しているわけではございません。高校までの教育を踏まえて、情報機器の操作という授業を
持っておりますが、その授業さえついていけない学生さんがおられます。
　ですから、１回生で導入していこうとなりますと、いかに学生さんの技術的な力、もちろんmixiな
どをやっている方は簡単に入ってこられますけれども、パソコンを触ったことがないという学生さん
にどのような形でＳＮＳに入ってもらうのかを考えていかないといけないということでございます。
離脱者ゼロを目指すためにも、そこが重要な課題になってきているということでございます。
　さらにはインフラの整備です。ｅラーニングにつきましても、「家庭で１台しかないパソコンを何
で子供が使うんだ」ということで、保護者からクレームが来るといった事態もございますので、そこ
も踏まえたインフラの整備、パソコン技術の習熟度アップ。本学はOpenPNEを使っておりませんの
で、モバイル化がまだなされておりませんので、ＳＮＳのモバイル化も検討課題になります。
　同時に、そういうプログラムをいろいろ駆使しましても、どうしても大学生活になじめない方とい
うのは、やはり出てこられます。本来、われわれのプログラムは、そういう方をいかに救っていくか
ということでございますから、ＳＮＳが決して有効な手段とは言い切れない面もございますし、かえ
って学生を追い込むようなことになってもいけません。その辺を含めまして学生部、そして大学全体
としての学生支援はいかにあるべきかということを念頭にしながら、今後、展開していきたいと考え
ております。
　今日は、これまでのいろいろな先生方のご発表が大変参考になりましたし、また、これから、ある
いは昼からのお話を拝聴させていただきまして、いろいろと検討させていただきたいと思っておりま
す。どうもご清聴ありがとうございました。

縁コミュニティ（ＳＮＳ）運営の課題

• 縁コミュニティはプレゼミや卒論ゼミなど授業科目を
利用し、教員主体で行い学生の参加も自由とする。

• ｅ－ラーニングとの峻別を明確にし、上回生ではゼミ
の伝言・掲示板的利用に特化させる。

• １回生は入門ゼミを利用するので、全員が登録され
ることになるが、インフラの整備、パソコン技術の習
熟度アップ、ＳＮＳのモバイル化が課題と言える。

• ただし、本プログラムの課題は、縁コミュニティから
離脱していく学生にある。

44



（斎藤）　笹田先生、どうもありがとうございました。
　それでは、お一方、ご質問をお受けしたいと思います。いかがでしょうか。ございませんでしょう
か。
　佛教大学さんも本当にわれわれと同じで、学生支援のために、特に縁、インターリレーションシッ
プをつくり出すことによって、離脱者ゼロという具体的な目標を掲げて活動しておられて、大変感銘
を受けております。
　生々しい話になりますが、各教授会にご説明に伺ったときに、やはりいろいろ反発があってご苦労
されているとのことでした。われわれもそういう経験をしているのですが、ご発表にありましたよう
にいくつか反発される、あるいは警戒されるの方の懸念のパターンはあるように思うのです。そうい
う意味では、先生方の方ではどんなことがメーンになっているとお考えでしょうか。

（笹田）　先ほど、菅原先生のご発表にもございましたように、このプログラムを成功させるポイン
トは、やはり教員あるいはそれを支える職員さんの熱意です。これがないと絶対成功しません。た
だ、社会福祉学部の先生方は、通信教育もございまして、それこそ実習先の訪問から何から大変多忙
なのです。その中に、さらにこういう仕事を負わされるのはかなわないと、実情、ここだから申し上
げられるのですけれども、先生方の負担が増える、それに対する警戒心です。文学部の場合は、やは
りご年配の先生方を通じ、あまり手をかけすぎてもよくない、甘やかす必要はない、自分でちゃんと
育っていく人間だけを育てたらいいのだと。個人的なプライベートな部分にまで入っていきたくない
という思いがございます。そして、お医者さんの方々にとっては、やはり書き込みによるいじめの問
題です。こういう教員側の事情がございましてなかなか進まない状況にございますけれども、大学の
生き残りを懸けましては、そういうことを言っておられませんので、教員の意識改革が必要ではない
かと考えております。

（斎藤）　ありがとうございます。まとめていただきましたが、われわれもほとんど同じ経験をして
おりまして、教員の先生方がご懸念するパターンというのは大体一定の傾向があって、それ自体はも
ちろん理解できることなのですが、それについてどういうふうにご説明して納得していただくかとい
うことが非常に大事なのだとわれわれも思っております。どうもありがとうございました。
　それでは、ここで10分ほど休憩したいと思います。５分ほど押しているのですが、だいぶ長くなり
ましたので、10分間休憩を取りたいと思いますので、11時20分から次の演題を開始させていただきま
す。

質疑応答

「『縁（えにし）』コミュニティによる離脱者ゼロ計画」
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　ご紹介いただきまして、ありがとうございました。
吉永と申します。どうぞよろしくお願いいたします。
　私は富山大学PSNSの概要をご紹介したいと思いま
す。PSNSを使って具体的にどういうことができるのか
ということにつきましては、中島先生の方から詳細に
ご説明いただきたいと思っております。それでは、始
めさせていただきます。

　われわれは「オフ」と「オン」の調和による学生支  
援に今取り組んでおりますが、その目的を初めにご紹
介したいと思います。一言で申し上げると、「社会的
コミュニケーションの困難さ」に焦点を当てた支援と
考えております。
　具体的にはいろいろありまして、北見工業大学菅原
先生からもお話しいただいたのですが、例えば友人関
係を求めず、サークル活動やアルバイトからも退却
し、なるべくなら一人で楽しむことができる活動を好
むとか、ゼミや授業のディスカッションで批判される

と気分が落ち込んでしまって、気持ちを立て直すのに時間がかかる。実習や実験の場で周囲との協調
性に欠く。教員との適度な距離を保つことができず、卒論の取り組みができない。就職活動をどのよ
うにしていいのか見当がつかない。自分の長所がないように思えて、どのような仕事ができるか想像
がつかない。就職活動における面接で黙り込んだり、意欲をうまく伝えることができない、このよう
なことがあります。
　このような特徴は、正直なところ誰にでも起こることでございまして、もしかしたら自分も当ては
まったということを部分的には思われるかもしれませんが、実際は、このあらゆる局面で、本当に
日々、毎日のようにこのような困難さを実感されている方がいらっしゃると私どもは考えておりま
す。そのような方々、これは変な話、ラベリングということでは大変失礼な話だとは思っているので
すが、一つのキーワードといたしまして、発達障害傾向をお持ちの学生の方にもうまく対応できるよ
うな、われわれはそういった意味ではユニバーサルデザインと言っておりますが、そういった方々に
コアとした支援をするのですが、そういったコアとする支援がほかの一般の方々にでも十分に役に立
つ、むしろその方々をうまく巻き込んでいけるような学生支援システムを確立したいというのが、こ
の事業の目的でございます。

「富山大学 PSNS を活用した『オフ』と『オン』の調和による学生支援」

富山大学　学生支援センター　特命准教授
吉永　崇史

富山大学PSNSを活用した
「オフ」と「オン」の調和による学生支援

2008年12月6日（土）

富山大学学生支援センター

特命准教授 吉永崇史

「オフ」と「オン」の調和による学生支援の目的

「社会的コミュニケーションの困難さ」に焦点を当てた支援

 友人関係を求めず、サークル活動やアルバイトからも退却し、なるべくな
ら1人で楽しむことができる活動を好む。

 ゼミや授業のディスカッションで批判されると気分が落ち込み、気持ちを
立て直すのに時間がかかる。

 実習や実験の場で周囲との協調性に欠く。

 教員との適度の距離を保つことができず、卒論の取組みがままならない。

 就職活動をどのようにすればよいか見当がつかない。自分の長所がない
ように思え、どのような仕事ができるのか想像がつかない。

 就職活動における面接で黙りこんだり、意欲をうまく伝えたりすることがで
きない。

� あらゆる局面で「社会的コミュニケーションの困難さ」を抱える

発達障害学生にも対応できる、ユニバーサル・デザインを志向
した学生支援システムを確立する。

2
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　実際、それで学生支援システムの構築を行っていき
たいと思うのですが、われわれは非常にコミュニケー
ションにこだわっておりまして、こだわったあまり、
マークも作ってしまいました。これはコミュニケーシ
ョンマークといわれるものでございます。マーケティ
ングの世界では一般的だと思っているのですが、この
ぐるぐると丸になっているようなものでございます。
　こちらのシステムの構築としまして、われわれは三
つのことを考えております。
　まず一つ目は対面、オフラインでのサポートに加え

て、ネット上、オンラインでのサポートを提供したいと考えております。それをわれわれは富山大学
PSNS（Psycho-Social Networking Service）、これはあえてpsycho（心理）という言葉を付け加えさ
せていただきました。
　また、キャンパスライフでのより良いコミュニケーションの場を提供し、複数のアクセスチャンネ
ルを保証しますということで、いろいろなところにアクセスチャンネルを作っておいて、どこからで
も入っていただけるようなことを考えております。
　三つ目が、これは第二部で詳細にご説明したいと思っておりますが、発達障害傾向をお持ちの学生
さんの特性を尊重したサポートを行っていきたいと思っております。
　これがコミュニケーションマークということでございまして、これは別に単にデザインがきれいだ
からこれを採用したということではございませんで、やはりこのマークには物語がございます。そ
の物語をデザイン会社の方と一緒に考えて作っていったものでございますが、個と個がコミュニケー
ションを図ることで生まれる連携やネットワークの拡大、大きな成長をイメージしたマークでござい
ます。また、一人一人に対して「オフ」と「オン」の調和の取れた支援を行うことが、全体としての
より良い循環を形成していくというミクロとマクロのコスモス（個人の世界と全体の世界）の広がり
を、このコミュニケーションマークに込めたつもりでございます。

　実際のPSNSについての運用イメージをご説明させて
いただきたいと思います。
　こちらが実際の画面でございます。私がこのＳＮＳ
にログインして初めに出てくる画面がこのようになっ
ております。右上にヘルプとお問い合わせがございま
すが、そこに検索窓がありまして、管理者からのお知
らせがあります。私のプロフィールの画像も含めてあ
ります。マイフレンドリスト、コミュニティリスト、
スケジュールというのもあります。
　ここが日々更新して変わっていく情報なのですが、

ほかの方々の情報が飛び込んでくるということでございまして、マイフレンドの方の最新日記、コミ
ュニティの最新投稿というのがここに入ってきます。ですから常にほかの方々の最新の情報が入って
くるという仕組みになっています。
　運用イメージですが、われわれは三つのアクターを想定しておりまして、まず一つが学生さん、そ
の次に教職員、あとわれわれの運営拠点のトータルコミュニケーション支援室がございます。われわ
れの目的としましては学生の方と教職員の方々のコミュニケーションを活性化させたいと思っている
のですが、教職員の方は学生さんのサポーターだろうという考えの下、自主的に参加交流していただ
くような仕組みを考えております。

「オフ」と「オン」が調和する学生支援システムの構築

3

個と個がコミュニケーションを図ることで生まれる連携やネットワークの拡大、
大きな成長をイメージしたマークです。
また、一人ひとりに対して「オフ」と「オン」の調和のとれた支援を行うことが
全体としてのより良い循環を形成していくという、
ミクロとマクロのコスモス（個人の世界と全体の世界）の広がりを表現しています。

コミュニケーションマークのデザインコンセプト
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　一方でわれわれは何をしているかと申し上げますと、まずは当然利用者登録をして、そのあとは個
人情報を厳正に管理しなければなりません。また、後で少しご説明したいと思いますが、不正投稿へ
の対応ということ。また、PSNS利用をめぐる問題解決も図らなければなりませんし、一方で活性化
支援というのも行っていかなければいけないということに対して、われわれはコミットしているとい
うことでございます。

　PSNSの主な機能ですが、これは北見工業大学様と同
じようにOpenPNEを使っていますが、バージョンが北
見工業大学で稼働しているシステムより一つ古いので
す。それを基にカスタマイズしております。カスタマ
イズの内容につきましては今日は触れませんが、基本
的な機能としましては、マイホームというのがありま
す。自分のページを持つことができて、プロフィール
写真掲載も可能です。また、マイフレンド登録という
のができるということです。PSNS上の友人を登録で
き、その方からの日記がどんどん自分のページに飛び

込んでくるというものです。
　また、日記は基本の機能でございますが、公開範囲の設定はデフォルトでございまして、「公開し
ない」「マイフレンドまで公開」「全員に公開」の３段階に公開範囲を変更できるようにしていま
す。ほかのユーザーの日記に対してはコメントをつけたりすることができます。
　また、コミュニティです。いわゆる電子掲示板でございますが、参加・閲覧の範囲を設定可能なコ
ミュニティを立ち上げることができます。これも、本学も教職員のみが開設できるということにして
おりますが、ただ一方で、副管理者という機能もありまして、それにつきましては学生さんに登録を
して、大本を立ち上げるのは教職員なんだけれども、学生の方にも管理をしていただく形で加わって
いただいています。
　また、メッセージ送信ということで私信を送ることもできますし、「あしあと」が非常に重要な機
能だと思っているのですが、自分のページのほかのユーザーの訪問履歴を確認できるということで
す。
　また、学外アクセスとケータイ対応につきましては備わっているということでございまして、学外
からも見られますし、携帯電話からもアクセスは可能でございます。

　先ほど一番にご講演いただきましたエーザイ株式会
社高山先生のお話と非常に似たようなことになるか
と思いますが、やはりわれわれには活動モデルが必要
だろうということで、私の専門でございますがナレッ
ジ・マネジメントの考え方を用いまして、実践と対
話、高山先生が重要とおっしゃられた実践と対話とい
うのをどうやってサイクルで回していこうかと考えま
して、このように図式化させていただきました。
　やはり実践と対話を回していくためには、幾つか必
要な要素があるということでございまして、一つはミ

ッションです。先ほど申し上げましたトータル・コミュニケーション・サポートというミッションが
あります。それに基づいて実際に対話をしていくわけですが、「では、トータル・コミュニケーショ
ン・サポートって何？」という、かなり抽象論が高い概念ですから、それをもっと具体的な言葉にし

富山大学PSNSの主な機能
（OpenPNE ver2.10.7を基にカスタマイズ）

 マイホーム
自分のページ（プロフィール情報付）を持つことができる。プロフィール写真掲載可能。

 マイフレンド登録
PSNS上の友人を登録可能。マイフレンドの日記更新情報をマイページから確認でき、
マイフレンド限定公開の日記を閲覧できる。

 日記（ブログ）
日記（投稿日時情報付きのメモ）を公開できる（画像公開可）。
「公開しない」「マイフレンドまで公開」「全員に公開」の3段階に公開範囲を変更可。

他のユーザーの日記にコメント投稿、コメントの返事を書くことができる。

 コミュニティ（掲示板）
参加・閲覧の範囲を設定可能なコミュニティを立ち上げることができる（教職員のみ）。
掲示板（＝トピック）での意見交換（word, pdf等の特定形式ファイル公開可能）や、
他ユーザーにイベントの呼びかけができる。

 メッセージ送信
他のユーザーに、直接メッセージ（私信）を送ることができる。

 あしあと
自分のページの他ユーザーの訪問履歴を確認できる。

 学外アクセス/ケータイ対応
学外ネット環境・携帯電話端末からのアクセスが可能。 5

トータルコミュニケーション支援室の活動モデルと
富山大学PSNSとの関係

6
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ていく。皆さんの場合はモチベーションを高めていくために駆動目標というのが必要だろうと考えて
おりまして、それを三つ考えております。
　一つは、学生・教職員の今ここで浮かび上がった支援ニーズを逃さない。もう一つは、対面での支
援やネット上の支援というのは実は相矛盾する形で、ネット上の支援については教職員の方々のご批
判をいただいているのですが、それを何とか両立させようと考えています。
　この二つを本気でやり始めると、われわれ支援者があっという間に燃え尽きるのです。ではどうや
って燃え尽きを防止するかを、全体最適化の観点からシステム思考で取り組まなければならないだ
ろうと思っています。その一連の活動を「学生支援の場づくり」と呼んでおりまして、それを底支え
するものとしまして、基盤として教職員能力開発ということが必要で、それもやっていかなければい
けないですし、こういった富山大学の活動そのものが地域に開かれていなければいけません。ですか
ら、地域の方々との連携ということをしっかりしていかなければいけません。それも、われわれの活
動モデルの範囲内に入っております。
　それに、実際に富山大学PSNSは、対話と実践と、この教職員能力開発というところに十全に使っ
ていこうという狙いがあります。

　実際のPSNSの運用状況ですが、11月30日現在で、
登録人数が1,806名です。うち教職員が571名、学生が
1,235名で、本学の18％の方に入っていただいていま
す。
　そのうち、登録はこちらでしているのですが、実際
に入って、参加してくださっている方というのは残念
ながら全員ではございませんで、629名いらっしゃい
ます。全体では34.8％の参加率ということで、そのう
ち教職員の方が43.1％、学生の方が31％という参加率
になっています。

　われわれはPSNSの活性化指標を幾つか持っているのですが、まず７日以内のログインユーザーを
確認することができまして、11月30日現在260名でございました。登録人数ベースですと14％です
が、参加人数ベースですと41％という数字です。運用開始以降の累積アクセス数につきましては、32

万8608ページビュー（ＰＶ）ということで、実際にページを見た回数ということです。それが１日当
たり平均すると2,000ＰＶということなのですが、今はかなり増えてきていまして、4,000に届くぐら
いの勢いの日もあったりもします。
　日記数でございますが、日記そのものが1,189件ございまして、それに対するコメントが4,296件つ
いています。われわれとしては、この１日記当たりのコメント数（2.8件）を誇りたいと思っており
まして、日記にはコメントが必ずついているということをわれわれは目標としています。
　コミュニティ数は77件ございまして、コミュニティで展開されているトピック、話題提供ですが、
それが510件あるところに1,666件コメントがついているということで、こちらも3.3件のコメント数
をつけています。一方でレビュー数につきましては、それほど使われておりませんで、20件に留まっ
ているということでございます。

　登録者数は、われわれが運用開始したのは４月でございますが、グラフでは月毎の登録人数をずっ
と追っていっていますが、今のところ右肩上がりに登録人数が増えている状況です。最初に人文学部
の先生に入っていただきまして、その後、人間発達科学部の先生に入っていただきました。インター
ンシップに参加される学生さんが200人ほどいて、その方々も登録してました。人文学部の学生さん
の登録や、人間発達科学部の学生の登録、あとは芸術文化学部の教員の登録、芸術文化学部全学生の

富山大学PSNS運用状況（1/3）
（2008年11月30日現在）

登録人数：1,806名（うち教職員571名、学生1,235名）

富山大学構成員の約18％

参加（ログイン）人数（参加率）：629名（34.8%）
教職員246名（43.1%）、学生383名（31.0%）

活性化指標
7日以内のログインユーザ：260名

14.4%（登録人数ベース）、41.3%（参加人数ベース）

運用開始以降累積アクセス数：328,608PV（約2,000PV/1日）

日記数（コメント数）：1,189件（4,296件）

1日記あたりのコメント数：3.6件

コミュニティ数：77件

コミュニティのトピック・イベント数（コメント数）：510件（1,666件）

1トピック・イベントあたりのコメント数：3.3件

本、映画等のレビュー数：20件 7
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登録が続き、直近では医学部の先生方、工学部の先生方にご登録いただいております。
　今のところ本学は８学部持っておりますが、そのうち６学部が組織的にご参加いただいておりまし
て、残り２学部についてもご検討いただいているという状況でございます。

　これがアクセス数の経緯でございますが、４月から
順調に伸びてきていまして、いったん９月にすとんと
落ち込んだのですが、また持ち返してきていまして、
全体的には右肩上がりだと思っています。ＰＣからの
アクセスと、ケータイからのアクセスがございます
が、大体ケータイからのアクセスはＰＣからのアクセ
スの10分の１でございます。ただ、この結果がケータ
イからのアクセスが必要ではないということでは全く
ございませんで、むしろ、使い分けが行われているの
かなと直感的に考えております。やはり新着日記の確
認などそういったことは、ケータイの方が便利なよう
です。ただ、しっかりと考えて日記を投稿するという
観点でいえば、ＰＣの方が良さそうだという印象を持
っております。
　その上で、われわれは利用規約を作って、それに基
づいて運用しているのですが、ポリシーをどうやって
いくのかということをかなり考えさせられました。教
授会で説明し、そこで非常に貴重なご意見を頂いて、
いろいろ考えながら進めているということでございま
す。

　その一つが、やはりこれに尽きるのかなと思ってお
りますが、「教職員の負担感と不安感を軽減する」と
いうことです。これはあえて「感」を付けました。実
際に負担ということよりは負担感、不安というよりは
不安感ということだと思います。これをどのように軽
減するかということがわれわれ運用者にとって必要不
可欠な取り組みなのかなと思っています。
　具体的に何をしているかということですが、教職員
の参加は自由意思を原則として、入っていただく、入
っていただかないについては自分でお決めいただきた

いということをお話しさせていただいております。
　また匿名性につきましても、必ずしも実名で登録しなくてもいいのですが、ただわれわれが、管理
者側がユーザーを容易に特定できるということなのです。その事実を徹底的に周知しまして抑止効果
を狙っていきたいと思います。
　教員の困り感というものを共有しなければいけませんで、そのトラブル解決にコミットしていかな
ければいけません。また、安全な環境を醸成するために、不成投稿を監視、先ほどモニタリングとい
う話がありましたが、それだけではなくて、われわれ自身がアクティブに動いています。積極的に日
記を投稿し、コミッティーを立ち上げ、それに対してディスカッションをしていくこともやっていき
たいということを、今、一生懸命やっています。

富山大学PSNS運用状況（3/3）
（2008年11月30日現在）
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富山大学PSNS運用ポリシー

 教職員の負担感と不安感を軽減する。
 教職員の参加は自由意思を原則とする。

 匿名性は担保されない。実名の登録は必須ではないが、管理者はユー
ザーを容易に特定できることを周知し、抑止効果を狙う。

 教職員の困り感を共有し、PSNS上でのトラブル解決にコミットする。

 安全な環境を醸成するために、不正投稿監視のみならず、管理チーム
側も積極的な情報投稿を行う。

 学生が投稿した「全員に公開」日記には、PSNS管理チームが
必ずポジティブなコメントを書き込む（目標は2件以上）。

 ホスピタリティ（おもてなし）の精神でPSNSを運用する。学生・
教職員が「期待した以上の体験（experience）」をPSNS上で得
られるための努力を惜しまない。

 PSNS活用事例をユーザーと一緒に作り上げ、企画・実践・評
価・共有のサイクルをマネジメントする。 10
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　その取組みの反映としまして、コメント数というのがありまして、とにかくわれわれは学生さんが
全員公開で日記を書いてくれれば、必ず２件以上はコメントをつけるということを目標にやっており
ます。なおかつポジティブなコメントです。非常になかなかつけづらい日記もあるのですが、とにか
く日記を書いたユーザーをチア・アップしていくような、ポジティブなコメントを書き込んでいきた
いと思っています。
　また、これは私の個人的な思いも重なる部分ではありますが、ホスピタリティの精神というのが
大事だろうと。その精神でPSNSに招待して、そこに入っていただいた方を、教職員・学生問わずお
もてなしするのだということを考えておりまして、高山先生がお話しいただいた、顧客満足ではなく
て、顧客歓喜、期待以上の体験（experience）を得られるための努力を惜しまないということにして
います。これを大きなポリシーとして掲げております。
　また、PSNSの活動事例をユーザーと一緒に作り上げて、企画・実践・評価・共有のサイクル、Ｐ
ＤＣＡともいいますが、これをマネジメントしたいと思っています。これの一例がこの後中島先生に
お話しいただける内容でございます。

　どのようなコミュニティが立ち上がっているかとい
うことを、簡単に紹介したいと思います。これは医
学部医学科の縦割り学生サポートというのがありまし
て、教員二人が１年生から６年生までずらっと並んで
管理をするということでございまして、非常にユニー
クな学生支援制度のですが、そのグループをもとにコ
ミュニティをつくっていただいた先生がいらっしゃい
ます。コミュニティの画像に出ているお二人の先生方
は、非常に仲良くされているような感じに見えます
ね。

　これは聴覚障害学生の方のピア・サポート・コミュ
ニティということで、ノートテイカーということで、
実は二部でもデモンストレーションでパソコンテイク
をやるのですが、そのノートテイカーと、あとは実際
にその支援を受けている学生さんが一緒になって盛り
上げているコミュニティでございます。

　就職活動サポートコミュニティ、私が立ち上げたの
ですが、キャリアサポートということで、「就職活動
なんでも相談」2010年版ということを立ち上げており
ます。

縦割り学生サポート（医学部医学科）コミュニティ

11

聴覚障害学生ピアサポートコミュニティ

12

就職活動サポートコミュニティ

13
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　こちらは、次にお話しいただける中島先生が立ち上
げられました海外研修サポートコミュニティでござい
ます。

　これが非常に面白いと思ったのは、職員の方が考え
ていただいた「おとしもの窓口」というものでござ
いまして、実際に届いたものをこのように写真付きで
上げてくれるのです。ですから、何か落し物をした人
は、ここを見れば取りあえず落し物をしているかして
いないかがすぐに分かるということでございます。

　教育実習サポートコミュニティ、教育実習をサポー
トさせていただいた学生の方々が日程を管理したり、
振り返っていただくためにつくったコミュニティでご
ざいます。

　これは「教育工学」という授業がありますが、それ
の講義に使いましょうということで、人間発達科学
部の先生が使い始めたコミュニティなのですが、非常

にこれも強力な縛りがありまして、授業に参加しただ
けでは出席とは認めないと。必ず感想をここに書かな
いと駄目なのです。書かないと出席としては認めない
と、非常に厳しい運用をされているのですが、非常に
学生さんの書き込みを見ているととても素晴らしいと
思いますし、先生も非常に大変なのだそうです。私が
「どれぐらい負担がかかっているのですか」とお聞き
したら、「いつもより５時間ぐらい対応にかかってい
ます」ということをすごく笑顔でおっしゃっていたの
で、先生方も楽しんでくださっているのかなと思いま
す。

海外研修サポートコミュニティ

14

おとしもの窓口コミュニティ

15

教育実習サポートコミュニティ

16

「教育工学」受講サポートコミュニティ

17
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　これが工学系のラボの運営コミュニティということ
です。ラボ、研究室そのもののメンバーが入って、そ
こでディスカッションというよりは、むしろ日程管理
とか機械がどうなっているのかという情報連絡に非常
に効果的に使っていただいております。

　またサークル活動の紹介ということで、劇団ふだい
という、本学が誇るサークルがありますが、団員の方
がそちらの宣伝も兼ねて、いろいろと活動日記なども
書いていただいているというコミュニティです。

　これが、学内横断プロジェクトといわれるコミュニ
ティで、われわれは平成19年度に採択されたのです
が、その後続けて平成20年度の学生支援ＧＰに採択さ
せていただいたのですが、その運営、いわゆる学部を
またいだプロジェクトに対して積極的に使っていただ
いているということでございまして、これもなかなか
こ好評でございます。

　地域交流コミュニティというのもございます。これ
は氷見ですね。「ひみ」と描かれてあるのが分かり
ますでしょうか。ピンク色のマルで描かれていますけ
ども、こういったコミュニティも立ち上げてくれまし
て、氷見の出身の方や氷見に興味のある人が入ってく
ださって、積極的に意見交換をなさっています。

ラボ（工学系）運営コミュニティ

18

サークル活動紹介コミュニティ

19

学内横断プロジェクト（学生支援GP）運営コミュニティ

20

地域交流コミュニティ

21

53



　また、趣味系コミュニティというのもあります。何
でこれをご紹介したかと言いますと、これは学生さん
の日記から始まったコミュニティなのです。学生さん
がこういうことに興味があるんだと日記に書いてくだ
さって、それに対して教職員がコメントしてすごく盛
り上がったのです。だったら、コミュニティを立ち上
げればいいよね、ということで立ち上げたのが、この
コミュニティです。ですから、そういった協同的なコ
ミュニケーションから生まれるコミュニティというの
がとても重要なのかなと思っています。

　学生ユーザーによる富山大学PSNSの評価ということ
で、幾つかお話ししたいと思います。
　大人の意見がもらえるということです。実際にmixi
のようなものと違って、友達とコメントされる視点が
違う、励まし方が違うという意見がありました。ま
た、専門的なことを気兼ねなく書き込めるということ
もあります。
　きちんと読んでもらった上でコメントしてもらえて
いることが分かって、うれしい。
　よく分からない人からのマイフレンド承認申請やあ

しあとがない。安心だということですね。
　また、普段はmixi等も含めてＳＮＳを使う必要がないのだけれども、例えば海外研修サポートのよ
うな目的がはっきりした、かつ限定的な使用はとても便利だという学生さんもいらっしゃいました。
　連絡・日程調整が効率的にできます。
　また、自分の経験がきっとほかの人の役に立つと信じて「全体に公開」で日記を書くということで
す。
　海外にいるときでも、保健管理センターの医師に体調面での相談をすることができるということ
で、われわれが想定していた以上のこと、医療サポートも内包した心理サポートの実現ができている
と思います。

　今後の課題といたしましては、全学導入に向けての
準備ということでございまして、来年度に新入生全体
に招待状を送れるように検討しておりますし、またマ
ーケティング、在学生の方にも、きちんと希望した方
が登録されるような、オープン登録にちょっと近いよ
うな形でやらせていただきたいと思っておりますが、
それを今、一生懸命考えています。また、適切な管理
と自然発生的交流促進の両立のための運用ポリシー・
体制の再構築をしなければいけないと思っておりま
す。

　また、いわゆる評価の部分をしっかりしていきたいと思っておりまして、今、プロジェクトチーム
を立ち上げました。教職員の方、全学部にまたがる28人の方にメンバーになっていただいて、学部ご
との導入・推進方法の検討、運用評価をやっていただきたいと思っております。

趣味系コミュニティ

22

学生ユーザーによる富山大学PSNSの評価

 オトナの意見がもらえる。（友達と）視点が違う。励まし方が違う。

 専門的なことを気兼ねなく書きこめる。

 きちんと読んでもらった上でコメントしてもらえていることが分かって、うれ
しい。

 よく分からない人からのマイフレンド承認申請やあしあとがない。富山大
学所属の人しか入っていないことへの安心感がある。

 普段は（mixi等も含めて）SNSを使う必要性を感じないが、海外研修サ
ポートのような目的がはっきりした、かつ限定的な使用はとても便利。

 連絡・日程調整が効率的にできる（反面、頻繁にアクセスしないとついて
いけないこともある）。

 自分の経験がきっと他の人の役に立つと信じて「全体に公開」で日記を書
く。

 海外にいるときでも、保健管理センターの医師に体調面での相談をするこ
とができる。

� 医療サポートを内包した心理サポートの実現
23

富山大学PSNSの今後の課題

富山大学PSNSの全学導入に向けての準備
 2009年度に、全学部の新入生全員にPSNSの招待状（ログイン情報通知

文書）を配布できるよう検討中。

 全学部在学生の希望者が、教務窓口・オンライン（PC・ケータイ）を通じ
て気軽に富山大学PSNSに参加できる方法の整備を行う。

 登録人数倍増に備えて、適切な管理と自然発生的交流促進の両立の
ための運用ポリシー・体制の再構築を行う。

プロジェクトチームの設立によるPSNS推進・評価
 全学部の教職員（28名）が参画し、学部毎の導入・推進方法の検討・実

施、およびPSNSの運用評価を行っていく。

 学務部を中心に、全学共通の学生支援のためのPSNS活用方法開発

 PSNSの持続的な運用方法の検討

サービス向上のためのカスタマイズ、学生支援GP予算が切れた後の運用の在
り方、既存の情報システムとの統合の可能性など。

 PSNSを活用した学生支援・教育の実践研究立案・実施の促進 24
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　また、持続的な運用方法の検討といたしまして、やはり予算が切れた後の運用をどうやっていくの
かということや、既存情報システムとの統合の可能性を模索していきたいと思っておりますし、これ
が最も重要なことだと思いますが、PSNSを活用した学生支援教育の実践研究をやりたいということ
で、それを立案して実施していきたいと考えております。
　以上でございます。ありがとうございました。
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　富山大学人文学部の中島と申します。私は「海
外研修（フランス）におけるPSNSの活用事例」
というテーマでお話しさせていただきます。
　アドリブでお話しするととりとめがなく、時間
内に収まらない恐れがありますので、原稿を用意
してまいりましたが、今、前半の先生方のお話を
伺っていて、アドリブで一つだけ最初に申し上げ
ておいた方がいいかなと思うことがありました。
実は、フランスというのはかなり変な国です。観
光旅行で行っただけではなかなか分からないので
すが、今の日本の社会に慣れた学生がフランスの
社会や家庭の中に入って行くと、カルチャーショ

ックといいましょうか、かなりショックを受ける社会でして、先生方のお話を伺っていてそれはなぜ
なのかと考えたのですが、恐らくフランスは、いわゆる「ちびまる子ちゃん型」の家庭ではなくて、
家族の形は大きく変容しているにもかかわらず「サザエさん型」の原形が根強く残っているせいなの
かなと思いました。
　それではお話しさせていただきます。

　今回の研修は、今年８月末から９月下旬、25日
間にわたりまして、フランスのオルレアン大学で
行われました。大学で海外研修を行うのはありふ
れたことでしょうが、フランスでの研修を企画し
たのは富山大学としては今回初めてのことで、金
沢大学の同僚からお声掛けいただきまして、両大
学の共同企画として、それぞれの大学から１名ず
つ引率の教員がつき、総勢16名の学生の参加を得
て実施されました。
　まず、この研修の概要をお話しさせていただき
ます。写真はオルレアンの町の中心の広場にあり
ますジャンヌ・ダルク像です。オルレアンはパリ

の南西130kmの所にある古都で、パリから特急で１時間ほどかかります。人口は市部に限ると12万人
に満たず、面積は平方キロメートル未満で、富山市と比べてもかなり小さな町であるといえます。富
山と似ている点が幾つかありまして、現在新幹線を建設中ということもそうなのですけれども、ヨー
ロッパの多くの都市と同様、路面電車によるコンパクトシティーが実現されているということと、町
の外れに大きな川が流れていて、学生の多くは路面電車に乗って、このロワール川を渡って登校する
というのも富山と似ています。
　オルレアンを研修地に選んだのは、昨年度、単独で研修を始められた金沢大学の先生方ですが、そ

「海外研修（フランス）における PSNS の活用事例」

富山大学　人文学部　准教授
中島　淑恵

海外研修（フランス）における
PSNSの活用事例

富山大学人文学部 中島淑恵
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のときの選択の基準というのが、研修内容が充実しているのはもちろんのこと、パリに比較的近いこ
と、研修に参加する学生の宿泊形態が、学生寮ではなく、１学生１家庭という原則によるホームステ
イなことだったそうで、今回この企画に乗せていただいて、海外研修として理想的な条件だとあらた
めて感じました。
　参加学生の男女比を見ますと、圧倒的に女性上位です。これは文科系の学生たちなので、もともと
総じて女性の比率が高いということと、海外に行ってみたいという気持ちは女性の方が旺盛であるた
めのように思われます。また、地方ならではの傾向かもしれませんが、大学から教員の引率もついて
海外に行けるということで、保護者の方のご理解を得やすいという面もあったようです。
　金沢大学の方は、必ずしも全員が仏文専攻というわけではありませんでしたが、富山大学の学生は
全員フランス言語文化専攻でした。いずれにしてもフランス語の学習歴が、渡航の時点で１年半以上
であることを参加の条件としています。これは現地の大学で研修を受け、ホームステイ先で最低限の
意思の疎通をするためには、どうしても必要な語学力であると考えられるためです。

　現地での研修の内容ですが、ウィークデーは大
学で授業を受けます。ご覧のとおり、いわゆる語
学の授業のほかにフランスの歴史や文化について
の講義と歌のワークショップもあり、研修参加者
全員が同じ授業を受けます。２年生と３年生の混
成クラスで、専攻の者もそうでない者も一緒なの
で理解度には個人差がありますが、少人数ゆえよ
く目も行き届き、できる者を指名して、より多く
発言させたり、作文を個別に添削したりと工夫さ
れている様子がよく分かりました。
　学生の方も授業中だけでなく、予習復習におい
ても、３年生が２年生を助けて一緒に勉強すると

いう協力関係が形成され、クラスの雰囲気づくりには、かえって良い効果をもたらしているように思
われました。
　この授業のほかに、週末には近郊への遠足に出掛けたり、パリに小旅行に行ったりもしました。ご
存じのようにフランスというのは文化遺産の宝庫です。フランスまで行って、パリも見ず、美術館も
訪れずというわけにはいかないでしょう。また、オルレアンの位置するロワール川流域は、世界遺産
でもあるルネサンスの古城群が林立する地域でもあります。

　この写真は、到着してすぐの週末に、希望者だ
けで行ったフランソワ１世ゆかりのブロワ城への
遠足のときのものです。２回目の週末と３回目の
週末のパリ旅行は、渡航前に自分たちで訪問する
場所やタイムテーブルを調整して出掛けました。
もちろん教員も同行して、交通機関の利用の仕方
から、美術館・史跡巡り、レストランやカフェで
の食事、ホテルでの宿泊などについて、助言を行
いました。９月12日の遠足は、始めから研修のプ
ログラムに組み込まれていたもので、現地の先生
方の解説ガイドのついたものでした。
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　さて、この研修では、オルレアン大学から受講
証明書が交付される以外に、金沢大学の専門科
目「異文化体験実習」として単位認定が行われま
す。そのため、研修への参加に加えて、学生たち
には追加の課題を与えました。
　一つは、フランスの大学生の生活や意識につい
て、オルレアン大学の学生たちにインタビューを
行うことです。もう一つはあらかじめ課題を与え
ておいて、帰国後にその課題について、各自が発
表を行い、報告書を作成することです。特にイン
タビューの実施については、事前に日本でインタ
ビューを行い、人に話し掛ける練習から始め、現

地でのインタビューの実施、日本で得られた結果との比較分析、資料作成から結果発表と、かなりの
労力を費やしましたが、自発的にこのような活動をすることによって、フランス語によるコミュニケ
ーションの取り方、日仏の学生の気質の違いなど、学生たちは多くのことを学びました。そして最終
的には、このインタビューの実施とホームステイという宿泊形態が、学生たちからは授業以上に高い
評価を受ける結果となりました。

　ここまで海外研修の概要を長々とお話ししたの
は、この研修が単なる物見遊山の観光旅行や思
い出づくりの卒業旅行ではなく、さまざまな局面
で問題解決の要求される自己研鑽の場であるとい
うことを理解していただくためです。また、学生
の側も引率する教員の側も、オン、オフの区別な
く、四六時中連絡を取り合っているという密な人
間関係が約１カ月続くということもご理解いただ
けるでしょう。
　さて、今回の研修を実施するに当たって、
PSNSを利用させていただくことは、実は最初か
ら計画されていたことではありませんでした。う

かつにも学内でこのようなGPが採択され、実施されていることも今年４月の段階では承知しておりま
せんで、また、それが海外研修と何らかの関係があろうなどということも、初めは全く考えていませ
んでした。研修の実習の方が先に決まっておりまして、金沢大学と連絡を取り合いながら、それぞれ
独自に週に１回90分程度、時間を設定して参加学生を集め、事前指導資料を配布し、パスポートの取
得、航空券の手配等、具体的な準備を進めるとともに、現地の事情、研修参加の心構え等について、
講義形式で実施に向けての作業をスタートさせていました。
　ちなみに今回の研修は、航空券の購入と保険の加入以外は代理店を通さず、オルレアン大学と金沢
大学、そして富山大学のそれぞれの担当者が連絡を取り合いながら、いわば手づくりの研修を構想し
ました。これはコストを極力抑えるためでもありますが、それでも学生は全額自己負担で、一人当た
り50万円ほど掛かりました。１ユーロ170円の時期でしたから、来年以降はもう少しコストダウンで
きる見込みでおります。
　５月の連休明けに富山大学PSNS参加のための説明会が学部で行われ、出席してお話を伺っている
うちに、このシステムは海外研修の安全かつ有意義な実施のために有効に活用できるのではないかと
考え、引率者および研修に参加する学生だけでなく、フランス言語文化専攻の研究室の教員・学生全
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員でPSNSに参加させていただくことを、ほとんどその場で決心いたしました。
　この点については、お話を伺っていた私の頭の中で、海外研修とPSNSという全く別の二つの回路
が瞬間的にスパークしてつながったようなもので、この時点ではあまり根拠のない、直感のようなも
のだったのですが、後で調べると、海外研修をめぐってSNSを利用する試みはほかでも徐々に行われ
始めているようで、必ずしも的外れな直感ではなかったのだと自負しています。
　また、事前指導・準備から研修の実施、現地からSNSへの参加、事後の発表、報告、振り返りま
で、一貫してSNSを活用した例としては、図らずも今回の私たちの試みが先駆的な例となったようで
して、本日この場に私が呼ばれてこうしてお話しさせていただけるのも、そのためであろうと考えて
おります。もちろん、私の頭の中で海外研修とPSNSがつながったのには、全くバックグラウンドが
なかったわけではありません。それまでも専攻の学生と教員間では、実務的な連絡事項を迅速かつ確
実に伝達するために、メーリングリストは独自に作成して活用しておりましたし、こもりがちな学生
への連絡や卒論指導などにはメールでの連絡が有効な手段であることは十分に承知し、また活用して
もいました。

　ただ、海外研修に学生を連れ出すとなると教員
側にはさまざまな懸念が浮かび、単なる実務的な
指導だけでなく、懸念をどのように解消し、予測
される問題をいかに回避するかということに担当
者としては心を砕いておりました。
　特に、留学や旅行の経験のある方はお分かりか
と思いますが、外国に留学したり旅行したりする
ということは、非日常的な空間の中に身を置くこ
と、自ら身を投ずるということで、通常の生活で
は何ら問題のないものでも、一時的に不安定な心
理状態に置かれ、新しい環境に対して不適応症状
を起こすという事態はよく見られることです。特

にあこがれの強い、逆に言えば劣等感を刺激されたり、夢とは異なる現実を目の当たりにして、幻滅
を感じたりしやすい国や地域に行くとこのような症状は表れやすいようで、10年以上前から「パリ症
候群」の名で知られております。
　具体的な症状としては、度を越した浪費、性的放縦、過度の飲酒や薬物摂取といった極度のそう状
態と、自己評価の極端な低下、引きこもり、被害妄想などのうつ状態があり、そこまで極端なケー
スには至らずとも、多かれ少なかれ、これに類する不安症状を呈するものはごく当たり前に見られま
す。ほとんどの場合、新しい環境への適応が進むにつれて、このような症状は解消されていくのです
が、場合によっては専門医への相談や治療が必要となるケースもあるようです。私がPSNSの説明会
に出席したのは、このような懸念を抱いてのことで、保健管理センターの先生方から何か助言を頂き
たいという気持ちからでした。
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　ところが先ほど申し上げたように、お話を伺っ
ているうちに、単に助言を頂くのではなく、この
システムを活用することによってもっと効果的な
サポートが期待できるのではないかということに
思い至ったのです。いざという場合、引率者であ
れ、学生本人であれ、現地からPSNSにアクセス
して専門の方のサポートを直接受けることができ
るという点に、私は最も大きな魅力を感じたので
すが、さらにその活用の可能性を探るうちに、こ
のシステムは、そのようなフェイルセーフの手段
としてだけでなく、もっと積極的に研修に関連す
る助言・指導、あるいは連絡相談のツールとして

活用できるのではないかという仮説に達しました。
　いざというときにPSNSにアクセスして相談を行うためには、われわれ教員も、また実際に研修に
参加する学生も、PSNSに日常的にアクセスする習慣をつけておくことが必要であると考え、そのた
めの工夫として、PSNSの中に「オルレアン研修」というコミュニティを立ち上げ、保険の加入方法
や外貨の用意などの実務的な情報伝達や連絡は、このコミュニティで行うことにしました。先ほど、
一番最初に出しましたジャンヌ・ダルク像がコミュニティのトップの写真です。PSNS内の日記を利
用して、異文化理解のための指針を与えるべく、フランスに関するさまざまな情報や、私自身の留学
体験などをほぼ毎日書き続けました。
　この写真は、PSNS内の私のページのトップに用いている写真です。百聞は一見にしかずと申しま
す。この写真を手掛かりに、まだの方はぜひ、私の日記を一度ご覧ください。折りしも、今年の５

月・６月と申しますと、ほかの大学の研修旅行生がイタリアの大聖堂で落書きをしていたという事件
が大きく取り上げられ、報道され、世の人々の関心を集めたのはまだ記憶に新しいことでしょう。こ
の件にかんがみ、大学から研修旅行を行う場合、最低限のマナーの徹底と、訪問する国や地域の文化
に対する尊敬の念を抱かせるようなバックグラウンドの学習はやはり不可欠なのではないかと思い、
日記では単なる実用情報の伝達にとどまらず、読者である学生たちが広く比較文明論的な視点を持ち
得るような話題提供をできるよう、常に心掛けております。

　PSNSには、教員・学生とも研修参加者だけで
なく、研究室のメンバー全員で参加することにし
ました。このことについてはもう少し説明が必要
かもしれません。
　今回、海外研修を実施するに当たって、この行
事を打ち上げ花火のような一過性のイベントに
終わらせてはならないという強い思いが、私たち
スタッフにはありました。すなわちこの研修は、
大学における教育の一環として有機的に位置付け
られるべきであるという、いわば信条とでもいっ
たものです。それはまた、研修の「準備」・「実
施」・「振り返り」という一連の過程を通して、

参加者本人にとってはさらなる学習や体系への動機付けとなるようにと願うものであり、研修の成果
やそこで得られた情報を、研修に参加できなかった者や今後研修に参加したいと考えている者への情
報提供や体験の共有といったものに結び付けていきたいという思いであるともいえます。
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　今回、研修への参加希望者を募るに当たって、
研修に参加しない者のほとんどは、諸般の事情、
特に経済的事情が許せばぜひ研修に参加したい者
ばかりでした。もともとフランス言語文化に進学
する学生はフランスに対する好奇心がとても旺盛
で、大学としてこのような研修を企画していなか
った昨年度までも、半数以上の学生は在学中にフ
ランスへ渡航して１カ月程度の語学研修を受けて
きましたし、休学して１年以上留学する学生もち
らほら見られました。いずれの場合も、われわれ
スタッフは積極的にそれを奨励し、手続きを助け
てもきました。

　ただ、個人として渡航し、研修に参加させても、われわれスタッフがぜひ見てきてほしい、ぜひ体
験してほしいと思うものを見ることもなく、個人の興味の範囲のみで視野や行動が限定されたり、単
なる思い出づくりとしてのいわゆる卒業旅行や物見遊山になってしまったりということが往々にして
あったため、海外研修にぜひ組織的に取り組みたいという思いは、長らく抱き続けてきたのです。
　また、私がこの研修を「語学研修」と呼ばないのは、海外へ渡航して研修を受け、ホームステイを
する体験が、単なる語学の習得ではあり得ないということをよく知っているからです。逆に言えば、
たかだか３週間、現地で研修を受けたからといって、飛躍的に上達するほどフランス語は習得の容易
な言語ではありません。言語習得を目的とした研修は、現状を把握し、さらなる上達のための動機付
けを行うきっかけにしかなり得ないのだといえましょう。また、その国や地域の歴史・文化・人間に
ついての深い理解と知識を得ることなしには、言語のある程度以上の上達は望めないのではないでし
ょうか。
　そのような意味も含め、海外研修は生きた異文化体験なのだといえます。すなわち、異文化環境を
生き、異文化の人々と生身の交流を行う体験ということです。けれど、生身の交流には、衝突やあ
つれきが必ず付きまといます。一般にホームステイでは、学校で学ぶ以上に現地の人々の生活や文化
を体感できる場であるため、成功した場合には評価が高いのですが、うまくいかない場合には、これ
はかつて実際にあったことですが、現地から国際電話で泣きながら相談してくるという事態も生じた
り、引きこもりやうつ症状を誘発する事態となったりもすることがあります。

　そのような問題を回避したり解決したりするこ
とは、従来引率教員の肩に一身にかかっていた
のですが、PSNSを利用することによって、問題
を共有し、助言を与える層が厚くなるという利点
と、側面から相談者を応援し、共感し合える仲間
を身近に感じることができるという利点、また、
後になってから振り返りを行う場を確保できると
いう利点があることも確信できました。
　この写真は、今回の研修で結果的にホームステ
イ先を変えるに至ったケースで、ほかにもいろい
ろと問題のある家庭だったのですが、夕食の量が
極端に少ないということをオルレアン大学側のス

タッフに説明するために、当該の学生さんに実際のそれまでの夕食を図に描いてもらったものです。
５日目、いよいよステイ先を変更しようというときには、トマトソースのパスタが小さなお皿に盛ら
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れて、デザートはヨーグルトにパンが一切れです。いかにも少ない。これが多いのか少ないのか分か
りませんが、実はオルレアン大学側と約束がありまして、ディナーは必ずメインディッシュとアント
レとデザートを付けるということが明文化されてサインまでした取り決めがあったので、これはちょ
っと約束違反だろう、ということで学生本人に描かせました。このときは引率教員が本人の相談に乗
りながら家庭訪問も行い、実際にステイ先のマダムともいろいろお話ししたのですが、さらに現地の
スタッフとの協議を経てステイ先を変えるに至りました。
　その最中は、本人も教員もそのことをPSNSで書けるような状態ではなかったのです。対面、また
は携帯電話で逐次相談に乗っていました。けれども、何日か後になってから、学生さん本人がこのと
きの体験を振り返り、全員公開で日記を書いてくれました。本人にとっては不愉快な体験だったはず
ですが、振り返って日記を書けるということは、その体験を克服したということでもあり、また、ほ
かの読者に体験を共有する機会を与えられたということでもあります。PSNSでたくさんの励ましや
共感のコメントを頂き、本人にも大きな励みとなったようです。これもPSNSの大きな効用といえる
でしょう。
　また、週末の旅行の直前に風邪をひいてしまった学生がいたのですが、そのとき私はパリにいて、
学生たちを迎える準備をしておりました。PSNSの日記でその学生が風邪をひいていることを知った
のですが、私の方からは、無理をせず、症状が治まらなければパリに来るのは断念した方がいいとい
うコメントを付けました。何カ月も前から準備し、期待してきた旅行ですから、本人は無理をしても
出掛けたがるのは分かっていました。けれども、ほかの者に迷惑を掛けないことや、旅の安全を考え
るとあきらめるのも重要な決断です。このときも日本側の先生方からさまざまな助言を頂き、本人も
私も大変助かったのを覚えております。結局、皆さんの言いつけを守って症状は軽快し、無事パリ観
光を楽しむことができました。
　また、荘厳な建築物や国宝級の名画を目の当たりにして受けた鮮烈な印象や感動を日記で実況中継
してくれた学生さんもいました。今、専攻の学生さんで４カ月間、シャンベリーに留学している者が
います。特に悩みがないときでも、定期的にPSNSに日記を書いて、現地での生活をリポートしてく
れるので、専攻の学生たちはその日記を楽しみにしています。今、確実にPSNSが海外と日本をつな
ぐきずなとして機能し始めていることの証左であるといえましょう。

　さて、堅い話が続きましたので、少しだけ柔ら
かい話で異文化体験を実感していただきましょ
う。これは実際に私が日記で紹介して盛り上がっ
た話題だったのですが、写真でテーブルに並んで
いるのは朝食です。オレンジジュースと、カフェ
オレ、それにパンはクロワッサンです。ホテルの
食事なのでクロワッサンが出ていますが、フラン
スの一般家庭ではクロワッサンは日曜日などの特
別な日にしか食べません。前日の残りで堅くなっ
てしまったバゲットをカフェオレに浸してふやか
しながら食べるのが一般的です。また、パンはす
ぐに堅くなってしまうので、保存のきくラスクや

ビスケットで済ませるということもあります。配色がよくきれいなので豪華そうに見えますが、果物
もなければ、卵料理もベーコンもサラダもヨーグルトもありません。ましてやスープなどというもの
もありません。フランスではそういったものを朝食に取る習慣はないのです。知っていればどうとい
うこともないのですが、着いたばかりのホームステイ先で朝の食事がこんな様子だったらどう感じま
すか。虐待とは言わないまでも、ある種のネグレクトではないかと心配になったりするのではないで

62



しょうか。フランスの朝食がこんなふうであるのには、それなりの歴史と合理性があるのです。異文
化を受け入れ、体験してみるということの一端をちょっとイメージしていただけたでしょうか。

　実は、何度も引率を行っている他大学の同僚
で、SNSにも詳しい何人かに、私の発想をどう思
うか事前に感想を求めたことがあります。意見の
多くはどちらかというと否定的なものでした。そ
れは、問題を自ら克服するのも研修の課題なの
で、SNSに頼るのは安易な他力本願になるのでは
ないかという意見や、全身全霊でフランスの言語
と文化に浸りきるのが研修の課題なので、日本で
自分の帰属する社会に依存したままになるのは良
くないといったものでした。
　しかし、実際に現地から運用してみると、コン
ピューターの使用は原則として放課後のCL教室を

利用するのみに限定し、ステイ先では家族との交流を何よりも優先させ、「もう寝なさい」と家族か
ら言われるまでは自室にこもらないようにという指導を徹底したので、それがステイ先の家族とのコ
ミュニケーションを疎外するようなことはありませんでした。
　また、現実の生活が楽しかったり、つらかったり、あるいは忙しかったりすると、バーチャルな世
界へのアクセスはおろそかになるものです。それでも後になってから全員公開で振り返りの日記を書
いてくれることが多かったのは、このPSNSという場を学生たちなりに意義のあるものとして位置付
けてくれていたからでしょう。

　今回は何しろ初めてのことで、モバイルパソコ
ンを用意したり海外で使える携帯電話を契約した
り、出発直前にばたばたと準備を進めましたが、
思わぬ効果もいろいろとありました。海外から携
帯電話でPSNSにアクセスするのが理論的に可能
なことは分かっていましたが、実際に行うのはこ
れが初めてでした。シャルル・ド・ゴール空港か
らオルレアンに向かう高速バスの中で初めて携帯
電話で書き込みをしたときは、月着陸に成功した
宇宙飛行士のような気持ちだったのを覚えており
ます。
　また、通常このような短期の研修生には、フラ

ンスの大学はCL教室を開放したり、アカウントを与えてくれたりはしないものなのですが、現地で交
渉すると、予想外にあっさり使用を許可してもらえました。インターネットを使用することはPSNS
へのアクセスだけでなく、授業で学んだり、旅行や遠足で興味を持ったりしたことについて調べもの
をするなど、研修の内容をさらに充実させるためにも大きな効果を発揮しました。現地でのCL教室の
使用も今後標準的な条件とすることができそうです。
　携帯電話は今の学生にとって生活上不可欠なツールです。一般に海外研修に参加する学生はほとん
ど携帯電話を持って出掛けているようです。しかし、携帯電話に依存しがちな日本での生活をずるず
ると延長してしまったり、日本のサービス料金システムが海外では通用しないので、後で思わぬ高額
請求に驚いたりすることがあるようです。この問題点については、他大学の先行事例から既に耳にし
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ておりましたので、あらかじめ携帯電話とパソコンの使用については、独自にガイドラインを策定し
ました。
　今日、海外研修において携帯電話やインターネットは単に忌避するのではなく、そのメリットを享
受するためにも、賢明な使い方を工夫し、積極的に活用すべきであるという思いをさらに強くしまし
た。
　海外研修でのPSNSのさらなる活用の可能性として、今回気が付いたことを付け加えておきます。
　学生さんたちと長い時間、一緒に行動してみて、事前指導でもう少し対応しておいた方がいいと思
ったことが幾つかありました。一つは、いわゆる実用会話をもっと訓練しておくことです。さらには
入浴や洗濯など日常の生活習慣の見直し、また、地図や時刻表の読めない者が多かったので、本当に
多いんですよ、これらのこともあらかじめ助言や練習が必要であると感じました。何人も迷子が出ま
した。情報提供やノウハウの伝達など、具体的な問題解決のための技術の伝授はPSNSを活用し、対
面による事前指導は、実用会話訓練により多くの時間を割いた方がよいように思いました。
　また、大学や富山の町を紹介するパンフレットを学生たちとフランス語で作成し、持って行きたい
という野望も抱いております。これらのことは、ぜひ今後の研修の準備に生かしていきたいと考えて
おります。

　お話ししたいことはまだまだあるのですが、今
回の研修についてはいずれ報告書も作成します
し、何よりも研究室のメンバー全員で参加を決め
た５月以来のPSNSの情報の蓄積という大きな財
産が私たちには残されています。過剰な負担を引
率教員のみに掛けることなく、また、参加学生の
不安を軽減し、問題解決のための有効な手立てを
授け、安全かつより有意義な海外研修を実現する
ため、PSNSが有効なツールであることを証明で
きたことは、われわれにとって思いのほかの収穫
でした。
　並々ならぬご協力、ご尽力をいただいた関係の

先生方に心より感謝申し上げるとともに、確実に向上してきた学生たちの向上心・探究心と、研究室
の協力的な雰囲気を伝えるため、大風呂敷ではありますが、最後をこんな写真と言葉で締めくくりた
いと思います。これはロワール川の写真で、学生が撮ったものです。
　天空を巡り、七つの海を巡り、神通川はロワール川に通ず。ネットワークもまたしかり。青年よ、
書を捨てず、ケータイとパソコンを持って、異文化体験に飛び込もう。
　ご清聴ありがとうございました。

64



ディスカッション

（斎藤）　ご質問を受けている時間もあるのですが、少し押しておりますし、このまま総合討論に入
りたいと思います。
　それでは、あと20分ほど総合討論の時間を取らせていただきます。かなり多彩な内容ですし、朝の
９時10分からずっとやっていますので、すべてを網羅してディスカッションというのは、皆さんもち
ょっと今イメージがわかない可能性がありますが、どの切り口からでも結構ですので、まずフロアの
方から質問あるいはコメントがありましたらぜひお願いいたします。よろしくお願いします。

（西頭）　大変いろいろなことを教えていた
だいて、新鮮な気分で今います。
　私は先ほど質問した続きの流れで、ずっと
私の一つの思いというのか、結論的な話をし
ますと、どうも今の社会の変化、あるいはグ
ローバル化、経済の問題も含めて、若者の中
にいわゆるコミュニケーションの場というの
が非常に閉ざされるというのか、プライベー
トな空間になって、場が分散してしまって、
その中に引きこもっているというふうに私は
特に平野先生の話を聞いて思ったのです。そ
うなると、今日のこのテーマ、「場」のマネ
ジメントといった場合に、特にこれは大学の
例えば学生支援の場ですね。特に富山大学の場合だったら、PSNS、こういうものをどう活用してい
くかということなのですが、今、私が受けた感じから言うと、学生の諸君がプライベート空間、しか
もコミュニケーションの場がみんな分散してしまったものをまずどうやって集約するかということが
はっきりしないと、ただ大学のこういう「場」をいろいろマネジメントするということでは問題は解
決しないのではないかなと、ちょっと思いました。
　ですから、今日もしこれから討論の中でこの辺のところを、結論は出ないでしょうけれども、何か
コメントがあれば大変うれしく思います。

（斎藤）　ありがとうございました。非常に大きな問題を提起していただいて、今の西頭学長のコメ
ントを私なりにまとめますと、学生さんに限らず、個々の現代の人間が、自分自身の小さな場を持っ
ていて、その中ではそれなりのことをやっているわけですが、その場と場をどうつなぐかということ
が非常に大事なのではないか。そこがうまくつなげれば、それは現代の問題を、コミュニケーション
という立場から解決していく、あるいはより良い状態に持っていくことができるだろう。しかし例え
ばこのＳＮＳがそれにどういうふうに具体的にコミットし得るか。もちろん発表の中にヒントはいく
つかあったと思うのですが、それをもう少し明確化するような形で討論、あるいはコメントをしたら
どうかということでよろしいですね。
　それでは、今のテーマについて、少し抽象レベルからかなり具体的なレベルまであると思うのです

【第一部】

「学生支援の『場』のマネジメント
―ＳＮＳを活用したトータル・コミュニケーション・サポート」
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が、どうぞ。

（津田）　こうやってＳＮＳで教員と学生のコミュニケーションの頻度が上がるのは非常にいいと思
うのですが、学生がやはり喜ぶのは、教員が直接目を見て話すというのが一番、確かに喜ぶと思うの
です。講義なり何なりで。
　私の質問は、こうやってＳＮＳでアクセスしてくる学生とは一体どういう学生たちかなということ
です。講義をやっていて思うのは、講義に出てくる学生はいろいろな悩みを持ちながら、恐らく大
丈夫かなと思うのです。ところが、やはり気になるのは、講義に出てこなくなる学生です。それでや
はり単位を取りこぼして、次は留年、そして各部局ともやっていると思うのですが、留年した学生た
ちにまた履修の説明をしながら、何とか単位を取ってもらうということはやっているのです。以前は
もっと多かったのですが、やはり取り残して次の年に受けても、やはり単位を取り残してしまう。そ
うすると、結局辞めざるを得ません。そういう学生たちにやはり一つケアが必要だと前から思ってい
るのです。そういう学生たちはこのＳＮＳでアクセスしてくるかどうか。結局そういう学生たちは、
そこにアクセスするかもしれないし、しないかもしれません。ここにアクセスしてくる学生は大丈夫
ではないかと、ある悩みの相談相手をしていれば、という気がしないでもないのです。その辺のとこ
ろをちょっと、どういう学生たちがアクセスしているかというのを、ある程度のところで教えていた
だければと思います。そうすると、トータルの学生にはまだ及んでいないので、そこら辺をどうする
か。恐らく、各部局、教務とも連絡を取りながら状況を把握するということも、私は必要かなという
気がするのです。ちょっとその辺のところをお答えいただければと思います。

（斎藤）　ありがとうございます。今のコメントをまとめますと、非常につながりにくい学生さんが
おられて、これはいろいろなパターンはもちろんあるのですが、教員とつながろうとしても一時的に
つながっても、またつながらなくなってしまいます。結果的には退学や引きこもりということになっ
てしまって、教員の方も無力感を持ってしまうというケースを、もちろんわれわれもたくさん経験し
ておりますが、そういう方々と、このＳＮＳとの関係はどうなるのだろうかということですね。これ
はちょっと実証は難しい点もあるので、印象も含めて、またコメントを頂きたいと思います。
　西頭先生の大きなテーマは今の問題にも具体化されているわけです。もちろんそれ以外の要素もあ
りますが。ですから、ちょっと両方を含めまして、自由に発表者の方からご意見を頂ければと思うの
ですが。まず、どなたか先鞭を切ってくださる方はおられますか。
　もしなければ、第一演者の方からお願いしたいと思います。高山先生、お願いいたします。

（高山）　非常に興味深いご質問をしていただきまして、本当に感謝しますとともに、難しい疑問を
請け負ったと思っています。
　一つの切り口としまして、先ほど吉永先生がおっしゃった、私も申し上げましたナレッジ・クリエ
ーションというところから見ますと、四つのステージがありまして、まず共同化、表出化、そして連
結化、内面化という四つでございます。そのうちの最初のスタートが、普通は多分、表出化というと
ころから始まるのがわれわれの今の世界なのですが、実はこれは共同化から始まります。
　この共同化というのは何かというと、斎藤先生がおっしゃった西田幾多郎の純粋体験です。この純
粋体験がない限り、多分、机上の空論からでは知も何も生まれないのではないかと思います。ではそ
の純粋体験とは何かというと、例えば、先ほど中島先生がおっしゃったような海外研修は、私はただ
の研修ではなくて「コトづくり」だと思います。同じ体験を個人がそれぞれするということです。そ
の共同化が起こった次に、表出化という言葉に表わそうとか、あるいは何か自分の経験につなげよう
とか、そういうものを組織として、いわゆるグループということで、多分ダイアログをしているので
はないかと思います。そのダイアログにＳＮＳが大きくかかわったのではないかと考えられます。
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　そうすると、先ほどの共同化から次の表出化まで、個人レベルからそこで組織レベルになっていま
す。その組織レベルというのは非常に大きな力をもたらすと思っています。普通はわれわれがやっ
ているのはディベートです。一人が勝って、あとは負けます。でもＳＮＳを通してそこを表出化する
と、同じような体験から来ますから、それは恐らくディベートではなくてダイアログです。すべて
が、同じ共有しながら、もっといいものを見つけていく。そして、みんなが追随する、というステー
ジに行くのではないか。そのステージから行くと、組織ぐるみで今度は連結化ですから、みんなが持
ち寄ったコンセプトをもっと必死になってそれを実現しよう。そして最後の内面化で、もう一度、一
人一人に移して、一人一人が実践をしていくと。そこに、このサイクルの中で、その人たちが、若者
が、ＳＮＳを通してですけれども、自分から何か新しいものを見つけることができるのではないかと
思います。そしてその内面からまたさらに、先ほどの共同化につながってぐるぐる回っていくという
知の創発を起こすきっかけを、このＳＮＳがサポートしてくれれば非常にいいのではないかなと思い
ました。よく、まだまとまっていませんが。

（斎藤）　ありがとうございます。今の高山先生のご説明は、ナレッジ・クリエーションのモデルを
前提にしているので、多分ご存じない方もおられると思うのですが、言葉にできないような共同体験
をどうやって言葉として共有していくかという話です。今、中島先生の実践を例に出されたので、ち
ょっと飛び越えますけれども、中島先生、何でも結構ですから、少しコメントいただけませんでしょ
うか。

（中島）　SNSの話とはちょっと違うかもし
れないのですが、ぜひ申し上げておきたいこ
とがあります。それは、フランスに学生が行
くと一番困るのが、フランス人というのは、
ダイレクトなコミュニケーションを要求して
くる国民で、会ったら「こんにちは」、何か
をもらったら「ありがとう」、それから「好
きだ」「お母さんありがとう、大好きよ」と
いうのも毎日毎日朝から晩まで家族の中で言
うのがごく当たり前のことなので、日本の学
生さんがフランスに行くと、おとなしくて礼
儀正しいのはいいのですけれども、なかなか
表現できない、感謝している気持ちを、あり

がとうと言葉で表わすことができない、ということなのです。
　私が最初にフランスのことを「不思議な国」「変な国」と申しましたのは、フランスも日本と同
様、高度情報化社会ですし、それからいわゆる西側先進国でもあります。にもかかわらず、家族の形
や直接の、しかも言葉ではっきり言い表すコミュニケーションというものをものすごく重視している
国民なのです。ですから、日本人の観光客が行くとびっくりするのは、例えば駅の自動販売機で切符
を買うときに、日本人は大体機械に強いですから、自動販売機で買う方に行きがちです。特にフラン
スでは言葉ができないし、話をするのは嫌だなと思うと、つい自動販売機の方に行って買うのです
が、実は窓口でお喋りしながら買った方が、いろいろいいことがあるのです。
　例えば26歳以下だと割引があって、「26歳以下だったら割引ができるんだけど」とか、ほかにもし
何か割引があれば「割引にしてあげるよ」とか、「今日は実は週末なので、割引がありますよ」と
か、そういうことは細かく書いてあるのですが、機械だとやってくれないのです。どうしてもおじさ
んおばさんとお喋りをしながら買い物をする方が、お得なことが多いのです。金銭的に得なだけでは
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なくて、コミュニケーションが取れたということで、向こうも喜ぶわけです。「日本から来たのか
い」とか、「こんなに学生さんを引率して大変だね」とか言って盛り上がるというのが、もうあらゆ
る場面で行われます。
　コンピューターも非常に発達しております。今回の研修の準備でも、昔だったら考えられないこと
ですが、オルレアン大学側と日本の金沢大学と富山大学の側と、すべてメールでやりとりして、瞬時
に見積もりを頂いて時間割を決定してということをほとんど全部メールでやりとりしています。最終
的に署名が必要なものだけは郵便でやり取りしましたけれど、それ以外は全部コンピューターを使う
ような、高度にコンピューター化された社会です。にもかかわらず、現実の生の体験やコミュニケー
ションを非常に重視するし、それをやらなければおかしな人だと思われる社会という、ちょっと面白
いモデルをフランスという国は提示しているのではないかと思います。これについては自分自身もも
う少し考えて、そういうことをお話ししていく機会があったらいいなと思っているのですけれども、
全然関係ないかもしれないですけれど、私はどこかにつながっていると思うので、ちょっと付け加え
させていただきました。

（斎藤）　ありがとうございます。このフェース・トゥ・フェースの関係と、ＩＴを使ったテクスト
レベルの、瞬時の時空を超えた関係をどう結び付けていくかというのが、恐らく一番大事なことなの
だろうと思っているのですけども、なかなか難しい問題ですので、よろしければほかの発表者の方々
から少しコメントを頂ければと思います。
　また順番に戻りまして、平野先生、お願いできますか。

（平野）　なかなか論点をうまく整理するのが難しいのですが、ＳＮＳをこの学校内で使うというよ
りも、仕事の中でお話ししますと、マーケティングなどを活用した事業や、戦略の組み立てをして
いるときに、ソーシャルトレンドといいますか、すごく社会的な状況というのはどうしても気になる
ところで、それに対応してといいますか、社会の変化に人の動きというのはかなり影響されます。そ
こで、いわゆる成熟化している時代ということですが、物が不足していた時代から選択する時代にな
り、成熟化していく中で特徴的なのは、すごく選択肢が増えているということです。今の時代、選択
肢が増えていて、選びようがなくなっています。選べない状況がどうなっているかというところで、
いろいろなビジネスが逆に発生しています。
　例えばリミックス化ビジネスというのが最近多く見受けられます。リミックスというのは、あるテ
ーマに沿ってミキシングします。一つのテーマでカタチをつくる、それがリミックスということで
す。今ふうに言うと、何々系とか言われています。アキバ系とか、何々系とかいう言葉がすごく増え
ていると思います。このような言葉というのは多分、10年以上前にはなかったと思います。そういう
何々系というのは、一つの切り口を表わしているわけです。その切り口に対して例えばセレクトする
という、一つの状況が生まれています。
　例えばファッションなどで言うと、セレクトショップというのがたくさん今、出てきています。そ
れまでは、専門化されたブティックが主流だったと思うのです。有名デザイナーを選択する時代で
は、専門化されたブティックで構わなかったのです。その中から好きなものを選べばよかったのです
から。でも今は、何を選んだらよいのか、分からなくなってしまっているようです。選択肢が膨らみ
すぎて選びようがなくなっているようです。ある一つの系統、一つの志向に対してリミックスされた
もの、それがセレクトショップになっています。セレクトショップは、複合的なアイテムをテーマ沿
って集めており、自分の感性と商品が合えば、そのお店を好きになるというのが、何々系のカタチと
なってあらわれています。
　例えばＳＮＳなどの場合も、無理やりこういう場をつくりましたと言ってもなかなか参加しない
し、参加してほしいと言っても、参加していただかなければそれは形にならないので、やはりそのと
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きに自由度も非常に大事だし、リミックス化する部分をどう増やしていくかということが重要になっ
てきます。それがテーマ別の状況づくりなのですが、そういうものが多く作れると、広がりがものす
ごく増えてきます。
　例えばＡグループとＢグループが違うものであっても、そのＡグループの中とＢグループの中の何
かが共有する部分が、必ずどこかにあるのです。それをリミックスして、もう１つの何々系と一つの
テーマを与えてあげると、そこに今度、また人が増えるという状況が起きるのです。いわゆるリミッ
クスして、もう一つテーマをつくることができるということです。
　最近は、集合知を使います。「集合」に知識の「知」と書くのですが、Amazonで使っているよう
なやり方です。Amazonで買い物をしますと、次に「おすすめ商品」がどんどん紹介されて出てきま
すよね。あれなどは個人の一つの思考や、傾向を、マイニングし集合させていくというやり方を取っ
ています。適切な答えになっていないのですが。

（斎藤）　ありがとうございます。
　それでは、菅原先生、実際にＳＮＳを運用・企画をしておられる立場から、もし何かあればお願い
します。

（菅原）　何ともはやという感じなのであり
ますが、全く学長先生のお答えにならないと
は思うのですが、大いに関係あると思いま
す。わくわくどきどきしなくなったのではな
いでしょうか、若い人たちは。わくわくど
きどきさせないのが悪いのではないでしょう
か。用意しすぎて。それと、おしかりいただ
いている斎藤先生がどこかで最近お書きにな
りました支援者の支援ということをちらっと
伺ったのですが、ＳＮＳはわれわれにとって
必要なのではないかと思い始めました。ここ
１週間ぐらい。
　結局、私も専門以外の情報は持っていない

わけでして、そういうときには役に立つのですが、その道の専門家であったらこういうものは、莫大
な予算と結構プラス思考の評価を頂いてこういうことを言うのも何なのですが、一つの手段、選択肢
がすべての人に役に立たなくてもいいのではないかと。むしろ、人間、われわれがかかわることがで
きるのだったらば、かかわることができるよということをＳＮＳを通してお知らせするだけで十分で
はないかと。
　何回も言いますけど、少しびっくりして失敗、失敗しても大学はとんでもなく失敗はしませんの
で、学生諸君にとって。少しびくびくしていただいた方がいいのではないかと思うのですけれども。
答えになっていないと思いますが、この辺でご勘弁ください。

（斎藤）　ありがとうございます。
　では笹田先生、お願いします。

（笹田）　私も専門が日本のことでございますので、お答えになるかどうか分かりませんけれども、
ご承知のように日本の文化や思想を考える場合、必ず相対性ということを重視しております。例え
ば、本音と建前、「ハレとケ」、そして公に対する私。平安時代の日記とか、これは非常に私的なも
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のとして登場してくるわけでございまして、『池亭記』『土佐日記』等です。そうすると、ブログ等
は私的な世界の広がりだと考えることができるでしょう。現代はおたく文化ともいわれますように、
そういうものが非常に拡大して、公のような意味を持ちあわせてきているという時代だと思いますの
で、いわゆる「オフ」のところの授業におきましても、公と私で、授業だけに出て帰っていく学生、
あるいは飲みに行こうかと言ったら、ついてくる学生があります。ＳＮＳの中におきましても、ゼミ
などの場合は節度を持ったかかわりをしますし、自分のマイページは非常に私的な世界が広がってい
るということもございます。そういった公と私というものが、トータルで全体を形成しているという
ところを押さえていく必要があるのではないかと考えています。
　ですから、授業でもそうですし、ＳＮＳでもそうですし、あくまでも建前の世界だけでつながるの
ではなくて、本音の世界でもつながってくる、そういう関係性を構築できればいいのではないかと。
大学としてはやはりそういうものを全体として、とらえ、支えていくことが必要ではないかなと、
今、学長先生のお話を聞きながら、少し方向が違うかもしれませんが、そういうことを考えさせてい
ただいております。
　それと、先ほどフロアからのご質問がございましたけれども、１回もアクセスしていない学生、こ
れはデータ的に見ようと思えば分かるのですけれども、アクセスしていかない、人と人とのコミュニ
ケーションがちょっと億劫だという方と、学力とやはり別のところがございますので、学習支援とい
うこととコミュニケーション能力を涵養していくということとは、ある意味では選別しながら支援し
ていく必要があるのではないかということでございます。やはり先生がおっしゃったようにＳＮＳを
利用して、入ってこない学生さんにいち早く気付いて、どういう支援が必要なのかというところを、
単に履修登録の仕方が分からないのか、あるいは先生の授業が面白くないのか、これだったら授業改
革をしてもらわないと意味がありません。あるいはどうしても教室に入るとパニックになってしまう
といった問題を抱えているのか。やはり気付いた後の細かい支援を考えていく必要があるのではない
かと思います。うちは特に離脱者ゼロを目指して、申請して通っておりますので、これで退学者の数
字が減っていきませんとお金を返さないといけませんので、死活問題でございますので、大変ご指摘
のとおりの問題を頂きまして、ありがとうございました。

（斎藤）　吉永先生、お願いします。

（吉永）　どのような学生がアクセスしているのかということで、私の印象でございますが、二つの
パターンがあると思っています。一つは、一人で積極的に発信する、いわゆるブロガーです。その方
はマイフレンドも何も要らなくて、ただひたすら自分の思いを積極的に発信するという方です。
　もう一つのパターンが、いわゆる海外研修のようなもの、講義を取るとか就活をするとか、そうい
った明確な目的を持って入ってきて、そこで得たものがあればすぐに退散するという方です。
　先生にご指摘いただいた、なかなかつながらない学生さんはつながりません。これは確信を持って
言えます。ですから、その学生さんをフォローするためには徹底的にオフにつながるしかないです。
そこで、つながって、つながって、つながって、それで何か話がうまくつないだときに、面談で言え
なかったことをPSNSに書いてよと言うと、ぽんと書いてきます。これがすごく深い内容なのです。
それをまた面談に戻していくということができると思いますので、とにかくオフでつながることだと
思いますので、先生のご指摘は大変ありがたいと思っております。ありがとうございました。

（斎藤）　ありがとうございます。
　もう時間なので最後に私から今の点に関してなのですが、吉永さんと私の意見が少し違っていると
ころがあって、どういうことかと言いますと、実は前に、あるテーマでドロップアウトする学生はど
ういう学生なのかということを、研究レベルでちゃんとやろうと思ったことがあります。そういうテ

70



ーマを与えられて、さあ、いざドロップアウ
トした学生からインタビューをしようと思っ
たら、つながれないのです。つまり、ドロッ
プアウトしてしまった人はつながれません。
引きこもりもそうなのです。引きこもってい
る人にはつながれないのです。ですから、当
然問題が起こったときには非常につながりに
くくなっているのです。ですから、その人た
ちとどうつながるかというのは極めて難しい
問題なのですが、この難しさの中には実はち
ょっとからくりがあります。実は、その前の
段階でつながってしまった人はもう引きこも
りでもなければ、ドロップアウトでもないの

です。だから消えていくわけです。それは多分、何年かたって統計を取れば、先ほどの離脱者ゼロと
いうのが証明されれば、もちろんそれは正しかったということになるのですが、それは現時点では分
かりません。それで僕が考えているのは、むしろ、辛うじてつながってくるような人をいかに上手に
つなげていくか。そういう人たちはどういう人たちなのかということを丁寧にやっていくことではな
いかと思っているわけです。
　そういう点から言うと、ＳＮＳで先ほど吉永さんが言った、一人で表現して発信したいのだけど、
別に友達は要りませんというタイプの人がどうもいるようで、この方々はやはり書くことがすごく得
意なのです。けれども、多分そういう人は、会っていませんから分かりませんが、対面は苦手だと思
います。ですからそういう人はＳＮＳをぜひ利用していただいて、せっかく書いたものに温かいコメ
ントがつけばまた書いてくれるという形でつないでいきます。
　もう一つのタイプは、つぶやき型というか、ぼやき型のような、ちょろっと何かを言ってきて、普
通だとコメントを非常につけにくいのです。そうかと思うと少し攻撃的な感じで最初入ってくる学生
さんがいますが、上手につないでいると、だんだんそういう人はつながりたいという気持ちがあるの
で、だんだんユーザーになっていくのです。こういう例が何例かあります。まだ今のところ学生さん
の絶対数が少ないので、何も言えないし、論理的にこれは証明できないことなのですが、やはりどん
な形であってもかすかにつながってくる人、それを大切にしていくというのが遠回りなようでも一番
近道なのではないかと思っております。
　それでは、時間がちょっとオーバーしてしまいましたので、まだまだ本当にたくさんディスカッシ
ョンしたいことがあるのですが、午前の部についてはこれで締めさせていただきます。
　シンポジストの皆さま、どうもありがとうございました。皆さま、もう一度拍手をお願いいたしま
す。
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【第二部】
「高機能発達障害傾向を持つ学生の支援システム」

　それでは、午後の部を開始させていただきます。午前中に引き続きまして司会を担当させていただ
きます、富山大学保健管理センターの斎藤です。よろしくお願いいたします。
　第二部は「高機能発達障害傾向を持つ学生の支援システム」ということです。この言葉にはもしか
したら少し説明が必要なのかもしれません。「発達障害傾向を持つ学生」という、少し持って回った
言い方をしております。ご存じのとおり発達障害というのは医学的な定義もしっかりある概念なので
すが、実際、われわれが大学生の方々の支援をしていく時には少し様子が異なるのです。もちろん大
学生の方は、大学に入ってくる、あるいは卒業した後もずっと人生を送っておられるわけですから、
大学生だけに限定するということが正しいかどうかは別としまして、われわれが現場としている大学
のキャンパスにおいて、学生さんの援助・支援をしていこうというときに、発達障害という診断名は
必ずしも明確になるとは限りません。
　いろいろな苦労をしておられる学生さんも、そういう傾向を持っているのではないかという学生さ
んもたくさんおられますが、いわゆる診断という形で確定するということが必ずしもできない場合も
ありますし、そういう確定がないからといって、支援の対象にならないというわけではありません。
場合によっては、確定したとしても、その人に支援が必ずしも必要かどうかについてもまたいろいろ
なケースがあるということで、私どもは「発達障害傾向を持つ学生」という呼び方をさせていただい
ています。
　高機能というのはご存じのとおり、もともとは言語機能あるいは知的機能という意味での機能なの
ですが、それが少なくとも低下していない。むしろ高いくらいの学生さん。当然ながら、大学に入っ
てくるだけの学力がある学生さん。この方々が、私たちが直接かかわる学生さんでありますので、「高
機能発達障害傾向を持つ学生」という呼び方をしています。
　そういう方々への支援をどうやっていくかということで、富山大学が、これで２年目になりますが、
実際に行っている支援を中心にご紹介させていただき、それに加えて国内外での動向についてもご発
表いただきます。そして、午後の部の後半では、「当事者の視点から見た学生支援について」という
ことで、学習障害およびアスペルガー症候群の方の、当事者の視点からのご発表をいただくという非
常にユニークな企画になっております。われわれにとっても非常に学ぶところの多い会になるのでは
ないかと思っております。
　後半でまた総合討論も取りますが、前半は順番にご発表いただいて、必要な短時間の討論を踏まえ
つつ、先へ進んでいきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　司会　：　富山大学保健管理センター長・教授
トータルコミュニケーション支援室長  

斎藤　清二
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　皆さんこんにちは。富山大学の人間発達科学部
の水内と申します。
　私は、トータルコミュニケーション支援室のサ
ポートメンバーという立場であり、また特別支援
教育についての研究者であり、そして学部の一教
員ということでもあり、そうしたさまざまな立場
からこの事業に携わっております。
　私の話をする前に、皆様に２点、確認ならびに
お願いしたいことがあります。
　まず一つは、午後の部会においては、写真・ビ
デオ撮影、ならびに録音はお控えください。当事
者の方もいらっしゃいますし、許可を得られてお

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りません。
　次に、前にある二つのスクリーンに、このように、私の話をしたことがリアルタイムに字幕として
表示されていますが、これは「ノートテイク」といいます。

　今、富山大学人間発達科学部には聴覚障害のあ
る学生が在籍しております。耳が聞こえない学生
に対してどのように情報保障したらいいのかとい
うことについて、皆さんは、支援者が聴覚障害
学生の隣に座って、紙と鉛筆を用いて手書きで書
くスタイルをひょっとしたら思いうかべることで
しょう。それは「手書きノートテイク」といいま
す。しかし、富山大学も含めた高等教育機関にお
ける聴覚障害学生の情報保障手段としては、今日
ではパソコンを使ったノートテイクが主流になり
つつあります。
　今日は、支援をする学生が３人来ておりまし
て、これをノートテイカーといいますが、彼らが
最前列にスタンバイしています。大学では、一人
の聴覚障害学生の一週間の授業を情報保障するた
めに、約20名ほどの学生がノートテイカーとし
て活動しています。ひとつの授業に２人もしくは
３人の学生がノートテイクにつきますが、聴覚
障害学生の隣に座り、各自一台ずつパソコンを配
置し、それぞれのパソコンはHABを介してLANで
つなげます。そしてこのテイカー３人で「連携入
力」ということをやっています。連携入力とは、

｢発達障害学生支援の国内外の動向」

富山大学　人間発達科学部　准教授  　
水内　豊和

発達障害学生支援の国内外の動向

水内 豊和
mizuuchi@edu.u-toyama.ac.jp

（富山大学人間発達科学部）

各情報保障方法の長所と短所

長所 短所

手書き

ノートテイク

・支援者が集まりやすい ・授業を理解する専門性が
必要

・定期的な研修が必要

パソコン

ノートテイク

・情報量が多い ・機材が必要

・パソコン操作の習熟が必
要で人材が限られる

手話通訳

・リアルテタイムで伝えられ
る

・ゼミや実習に効果的

・外部に依頼する場合が多
い

・専門技術をもつ人材の不
足
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例えば「今日は雪が降りました」という文章を打
とうとすると、「今日は雪が」ぐらいまで一人目
が打ちます。同時に「降りました」ぐらいから二
人目が打っているのです。そうやって、できるだ
け多くの情報を文字化することに努めているので
す。それには専門のソフト（※富山大学では、IP 
Talkという無償配布されているソフトを使用して
いる）が必要になりますし、パソコンも複数台必
要になります。
　「手話通訳」というのがもう一つの情報保障と
考えられると思いますが、学生の中に、十分に授
業内容を手話通訳できるほどの学生はおりません

し、こうした講演会や、大学の授業のような形態には、手話通訳はそぐわないのです。
　今日はそのパソコンノートテイクを前でやっているわけで、この取り組みも皆様に見ていただこう
と思っているわけです。

　ただ、ご理解いただきたいこととして、今日は
そうした趣旨で、このパソコンノートテイクを
実演していますが、普段の授業ではこのように、
聴衆者全員に見せるようなスタイルでやっている
わけではありません。普段は、聴覚障害学生の前
に、LANでつながったパソコンが配置され、その
ディスプレイに情報が出ているだけです。ですか
ら、皆さんに見えるように、このように示すよう
なことはしておりません。つまり、「富山大学で
はこのような取り組みをしていますよ」というア
ピールのためでも、アトラクション的に「魅せ
る」ためでもなく、聴覚障害学生も今日はこの会

場に参加しており、必要があるのでしているのです。
とはいいましても、実は、皆さんにとっても、ひょっとしたら情報保障の一助になるのではないで

しょうか。こうして話をしていることが、耳から聞いて流れていくだけでは十分に理解できないかも
しれない。ですが、あわせて文字を見ることで、情報保障になるかもしれませんね。
　それから、今、ここで頑張っているのはあくまで学生です。つまりタイピングのプロでもノートテ
イクのプロでもありません。日々、研鑽を積みながら頑張っている、有償ボランティアです。です
から、特にこのような会場と機会で非常に緊張しております。しかもとても長い時間です。普段は、
大学では一人のテイカーが一日のうちにノートテイクをするのは、負担を勘案し多くても２講義時間
（１講義時間は90分）までです。今日は例外的にこの３人で午後の時間すべてを回しているのですけ
れども、大変疲れます。ですから、ミスタイプあるいは誤変換などがあるかもしれません。そこで皆
様には笑ったりは決してしないでください。そもそもすべての内容を100％伝えるということはノー
トテイクのプロでもできません。そういうこともご理解いただいた上で、聞いていただければと思い
ます。あるいは発表者の方にも、パワーポイントに書いてあることをお話しされるときにはテイクす
る必要はないわけですから「前を見てください」と言っていただいたり、あるいはゆっくりめにお話
いただけると助かるということをお願いいたします。ということで、本題に入りたいと思います。

皆さんにご理解いただきたいこと

• 普段はこのようなスタイルではありません。

• 魅せるためではありません。

• あくまで情報保障の一助のためです。

• 学生はプロではありません。有償ボランティアです。

• したがって

• 大変な緊張の中で、しかも長時間がんばります

• 誤記、誤変換などで笑ったりしないでください

• そもそもすべての内容を100%伝えるものではありません
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　今回、発達障害の学生の支援を考えていくにあ
たり、まず「発達障害の方にとってのバリアフリ
ーとは何ですか」と、皆さんが聞かれたらどう答
えますか。
　例えば、視覚や聴覚に障害のある学生にはどん
な支援が必要かということは、比較的考えやすい
と思います。目が見えないのであれば点訳しよう
かとか、耳が聞こえないのであればノートテイク
をしようかということになるわけです。また、大
学として大学内でできる支援はこんな支援かなと
いうことなども想定しやすい。あるいは手話通訳
者をお願いするなどのように外部機関との連携も

しやすい。さらには、特別支援学校、従来の盲学校やろう学校から大学に進学した学生というのは、
自分がどのような障害があり、どのような支援が必要かということをよく分かっている。
　ところが発達障害の方にはどのような支援が具体的に必要になるのかを、周りも思い付きません
し、本人もその自覚がなければ思い付きません。そしてほとんどのケースで、自分が発達障害であ
り、支援が必要であることに気付いていないのです。
　したがって、皆さんに「発達障害者にとってのバリアフリーとはどんなことだと考えますか」と言
っても、多分なかなか答えられないと思うのですね。しかし、そこを考えていくということが大学で
今、非常に求められているわけです。

　発達障害の支援について施策的にみると、数年
前に「発達障害者支援法」が成立しました。そこ
では「大学及び高等専門学校は、発達障害者の障
害の状態に応じ、適切な教育上の配慮をする」と
明記されています。ですから、大学が支援をする
ことが公的にも求められているわけです。ただ、
発達障害者に対して支援を行っている大学という
のは本当にまだまだ少ない状況です。

　私に与えられた役割は、発達障害のある学生支
援についての課題を整理することです。まず諸
外国の事例、特にスウェーデンの事例を報告しま
す。それから次に、日本でも実態を踏まえた調査
がいくつか行われてきておりますのでそういった
調査も踏まえながら、発達障害のある学生の支援
あり方について課題を整理するのが私の目的で
す。

発達障害学生の支援

• 発達障害者支援法

• 「大学及び高等専門学校は、発達障害者の障害
の状態に応じ、適切な教育上の配慮をする」

• 高等教育機関において発達障害のある学生
支援を行っているのはわずかに1.9％
• （2007年6月15日、日本経済新聞）

発達障害学生支援の現状から
課題を整理する

• 諸外国の事例からの示唆

• スウェーデンイェーテボリ大学の実地調査（2008）

• わが国における発達障害学生支援の現状

• 日本学生支援機構（2008）の調査（調査年2007）

• 日本LD学会（2008）の調査（調査年2006-2007）

• 全国LD親の会の調査

発達障害者にとってのバリアフリーとは？

• 視覚・聴覚障害など身体障害者には、どのような支援が
必要かが比較的健闘しやすい
• 視覚障害の学生支援は、点訳、点字ブロックの敷設 など

• 聴覚障害の学生支援は、ノートテイク など

• 大学の果たす役割と、外部機関から提供される支援とが
ある程度明確

• 学生本人が、自身の教育経験の中で、支援の必要性を自
分自身が感じている

発達障害は、
・どのような支援が具体的に必要なのかがすぐに思い

浮かばない
・本人もその必要性に気づいていないことも多い
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　最初に、発達障害を含めて障害のある方は世界
にどれぐらいいるのかということで、このグラフ
を見てください。例えば人口に占める障害者の割
合をみたときに、100人に35人が何らかの障害が
あるという国もあります。片や、100人に4.6％だ
という国もあります。
　100人に35人という国はどこだと思いますか。
答えはスウェーデンです。そしてこの中で4.6％

と一番低いのは日本です。
　ちなみに、障害者が世界にどれぐらいいるのか
と言いますと、少々古いデータになりますが1970

年にＷＨＯが推定値を出しておりまして、世界の
総人口がその当時50億人のうちでしたから、その10％、つまり５億人ぐらいだといわれました。今も
その推定値である10％というのはそれほど変わらないといわれていますので、現在、世界人口は66億
人ですから、障害のある人の数は６億人ぐらいとなるでしょう。
　日本については、2008年に出した厚生労働省の障害者白書、そこには2006年のデータが載ってお
り、大体724万人となっています。これは国民総人口で割ってみると、約5.6％ということになりま
す。ということは、世界的な平均からみても少ないということです。どうして日本は他の国に比較し
て障害者の割合が低いのかということを学部生の授業で考えさせることもしていますが、今日は割愛
します。

　さて、今見てもらいましたが、スウェーデンと
いうのは非常に障害者人口が多いという国の一つ
でして、平成20年５月にイェーテボリ大学という
ところに視察に行きました。
　この国の基本的姿勢としてあるものに、2001年
に「大学における平等な対応に関する法律」とい
うのが定められました。これを基に、大学におい
て障害のある方も含めた、平等でない扱いという
のは、してはいけないと定められております。イ
ェーテボリ大学というところは、まず全学レベル
で対応する部局というのをつくってありますし、
それからコーディネーターといわれる人もたくさ

んいます。その中に障害コーディネーターという方もいるわけです。大学としても平等な対応方針を
作って、障害のある学生に対応しようとしています。スウェーデンという国は非常に権利・責任とい
ったものを重んじるところがあります。

イェーテボリ大学における
「平等な対応」のための組織

・「平等な対応」に対する学長へのアドバイザー
・「平等な対応」委員会
・全学レベルの「コーディネーター」
・各学部に「学部コーディネーター」
・各部局に「部局コーディネーター」
・学生部に「障害コーディネーター」配置
・「平等な対応方針2007-2010年」公示
・「権利と責任－イェーテボリ大学における修学

の規定と法令」 公示
・障害者も含めた全ての者が大学入学権をもつ。

入学申請はインターネット経由であり面接はな
く、成績が基準に達していれば受け入れる。

基本的前提：
「大学における平等な対応に関する法律」（2001）
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　障害コーディネーターの役割は、「学生と障害
学生の集団に対して支援と助言を行う」「大学
の教職員に対して支援と助言を行う」「大学にお
けるアクセシビリティを発展させるために協力す
る」ということです。専任スタッフとして、コー
ディネーターと、それからさらに読み書きの障害
のある方への対応を専門とするディスレキシアコ
ーディネーターとがいます。

　発達障害も含めていろいろな障害のある方への
支援というのは、ここに挙げただけでも13ほど
あります。例えば「講義の履修方法などのディス
レキシアのある学生に対する特別講義」を行った
り、「レポートの作成方法などの書字障害のディ
スレキシアのある学生へのスーパーバイズ」を行
う等、発達障害と思われる方への支援というのも
当然おこなわれているのです。

　このように大学における障害学生支援をきちん
と行う体制を整えたことで、昨年のデータによる
と、10年以上前に比べて、障害学生がコーディネ
ーターに相談する件数は非常に高まっています。
つまり、自分がニーズがあると思っている学生さ
んは、コーディネーターにお願いすればいろいろ
な支援を受けられるということを分かってきて
おり、それで積極的に活用しているということで
す。

障害学生に対する教育的支援

①ノートテイク
②異なった方法での試験の実施
③主に肢体不自由者のためのパーソナルアシスタント
④試験のためのコンピューター使用
⑤書籍貸与期間の延長
⑥録音図書と点字図書の保障
⑦使用可能な形態での資料の提供
⑧必要なコンピューターのソフトウェア
⑨講義の履修方法などのディスレクシアのある学生に対する特別講義
⑩レポートの作成方法などの書字障害のディスレクシアのある学生への

スーパーバイズ
⑪手話通訳者

⑫大学附属図書館における特別室の提供
⑬修学指導教員による学生に対するカウンセリング

障害学生支援の成果

• 障害コーディネーターに連絡を取った障害学
生数

• 1993/94年＝483人
• 2007年度＝5,455人（約11.3倍）

• 障害学生自身はこれまでの経験から、自分の
障害や教育的ニーズについて話すことによっ
て援助が受けられることを知っており、また
援助があればできるという意識もある
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　発達障害学生に関するエピソードについて障害
コーディネーターに対してインタビューしたので
いくつか紹介します。
　「発達障害に限らず障害があるということを教
員にも周りの学生にも明かし適切な支援を受け
ることがフェアであるし、周りの学生にも障害学
生が特別な支援を受けていることは当たり前とい
う風土がある。この辺りが特に明確なのは、期末
試験においてである。」、「例えば、ディスレキ
シア（読み書き障害）という確定診断のある学生
は、医師の診断書において、スペルのミスでは減
点しないこと、試験時間の延長を認めること、と

あるため、そのような措置がなされた。また極度の不安障害で吃音のある学生も、診断書に書かれて
いる配慮に従い、見慣れた教員が試験監督をすること、見慣れた教室でイージーリスニングのＣＤを
かけながら受験することなどの特別な支援がなされた」など。このような事例、日本であるでしょう
か。少なくとも私の知る限りでは記憶はないです。
　ただし、平等に権利を重きを置くことを遵守する一方で、その弊害もあります。「大学が平等と権
利を保障する中にあって、医師の診断書がなく個人的事情による学習不全と思われる学生もニーズを
主張し特別な支援を求めてくることがあり（例えば金銭的な理由から深夜バイトを行い、そのため十
分な成績が試験で出せないため追試を要求するなど）、対応に苦慮している様子も見受けられた」と
いうことです。つまり、どこまでが権利なのかというところですね。かなり強行に言ってくる学生さ
んもたくさんいるということでした。

　スウェーデンのイェーテボリ大学から得られた
知見は、以下の三つに整理できます。
　一つは、「スウェーデンだからできること」が
あります。これは、まず入試がないのです。そし
て授業料も基本的に要りません。入学の申し込み
を郵送やインターネットでするわけですが、そこ
には別に障害の有無は書く必要はありません。し
たがって入学してみたら実は目が見えなかったと
か、そういう方がいるです。でもそれは、誰しも
が、大学に入ること、そして大学の授業を受ける
ことができる、という平等さを保障する国だから
こそできることでしょう。

　二つめに、「日本でもできること」があります。これはたとえば講義資料のデータベース化と国立
図書館などへの一元配置です。ただ、大学での授業内容も日進月歩で、毎回ブラッシュアップしてい
ます。少なくとも私の授業内容はそうです。ですから、昨年使ったものを今年使えるということはな
かなかないこともあるのですが、スウェーデンの大学での障害学生支援の規定において、例えば授業
に使う資料あるいはテキストは、最低でも一月前までには必ず公示して、障害のある学生さんたちが
図書館なりネット上なりで事前に入手できるように、ということを定めてあります。もし日本でも、
講義資料がデータベース化されていれば、障害学生にとってはとても便利でしょう。
　それから、障害学生支援を専門とするスタッフ、コーディネーターといったものが置かれたり、あ
るいは、大学のミッションや方針として障害のある学生さんをきちんと支援していくということを銘

イェーテボリ大学から学ぶこと

• 1． 「スウェーデンだからできること」
• 入試なし

• 授業料なし

• 2．「日本でもできること」
• 講義資料のデータベース化←（ただし著作権法の改正必要か）

• 大学に障害学生専門担当のセクションの設置とスタッフの配置

• 教育関係法規や大学方針に、大学での障害学生支援を具体的に位置づ
ける

• 3．「今すぐにはできないけれど長期的視野で行うべきこと」
• （診断書に基づくような）学生のニーズに応じた支援

• ↑大学側に障害をカミングアウトすることが、本人のメリットと
なるような支援体制整備

• ↑社会の理解が必要 幼少期からの障害理解教育や平等と権利に
関する教育も

イェーテボリ大学でのエピソード

• 発達障害に限らす障害があるということを教員にも周りの学生にも明
かし適切な支援を受けることがフェアであるし、まわりの学生にも障
害学生が特別な支援を受けていることは当たり前という風土がある。
このあたりが特に明確なのは、期末試験においてである。

• たとえば、ディスレキシアという確定診断のある学生は、医師の診断
書において、スペルのミスでは減点しない、試験時間の延長を認める
こと、とあるため、そのような措置がなされた。また極度の不安障害
で吃音のある学生も、診断書に書かれている配慮にしたがい、見慣れ
た教員が試験監督をすること、見慣れた教室でイージーリスニングの
CDをかけながら受験することなどの特別な支援がなされた。

• ただし、大学が平等と権利を保障する中にあって、医師の診断書がな
く個人的事情による学習不全と思われる学生（たとえば金銭的理由か
ら深夜バイトを行いそのため十分な成績が試験で出せないため追試を
要求するなど）もニーズを主張し特別な支援を求めてくることがあり、
対応に苦慮している様子も見受けられた。
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打って、具体的支援を進めることも、見習うべき大事なことと思います。
　第三に、「今すぐにはできないけれど長期的視野で行うべきこと」があると思いました。例えば先
ほど述べたように診断書に基づいた権利の保障を学生は要求してきます。この前提となっているの
は、大学側に自分が何らかの特別なニーズがあることをカミングアウトするという風土があることで
す。でも、日本ではまだそれができません。なぜかというと、まだ本人のメリットにならない。むし
ろ自分は発達障害であると言うことによって差別や偏見などのデメリットが生じることのほうが多い
のです。
　ですから長期的な視野としては、障害理解教育といいますが、幼少期から他の障害と並べて、発達
障害という障害のある人もいるのだ、ということを当たり前に教えていくことが必要です。そうする
と、あと10年、20年たったときには、こういった状況が変わってくるかもしれません。平成19年度よ
り本格実視した特別支援教育が成果を上げてくると、あと10年ぐらいしたらそこで適切な支援を受け
てきた子どもが、特別な支援を要求しながら大学に進学するということもめずらしくなくなるかもし
れませんね。

　さて、わが国に目を転じると、わが国で発達障
害のある学生はどれぐらい在籍しているのでしょ
うか。
　文部科学省が小学校・中学校の先生方に行った
調査においては、小中学校の通常学級に発達障害
ではないかと疑われるような子どもは約6.3％い
るのではないかということが指摘されています。
この子たちは全般的知的発達に遅れはありません
ので、通常学級に在籍し、入試を突破して高校に
行きます。さらにその中には、大学や短大に進学
する方もいるでしょうし、一般就職される方も当
然いるわけです。

　ちなみにこれは「全国ＬＤ親の会」の行ったア
ンケート調査の結果です。日本ＬＤ親の会といい
ますが、実際には対象は学習障害だけではありま
せん。中にはアスペルガー症候群の方、高機能自
閉症、ＡＤＨＤの方もいらっしゃいますが、この
会では総称してＬＤと言っています。ここがおこ
なった調査報告によれば、中学校を卒業後の進路
として、高校に行かれる方が非常に多いことがわ
かります。８割ぐらいは通常の高等学校に行って
いるのです。

（参考）中学卒業後の進路

• 通常教育
84.5％

• 特別支援学校
11.1％

• フリースクー
ル・就職・在
宅など 4.4
％

中学卒業後の進路

高校全日制普通科

高校全日制専門学科

高校通信制

高校定時制

高校単位制

高等専修学校

専門学校

養護学校高等部

高等養護学校

フリースクール

就業・一般

在宅

その他

不明

全国LD親の会調査
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　もう一つの調査、これは日本学生支援機構が毎
年行っている調査です。さまざまな障害のある方
たちが今、大学で学んでいますけれども、そのう
ちわずかに3.3％ぐらいの方が発達障害です。た
だし、この数値は、明らかに確定診断のある方を
示しています。
　ちなみにその内訳ですが、一番多いのはＨＦＰ
ＤＤです。これは高機能広汎性発達障害、つまり
アスペルガー症候群や高機能自閉症の方です。ス
ウェーデンやアメリカなどで、高等教育段階にお
ける発達障害者の支援対象の中心となるのは、先
ほども述べたようにディスレキシア、ＬＤのよう

な読み書き障害の方となるのですが、こと日本においては、発達障害でも、高機能広汎性発達障害の
方が多いということが特徴的です。

　次に示すこれも日本ＬＤ親の会の調査です。高
校から大学へ進学する方は結構いることがわかり
ます。ただし、この調査結果は日本ＬＤ親の会の
会員の子どもに限定した調査ですから、親の会に
所属しているということはご自分のお子さんが発
達障害あるいはその疑いがある子どもであると認
識しているケースであり、日本における発達障害
者全体の数を反映したものではありませんのでご
注意ください。これによると進学率48％という数
字です。でも、その48％の人たちが、果たして大
学側に、うちの子供は発達障害がありますとカミ
ングアウトしているかというと、おそらくそんな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことはまれでしょう。
　ただ、進学しているからいいかということでもなくて、後で触れますが実はせっかく大学に入学し
ても、中退する方も結構いるのです。

　それから、これも日本学生支援機構の調査です
が、発達障害という診断がある学生さんに対し
て、実際にどの程度大学が支援を行っているとい
うのが、この「支援学生の支援率」です。確定診
断があり大学にカミングアウトしている発達障害
学生のうち、半分程度にしか何らかの支援を行っ
ていない、ということが分かります。

高校卒業後の進路

• 大学、短大、専門学校への進学率 48.0％

在学中 卒業 中退 不明
大学 34 23 6※1 5 0
短大 15 4 9※2 0 2
専門学校 72 30 32 10 0
計 121 57 47 15 2

※1　うち2名は大学院に進学
※2　うち4名は大学に編入

進学者

全国LD親の会調査
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　その支援の内容なのですが、これでは見にくい
と思います。ただ、いろいろな障害のある方たち
に対して、これまた大学ではいろいろな支援をし
ているということをまずこれで見て感じていただ
いた上で、次に発達障害に関する部分のみ少し大
きく出してみましょう。

　「実技・実習配慮」が非常に多い。それから
「注意事項等文書伝達」というのが次に来ます。
「教室内座席配慮」、このようなことで対応して
います。でもこれは、先ほどから言っています
が、発達障害という診断名がある学生さんへの対
応です。

　今、日本の大学は、障害のある学生さんに対し
てどういう支援をしていくかということを考えて
いく時期に来ております。そのとき、大学として
は障害学生を受け入れはしたけれど、大学におけ
る障害学生支援の方法などはどこに教えてもらっ
たり相談したらいいのか困りますよね。そういっ
た相談に対応するために、日本学生支援機構の方
で、大学がすでにノウハウのある大学に相談でき
るように、相談の拠点校を定めています。宮城教
育大学、筑波大学、日本福祉大学等が現在拠点校
となっています（註：平成21年１月より富山大学
も拠点校となりました）。

　ただ、この表を見ていただいたら分かるように、拠点校といわれるところでも、発達障害に関して
相談を受けつけますよ、というところは全部ではないのです。この点からも、発達障害に関する支援
というのはまだまだこれからで、模索中だといえるでしょう。
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　もう少し細かく見ていきましょう。実際に今、
学生さんがいるというところでどんな支援をして
いるかという話をしていきます。
　これは日本ＬＤ学会という、発達障害の教育関
係の一番大きな国内学会が行った調査の結果で
す。ただし、これは調査の対象者となっている方
に結構偏りがありまして、ＬＤ学会、つまり、発
達障害のことに関心のある学会員のいる大学に限
定して調査メールを送って尋ねているので、回答
者は、皆さん発達障害のプロパーということで
す。そういう意味からも回答の読み取り方には注
意が必要です。

　「特別な部署や組織が設置されている」かという項目についてですが、特に発達障害に対して設置
されているのは回答者43名のうちの７校で、そんなに高い割合ではありません。すでに部署を置いて
いるところでは、これが具体的にどんな部署なのか、少し気になりますが、詳しくはこの調査結果か
らは分かりません。次に「インフォーマルな組織を有する」かということについて、これもどのよう
なものか分かりません。「教授会の話題に取り上げられたことがある」。これはそこそこ（15校）で
すね。

　では、どのように支援を開始したのか。これは
一番多いのは、先ほど言いましたように、発達
障害に関心のある教員がこの調査の回答者ですか
ら、当然、発達障害に関するプロパーから支援開
始となっております。ですから、「回答者が支援
の必要性があると考えて」ということが高いわけ
です。それは当然だと思います。私でもそうなる
でしょう。しかし、他大学がそうかといえばそう
はならないでしょう。一方で、「本人の申し出に
より」や「保護者の申し出により」というのが、
やはり少ない。なかなか本人や保護者からは支援
ニーズがあるということを申し出てくれないとい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うことを反映しているのかと思います。

　これも日本ＬＤ学会の調査の結果です。「大学
教員の行った指導や支援」がいろいろ挙がってい
ます。これは、回答者が発達障害のプロパーだと
いうこともあるので、必ずしも一般的な大学での
対応とは異なることを念頭に見ていただきたいの
ですが、こんな支援をやっているということがあ
ります。
　次に「講義・演習の際に実施されている指導・
支援」としてもいろいろ挙げられています。例え
ば、ノートテイクも、聞いて理解することに困難
を有する発達障害の方に有効だったりすることが

大学における支援体制の状況

身体障害のある学生に対
するもの（％）

発達障害のある学生に対
するもの（％）

特別な部署や組織が設置さ
れている

10校（23.8） 7校（16.7）

インフォーマルな組織を有
する

19校（47.5） 8校（19.1）

特別な組織はないが、学生
部などで随時必要な支援を
行う

31校（79.5） 17校（42.5）

教授会の話題に取り上げら
れたことがある

25校（64.1） 15校（36.6）

日本LD学会（2008）

LD学会会員のいる大学に、メールによる
質問、190名中43名回答（22.6％）
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あります。ですが、「どのような援助が必要なのかの見極めはやはり難しい。教員は接触する機会が
限られているので、その学生の状態を把握してくれる窓口になる人物がいるとありがたい」、これは
多分正直な感想だと思います。最初に言いましたが、例えば目が見えない学生さん、耳が聞こえない
学生さんのようには、具体的支援の方策というのがなかなか思い浮かばないのが発達障害の方です。

　それから、支援を受けた学生の障害の種類で多
かったのはアスペルガー症候群と高機能自閉症の
方がほとんどです。先ほども言いましたが、欧米
と少し違う状況です。つまり、ＬＤではなく、日
本で発達障害といえば、アスペルガー症候群や高
機能自閉症の方が非常に多いということです。
　「支援を受けた学生が呈した困難」について
も、上位に来ているのは「友人との適切な人間関
係の構築に関する困難」、「教員との適切な人間
関係の構築に関する困難」、といった人間関係に
まつわる問題です。

　「試験・評価の際に実施されている指導・支
援」というのは、試験の「方法」を変えるということが多くて、試験の「内容」を変えるというのは
まだ少ないです。高等教育機関における障害学生の支援というのは、発達障害に限らず、原則として
「内容」を変えるのではなく、「方法」を変えることだと私は常々思っています。つまり「あなた
は、みんなと同じにはできそうもないからレポートをしなくてもいい」ではないはずなのです。それ
では、やはり、高等教育ではないのです。視覚障害者であれば、紙に印字して提出しなくても、点字
ライターで入力しそれをテキストデータに変換してメールで教員に送付するということでも良いわけ
です。同様に、書くのが苦手な学生は、試験中にはパソコンにより回答してもよいわけです。これが
内容ではなく方法での「合理的配慮」なのです。

　ちなみに、このような資料もあるので紹介しま
す。これはまた日本ＬＤ親の会の資料に戻りま
すが、大学卒業後はどうしているのかです。これ
は、「就業・一般」、つまり一般就職をした方に
ついてです。大学卒業の人が白で示してありま
す。そのほかの「パート」、あるいは障害者手帳
を取って就職する「就業・障害」というのに比べ
れば「就業・一般」は高いことが分かります。た
だし、この結果をみて、大学は発達障害があって
も就職できるわけだし、とにかく就職をさせれば
いい、と安易に考えてもらっては少々困ります。

• 就業・一般：雇用保険の基準ラインである週3日、20時間以上一般
事業所などで勤務

• 就業・障害：障害者手帳を利用するなど雇用対策上の特別な支援を
得て週3日、20時間以上一般事業所などで勤務

• パート：週2日、20時間未満一般事業所などで勤務

N=252人

全国LD親の会調査

大学卒業後の課題
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　どういうことかというと、「就職・一般」、つ
まり一般就職した人の中のうち、離職者は実に
７割にのぼります。しかも就職して半年から１年
の間にほとんどの方が辞めてしまうという状況で
す。それから「離職の理由」がここに示されてい
ますが、「個人的理由」と「退職に追い込まれ
た」が多くほとんどです。この「個人的理由の具
体的内容」としては「人間関係」、「職務能力不
足」がほとんどを占めています。
　退職後、ふたたび一般就労される方は半分近く
いるのですが、中には知的障害者の療育手帳、あ
るいは精神障害者の手帳である精神障害者保健福

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　祉手帳いうものを取得して就職するという方も２ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　割ぐらいいます。

　ですから、どこまで大学が支援するべき範疇か
という議論もあるでしょうが、発達障害もしくは
その傾向のある学生については、就職が決まれば
オーケーかといったら、そうではないのだという
ことも認識する必要があるでしょう。

　

　今までの話をまとめますと、国外、例えばアメ
リカやスウェーデンなどでは、国の法律として、
障害のある方の差別禁止が定められています。さ
らには大学における平等保障についてもある。そ
して身体障害者の方などへのアクセシビリティの
保障が、発達障害学生にも当然行われています。
それから、発達障害の方に関しては、先述のよう
に、ＬＤ、つまりディスレキシア、読み書き障害
が中心となっています。ただし診断書があること
が前提です。
　国内に目を転じます。
　朝日新聞社で「大学ランキング」というものを

出しており、毎年私はこれを楽しみに見ています。これはいろいろなユニークな指標での大学ランキ
ングが出ているのですが、その中に「障害学生の満足度」という項目があります。そこで毎回上位を
占めるのがここに示したような大学です。ランキングは20位までしか出ないのですが、いつか富山大
学もここに入ってほしい。そのためにがんばりたいと思っています。
　全国的にみて障害学生の在籍はここ数年でも明らかに増えています。中には障害者特別入学枠を設

就職・障害の状況

全国LD親の会調査

就職・一般の状況

全国LD親の会調査

一般的事項 身体障害 発達障害

国外 ADA法（1990，アメリカ）

Disability Services（障害
学生支援室）

「大学における平等な
対応に関する法律」
（2001，スウェーデン）

当然OK LD（ディスレキシ
ア）が中心（DAISY
化など）

国内 広島大学
日本福祉大学
同志社
東京大学 など
（朝日新聞社大学ランキング）

在籍の増加
障害者枠（四国学院大学、
筑波大学など一部大学、
身体障害者のみ）
アファーマティブ・アクション、研究

実態としてASなど広
汎性発達障害が中心
GP採択校などの取り
組み

富山大学 鋭意推進中 在籍
21年度より生命融合科
学教育部に、博士課程
学生の受け入れ／専任
教員の配置

実態として学生在籍
トータルコミュニケー
ション支援室

障害学生支援の動向
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けているユニークな大学もあります。例えば四国学院大学、筑波大学など、まだまだほんの一部です
が。ただし身体障害の方のみです。発達障害の方の枠がある大学は聞いたことがありません。また障
害者の特別枠を設ける目的も大学によって異なります。四国学院大学では「アファーマティブ・アク
ション」、つまり「差別是正」という意味でやっておりますし、筑波大学では障害学生には教育を提
供するとともに障害を科学するという専攻の目的から学生自身が研究対象となることを了解して入学
することになります。
　では、発達障害についてはどうでしょう。統計には表れませんが、実態としてはアスペルガー症候
群など広汎性発達障害が中心に多数入学していると思われます。現在、富山大学も含めて、学生支援
に関するＧＰ（Good Practice）として文部科学省から採択されている大学が、今どのように支援をし
ていけるかということを模索している段階です。富山大学におけるケースととして、この後の吉永先
生と西村先生の発表を楽しみに聞いていただけたらと思います。
　それから、これも富山大学のすごく興味深い取り組みと思いますけれども、実は平成21年度から、
生命融合科学教育部というところの博士課程に、大学院として若干名の身体障害の方の受け入れ枠を
設けることになりました。またそのために、今年度より障害学生支援の専任教員も配置されました。
このように富山大学はすごく先進的な取り組みをしています。

　でも、課題がいくつかあるかと思います。
　まず、支援の必要な学生の対応窓口はどこが担
うのかという問題です。大学に現在、「障害学生
支援室」などと障害学生の支援センター的な部署
を設けているところは少なくありません。でも、
そういう名称で、はたして発達障害の人が訪ねて
くるでしょうか。多分来ないでしょう。では、発
達障害の学生さんにはこういう窓口ではないとこ
ろが必要となります。
　それに発達障害学生に対する支援の開始は、診
断名を待ってはいられません。支援が必要な学生
をどう取り込むのか、これも問題です。

　大学は、入学から卒業まで責任を持つという教職員側の意識改革も必要です。試験を突破して入っ
てきたわけですから、障害があるからうちでは面倒は見れないなどとは絶対に言ってはいけません。
ただ、支援を考えていく上で、誰が支援者となるのでしょうか。身体障害学生のように機械設備の充
実や、学生支援者を用意するという方策では、彼らの困り感に対応した支援にはなりません。かたや
発達障害についてほとんど何も知らない一教員が一人で卒業までサポートするというのはやはり大変
です。
　それから、発達障害の方というのはほかの障害に比べると、支援の内容の一つとして「自己理解」
を含めざるをえないケースがあります。そういうことも考えなければいけません。
　また、社会性やコミュニケーションの困難さを持つ学生の支援が中心となっているのが日本の状況
だと申しましたが、はたしてＬＤ、ディスレキシアの学生は本当にいないのかは分かりません。潜在
的なニーズとして隠れているのかもしれません。
　就職につながる、あるいは就職するだけではなくて、続けられるような支援も必要です。
　ですから、このように、障害学生支援をめぐる課題にはいろいろあると思います。
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　こうした課題を踏まえたときに、発達障害の学
生に対しては、かなり包括的なサポートが必要で
す。例えばどの大学にもおそらく保健管理センタ
ー、学生支援相談室といった部署があります。で
も、ここで行う支援というのはあくまでカウンセ
リングです。そういう支援では、心のサポートと
して相談に来る可能性はありますが、それ以上の
具体的な支援はできません。例えば就職までつな
げるということは、この範疇ではないわけです。
　一方で、例えば先述のように「障害学生支援
室」や「障害学生支援センター」という部署を立
ち上げている大学もあります。しかしメインとす

る対象は身体障害であり、物理的支援、例えば人的支援、ノートテイカーをつける、移動介助の人を
つけるということを行っています。しかし自分自身が障害があるという自覚がない、診断があっても
そういうところへは行きにくいと感じる発達障害あるいはその傾向のある学生は、ここに来ません。
それに障害学生支援センターでは、確かに学習上のバリアフリー、例えば教科書を点字化するといっ
たことなどはできますが、発達障害学生の多くが抱えている問題は、コミュニケーション、社会性の
面です。その支援というのは個々のケースでまったく異なります。ですから、トータルな支援、オー
ダーメイドの支援が必要なわけです。
　そのようなことから、私もその支援スタッフの一員ですが、このトータルコミュニケーション支援
室というところが頑張ってほしいなという期待もあるわけです。

　発達障害学生への支援アプローチというのは、
いくつかの大学で取り組みが始められています
が、そのスタイルは大きくは二つあるのではない
かと思います。
　一つは、早期診断・介入型です。つまり、入学
時に全学生さんにスクリーニングを行って、そこ
で発達障害、あるいはその疑いがある学生さんを
把握して、そこから例えば支援をしていこうとい
うスタイルをとる大学です。けれども、自分は要
支援者という自覚がないのにいきなり呼び出され
て、社会的スキルの指導を受けなさいなどと言わ
れることは、はたして学生がすんなり受け入れら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れるでしょうか。
　一方ではニーズ対応型があげられます。たとえば、学生が指導教員との関係性の中で困っている。
あるいはスケジュール管理ができなくて困っている。障害ではなくそういった学生の感じている「ニ
ーズ」に対応していこうとするスタイルです。しかし、このスタイルでは、支援ニーズのある学生を
いかに支援につなげるのかが課題となります。
　このように、大きく分けて、発達障害学生への支援のあり方には二つあると思うのですが、私が富
山大学に身を置いていて感じるのは、よりニーズ対応型支援を志向して、トータルコミュニケーショ
ン支援室あるのだろうと解釈しております。その具体的な取り組みは、この後の発表をお聞きくださ
い。
　以上、「国内外の発達障害学生支援の動向」ということでお話をさせていただきました。ご静聴あ
りがとうございました。

発達障害学生に対する
包括的サポートの必要性

支援の内容 発達障害学生に
とって

課題

例）保健管理セン
ター／学生相談室

カウンセリング 心のサポートとし
て相談にくる可能
性がある

心の相談解決以上
のこと（就職支援
など）は難しい

例）障害学生支援
センター

教育、学生生活上
に生じるニーズに
対する物理的支援、
人的支援など

障害という自覚が
ない、診断があっ
ても行きにくいの
で来ない

学習上のバリアフ
リーには取り組め
るが、生活面での
サポートが難しい

双方の課題を解消できる、包括的サポートの必要性

トータルコミュニケーション支援室
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　ご紹介ありがとうございます。私は学生支援センター
の特命准教授であります、吉永と申します。どうぞよろ
しくお願いいたします。
　これから西村先生と共同で、「富山大学トータルコミ
ュニケーション支援室における発達障害学生支援の取り
組み」と題して発表させていただきたいと思います。先
ほど水内先生のご講演で、われわれトータルコミュニケ
ーション支援室の狙うところを非常に包括的にお示しい
ただきましたので、私どもはむしろ、トータルコミュニ
ケーション支援室の目線から具体的に何をやっているの

かということについて、ご説明できればと思っております。

　まず「富山大学に在籍する障害学生」ということで、
私が各部局に問い合わせをしまして、今、把握している
人数についてお話ししたいと思っております。
　いろいろな障害のタイプがあると思いますが、視覚障
害、聴覚障害、肢体不自由、病弱（内部疾患等）という
のがあります。また、把握している学生数が、１人、３

人、１人、１人ということで、なおかつ支援を受けてい
る学生さんが、視覚障害の方が１人と聴覚障害の方が１

人ということで、２人でございます。
　一方で、いわゆる発達障害といわれるところでござい

ますが、もう少し詳しく分類しました。まず一つは、ＨＦＡＳＤ、高機能自閉症スペクトラムといわ
れるものです。水内先生が高機能広汎性発達障害と言われたものとほぼ同義でございます。われわれ
が把握しているベースでいうと、診断の有無に関わらず、われわれが支援ないしは見ていて、そのよ
うに見立てをつけているという学生さんが、14人いらっしゃいます。そのうち、実際に診断を受けて
いらっしゃる方が３人いるということでして、そのうち、支援を受けている学生さんは11人、診断を
受けている学生さんが２人です。
　また、ＡＤＨＤ（注意欠陥・多動性障害）といわれる学生さんについては、診断を受けている方は
いらっしゃらないのですが、そういう傾向があるのではないかということを考えながらわれわれが支
援させていただいている学生さんが５人いらっしゃいます。
　また、非常に複雑ですが、高機能自閉症スペクトラムおよび注意欠陥・多動性障害の複合、どちら
の傾向もお持ちの方がいらっしゃるのではないかと考えておりまして、その方々が４人いらっしゃる
ということでございます。そのうち１人の方がＡＤＨＤのみの診断を受けていらっしゃいます。いわ
ゆるＬＤの発達障害の方については私どもの方では把握できていない状態でございます。
　この数字をぜひ見ていただいて、やはり数字が非常に多いということにぜひご注意いただきたいと
思っております。私たちも実際に発達障害傾向のある学生さんの支援に特化した支援室を立ち上げ

「富山大学トータルコミュニケーション支援室の活動報告
　　　　　　　　　　　―ミッション、 活動モデル、修学・就職支援の取り組み事例」

富山大学　学生支援センター　特命准教授　吉永　崇史　
富山大学　保健管理センター　准教授　　　西村　優紀美

富山大学トータルコミュニケーション支援室
における発達障害学生支援の取組み

2008年12月6日（土）

富山大学 学生支援センター

准教授 西村優紀美

特命准教授 吉永崇史
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まして、予想をはるかに上回る、潜在的な支援需要があるのではないかと考えております。個別支援
で、非常に丁寧にやっていくということが基本ではあるのですが、実際このように数が非常に多いと
いう状況において、その対応をどうすればいいのかということに関しましては、恐らく、思い切った
発想の転換が必要なのではないかと。現状行われている障害学生の支援とは、また少し違った発想を
しないと対応できないのではないかと考えています。

　そのような問題意識を持ちながら、われわれがどのよ
うに学生さんを支援していくべきなのかということで、
ミッション（使命）を掲げていることにつきましてご説
明したいと思います。
　これは第一部でお話しさせていただいた内容と一部重
複いたしますが、すべての学生の「社会的コミュニケー
ションの問題や困難さ」に焦点を当てよう、その支援を
「包括的」に行おうと思っております。要するに、トー
タルに、包括的に行うということと、社会的コミュニケ
ーションの問題に焦点を当てるということの二つの意味

が、トータルコミュニケーションという言葉にあるわけです。
　具体的に五つのポイントがございます。一つは、「学生本人からの相談だけではなく、教職員や保
護者からの要請も支援の出発点とします」ということです。先ほど水内先生からお話しいただきまし
たとおり、やはり本人そのもののニーズがない、支援の必要性が分からないのかもしれませんが、や
はり明確な支援ニーズというのが本人側からないということも大きな特徴なのかなと思っておりまし
て、そのためにどのようにわれわれが支援すべきかということを考えた結果、支援チャンネルを増や
すということになると思っております。
　二つ目ですが、「支援に先立ち、人間関係・学習・修学・就職活動上の『問題』や『困難さ』に向
き合いたい」と思っております。ですから、学習上のバリアを取り除くということ以上のものにもチ
ャレンジしていきたいということです。
　三つ目は、「サポートチームを個別に形成し、学生本人の同意のもとに支援に必要な情報を共有し
て、統一感のある支援を行います」ということでございます。必ず、学生を支援すると決めたら、２

人以上の人間が関わると。その２人以上の人間をもってチームとするということですが、そのチーム
の情報共有や、一緒に話し合って、本人も含めて、支援の方向性を継続的に発展させていくと。なお
かつ、それが一貫性を持っているということが非常に大事だと思っております。
　四つ目ですが、「『問題』や『困難さ』を整理して、解決や解消のための道筋や、実行に移すため
の方策を立てます。また、その実行そのものをサポートします」。
　最後ですが、いわゆるメタサポートとわれわれは言っておりますが、「学生を支援している教職員
や保護者もサポートの対象とします」、サポートの範囲を最大限に広くしていこうと思っておりま
す。
　私どもはそのような支援室のミッションをうまくご説明したいと思っておりまして、コミュニケー
ションマークというものを作りました。これは、非常に視覚的なイメージでうまくわれわれのミッシ
ョンを伝えたいという意図でデザインされています。このコミュニケーションマークには実は物語が
ございます。３色で構成されておりますが、グリーンは「安らぎ」、ブルーは「清らかさ」、イエロ
ーは「明るさ」を表し、学生・教職員・支援室が補完しながら緊密に関わりあうイメージを描いてい
ると考えております。
　少し分かりにくいですが、メビウスの輪というものをモチーフにしまして、「オフライン」「オン
ライン」の両面にわたって心身ともに安らかで、清らかな、明るい学生生活を送る心のつながりを永

トータルコミュニケーション支援室のミッション

3

グリーンは「安らぎ」、ブルーは「清らかさ」、イエローは「明るさ」を表し、
学生、教職員、支援室が補完しながら緊密に関わりあうイメージを描いています。

メビウスの輪をモチーフに、「オフ」と「オン」の両面にわたって心身ともに安らかで、
清らかな、明るい学生生活を送る心（ハート）のつながりを永続的にもたらす、
トータルコミュニケーション支援室の役割をやさしい色調で表現したマークです。

コミュニケーションマークのデザインコンセプト
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続的にもたらす。ハートマークに見えなくもないかなと思うのですが、そういう意味です。トータル
コミュニケーション支援室の役割を優しい色調で表現したマークということです。

　では、具体的な方法についてご説明したいと思いま
す。
　まず一つ目に、「オフラインとオンラインが調和する
学生支援システムの構築」を行いたいと思っています。
具体的には、対面式のいわゆる面談といわれるものの
サポートに加えまして、ＩＣＴ技術（Information and 
Communication Technology）を用いたウェブ上のサポ
ートを提供します。これは第一部でお話しさせいていた
だいた富山大学PSNSを使うということですが、それを
展開しまして、相談窓口の多チャンネル化を志向いたし

ます。また、次に１対１のサポートを補完する「多対多のサポート」、いわゆる支援者と被支援者が
複数の形態を積極的に活用していきたいと思っております。
　二つ目ですが、「コミュニケーション上の問題に対応する総合窓口の構築」を行っています。これ
を学際的に進めようと考えておりまして、まず、特別支援教育学、それから臨床心理学、それに加え
て医療学、医学です。それから最後に、これは私の専門でございます経営学、この五つの文理融合の
総合窓口を設置したということでございます。
　トータルコミュニケーション室、その実態はトータルコミュニケーション支援室でございますが、
そちらを学生支援センターといわれる全学組織の下部組織として設置しまして、保健管理センターと
密接に連携しております。この支援室は私が専任の教員なのですが、それと事務スタッフを２人置い
ておりまして、後ほど申し上げます知識経営、いわゆる経営の実践、知識経営の理論に基づいた実践
を行っていきたいと思っております。その支援室では、いわゆる専門家、医師、臨床心理士、特別支
援教育士スーパーバイザー、特別支援教育研究者等が当室の活動を支えているというような図式にな
っております。

　少し細かく、知識経営とは何かということも含めてご
説明したいと思います。こちらをぜひ参照していただけ
ればと思っております。
　要するに簡単に申し上げますと、私どもは富山大学の
中の方々、ないしは、大学は地域社会に開かれておりま
すので、そちらの方々と、対話と実践のサイクルをどう
やってつなげていくのか、どうやって回していくかとい
うことに対して、必死になってコミットするということ
でございます。あくまでも、その問題をどのように解決
するかについては結果だと思っていまして、あくまでも

われわれがやっている目的は、実践と対話をどうつなげていくかです。それをきめ細かくつなげてい
って改善していくことによって、最終的に問題が、結果として解決する、ないしは解消するというよ
うなイメージで活動を行っております。この実践と対話をずっと続けていくためには、いろいろな仕
掛けが必要だと思っておりまして、私は主に三つだと思っています。
　一つは、ミッションといわれるもの。われわれがどこに行きたいのか、どういう使命を持って活動
しているのかということを、皆さんに了解可能な形で、なおかつ、第一部でエーザイの高山先生がお
っしゃいましたが、やはり公共善としてどうとらえるかということをきちんと明文化することが必要

トータルコミュニケーション支援室の活動モデル
知識経営の実践

5
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だろうと思っております。それが先ほど申し上げましたミッションでございます。
　ただ、そのミッション自体は非常に抽象的ですので、それをさらに行動ないしは対話のアクション
につなげていくためにはどうすればいいかということを考えますと、やはりもう少し具体的なルール
での目標が必要だろうということで、それを私たちは「駆動目標」と呼んでおります。われわれがか
き立てられるという意味での目標です。これを三つ立てさせていただいています。
　一つは、「学生・教職員の『いま、ここで』」ですね。“Here and now”と英語ではいいますが、浮
かび上がった支援ニーズを逃がさないということです。計画的な言葉では、機会損失の最小化という
ことを言っております。
　二つ目ですが、「相矛盾する支援のカタチを両立させる」。例えば、やはり面談なのか、オンライ
ンなのかというのは、どちらかというと対立してしまいがちだと思います。また、専門家による支援
がいいのか、それとも、非専門家の方、普通の一般の方々の支援がいいのかということで、それも対
立軸にある場合もあります。われわれはそれを対立軸としてとらえるのではなくて、相補的な関係と
して、なおかつそれを超える、両立させた形での支援の形を追求したいと思っております。
　この一つ目と二つ目の形は本当にすごく大変でございまして、まじめにやるとあっという間に燃え
尽きてしまうのですね。疲れてしまうわけです。この二つをやりながら、なおかつ燃え尽きを防止
するにはどうすればいいのか。これは、やはりお互いに支え合っていくということになると思います
が、このお互い、支援者同士が支え合っていくということを、われわれは最も重視しております。
　この駆動目標をお伝えしながら皆さんとつながっていくということですが、やはりこのような活動
を続けるためには、教職員の方の能力開発といいますか、力を高めていくことが必要です。そのため
に、われわれとしてはＦＤ・ＳＤ研修を行ったり、また、学生支援の事例を積極的に物語化していく
ということも必要なのかなと思っています。
　このような流れを地域社会の方々にも還元させていただきたいし、なおかつ一緒に考えていきたい
ということで、保護者の方々、支援機関の方々、高校の先生方、また大学間連携、また産官学という
ことで、企業の方々ないしは行政の方々ともつながっていきたいと思っております。そのためにも、
やはりミッションの共有が必要だと考えております。

　次に具体的な支援のイメージということでご説明した
いと思いますが、まず、やはり学生さんの「どうしよ
う？　困った！」というのがあると思います。ここに具
体的にいろいろ書いていますが、例えば「課題が重なる
とこなせない」「相手の言いたいことが分からない」
「就職活動ってどうするの」「自分の言いたいことをう
まく伝えられない」「なかなか外に出られない」という
ことがあります。
　一方で、実は教職員の方も困ってらっしゃるのです。
「僕のクラスにいる学生さんって、いつも一人で行動し

ているな」とか、「ゼミに出てこない」「臨機応変に対応してくれないな」「提出物が何でこんなに
遅れるんだろう」という困りごとがあるわけです。私たちは学生さんの困りごとだけではなくて、教
職員の方々の困りごとにも対応したいと思っています。
　この二つ、プラス保護者の方々の窓口があると思っておりますが、そういった困っている方々とう
まく連携・協働いたしまして、ここにも、それプラス保健管理センターや学生支援系職員、外部専門
機関というふうに書いてありますが、それぞれとわれわれがつながって、サポートチームというのを
組んで、実際にサポートしていくということです。その具体的な方針というのが、大学生活全般なの
か、それとも履修・スケジュール管理なのか、対人関係なのか、レポート・卒論・実習等の課題支援
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なのか、就職活動・進学相談なのか、もしくはこの複数あると思いますが、それを見極めていくとい
うことで方針を立てていきたいと思っております。

　実際の支援を受ける流れですが、まずはやはり相談し
ていただく、連絡していただくということでして、この
相談窓口の一つとして、富山大学PSNSを使っていきた
いと思っております。実際、この富山大学PSNSは来年
度については入学生の方全員にログイン情報をお配りし
たいと、今、調整を進めさせていただいております。な
かなか支援室に訪れることが難しくても、こういう形で
気軽に相談していただけるようなアクセスチャンネルを
設けたいと思っております。教職員の方々も同じでござ
います。

　実際つながることができましたら、どんなことに困っているのかということをじっくり話を聞いて
いくということでございます。それで、今後の相談サポートの方針を決めていきます。サポートの方
法は、オフラインでのサポートとオンラインでのサポートがあります。これはどちらかということも
ありますし、どちらもということもあります。私たちとしては、どちらもということを最優先に進め
ていきたいと思っております。
　それで実際にサポートを開始していくわけですが、こちらの五つが私どもの考えているサポートポ
リシーです。まず最初に、学生が抱えるそれぞれの困りごとに合わせたサポートを行いたいというこ
とで、「手づくり支援」と呼んでおります。また、自己理解を深めるカウンセリングをしていきたい
ということで、「心理教育的支援」と呼んでおります。三つ目が、自分自身の特性を生かす方法を一
緒に考えたい、苦手なところや問題だけではなくて、その人が本当に生き生きとできる特性、いいと
ころをどうやって生かすかを「コーチング」によって考えていきたいと思っています。また、「支援
者へのサポート」ということで、周囲の方たちの悩みや不安に向き合っていこうと。最後に「キャリ
ア支援」でございます。自分の良さを生かした就職・進学のサポートを行っていきたいと思っており
ます。

　実際、この支援の特徴の例としまして、やはり「ＳＮ
Ｓの活用による『オフ』と『オン』の相乗効果」という
ことでございます。こちらは、ある学生さんのためだけ
につくったコミュニティでして、私と西村がメンバーに
なっているのですが、ここで「何か思い付いたことがあ
れば書いてください」と言っています。本人とは別に面
談をずっと続けておりまして、その中でなかなか言えな
かったこと、言いたかったことを、ここでしっかりと時
間をかけながら文章にしていってもらっています。それ
で、私たちがコメントをつけて、またコメントを返して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もらうというようなことを面談と同時並行にやっていま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す。

トータルコミュニケーション支援の流れ

7

トータルコミュニケーション支援の特長（1）
SNS（ICT技術）の活用による「オフ」と「オン」の相乗効果
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　サポートチーム形成につきましては一例をお示しした
いのですが、理系の方のＢさんという方がいて、この方
はＡＤＨＤ診断があって、かつ高機能自閉症スペクトラ
ム傾向を持つ方だとわれわれは見立てております。サポ
ート事例といたしまして、われわれトータルコミュニケ
ーション支援室以外に、学外の連携先としては学外実習
先機関や保護者の方とつながっているということでござ
います。われわれは学内リソースとしまして、幾つか専
門部署がございますが、そのうち保健管理センター、学
務部、学部担任教員。あと、これはわれわれの大きな特

徴であります保健医療人教育室という、医療にかかわる全人的な教育を進めていくところですが、そ
ちらともつながっておりまして、また、大学附属病院ともつながっております。
　われわれが何をしているかといいますと、履修・スケジュール管理、心理教育的支援、いわゆる自
己理解を促進するための支援と、キャリア支援、あとはこの全体のサポートプロジェクトの管理をさ
せていただいております。
　ほかもいろいろ役割分担を持っていただいておりまして、保健管理センターではカウンセリング、
実習支援、われわれチームの連絡調整をしていただいております。学務部では、履修・実習管理、学
部担任教員の方には、履修指導や実習企画・指導をしていただいております。保健医療人教育室にも
履修指導をしていただいております。また、大学附属病院では、投薬治療をしてもらっております。
この関係図の中で常に情報共有をしているという状況だとご理解いただければと思います。
　ここまでで私の説明は終わりにしまして、次に西村の説明とさせていただきたいと思います。

　西村です。では、引き続き同じ資料を用いまして、ご
説明させていただきます。

　パンフレットをご覧ください。支援室における支援の
対象は全学生ではありますが、その中でも発達障害傾向
のある学生たちもこの支援室で支援していきたいという
ことで、このようなページを作りました。「このような
人たちにもトータルコミュニケーション支援室は強い味
方」ですと語りかけています。現在のところ、診断があ
る方というのは非常に少ないのが現状です。まだ診断を

もらっているわけではないけれど、「なんだかうまくいかない・・・。これはきっと自分の心掛けが
悪いからだ・・・。自分に自信がない・・・。何をやっても途中で失敗するのは、自分に能力がない
せいだ・・・。」というふうに誰にも相談できないで非常に悩んでいる方がいらっしゃいます。誰に
でも同じような一面はあると思いますが、その下に書いてありますように「小さいときから、こんな
ことで困っていませんか？」という文章にありますように、最近になってこんな目に遭ったとか、こ
ういうふうに思ったというのとは性質が違うのです。発達障害というのは、幼少時から現在に至るま
で引き続き同じようなことで悩み、苦しみ、失敗が、時と場所を変えても依然としてあり続けるとい
うところが大きなポイントになっているのです。

ここでは、「これらの困難さは、以下のような特性から来るのかもしれません」という形で整理し
ています。

10
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　これは社会性コミュニケーションの困難さを持つ方た
ち、自閉症スペクトラムの圏内の方たちのエピソードで
す。これも障害という言葉をなるべく少なくして表現す
ることを心がけ、困った顔のエピソードとうれしい顔の
エピソードというように両者を並行して表現しました。
　まず、困ったエピソードとしては「言葉のニュアンス
よりも文字通りの解釈に頼ってしまい、他人からすれば
とんちんかんなことを言ってしまう」「常識が乏しいと
言われることが多く、当り前のことでもどのように振る
舞ってよいか分からず融通が利かない」「曖昧なことが

苦手で、急な変化にとまどうことが多く、新しい状況に適応するのに時間がかかる」ということが挙
げられます。
　こういう困ったことがある一方で、こういう優れた部分もあるというところをピンク色のところに
書いてあります。「自分の興味関心のある専門分野については、深く追求できる」「機械的な記憶が
必要とされる仕事や数的処理が必要な仕事は完璧にこなす」「ルーチン化された仕事を、飽きること
なくやり遂げることができる」。このような良さを持っている人たちであるということを強調したい
と思います。

　次は、集中力の問題と衝動性のあるＡＤＨＤといわれ
る方たちの困ったエピソードというのがこちらです。
「部屋や机の上が片付けられず、必要なときに必要なも
のが見つからないことが多い」「意識しているのに時間
に遅れたり、注意しているのに大事な約束を忘れて信用
を失うことがある」「思ったことをすぐに口に出してし
まい、人間関係のトラブルを招いてしまう」。このよう
なことを聞いていると、何となく自分に当てはまるよう
な気がしてこられるかもしれませんが、先ほど申しまし
たように、発達障害の場合、このようなことが小さいと

きからあって、それで非常に苦労しているということがとても重要なのです。
　その一方、とてもいいところもあります。「初対面の人ともすぐに仲良くなれ、『楽しい人だね』
と言われることが多い」「従来の枠にとらわれない自由な発想や誰も思い付かないアイデアがひら
めき、すぐに実行に移すことができる」「いったん集中すると、疲れ知らずで取り組むことができ
る」。「過集中」といって、集中のコントロールがうまくいかないので、非常に集中し過ぎてしまう
人が多いようです。集中しているときはいいけれども、それ以外のときにぼーっとしてしまうことが
あり、集中とぼんやりの差が非常に激しいことが特徴です。そういういい面と、ちょっと困った面と
いうのを並列して書いてみました。

12
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　「自分にはこのようなエピソードが当てはまると思う
人もいるかもしれません。日々の生活の中で著しい問
題がなければいいのですが、一人ではうまくいかない場
合、気軽に支援室を訪ねてきてください。私たちは、あ
なたの困難さの陰に隠れているあなたの良さを見つけ出
して、あなたらしく大学生活を送るためのお手伝いをし
ます」ということが私たち支援室のメンバーのスタンス
であるといえるでしょう。発達障害の方々がご自分の困
難さに苦労を持ちながらも、私らしく大学生活を送るた
めに、ちょっと（支援室に）顔を出してみようかなと思

っていただけるようにこのようなメッセージを書きました。

　今から、具体的にどういう支援をしているのかという
ことをお話ししたいと思います。
　最初に申しあげましたように、私たちは学生の困難さ
に焦点を当てた支援を行っております。ご本人には直面
する課題があります。そのことを取り上げるわけですけ
れども、まず、ご本人がどういうふうになりたいのかと
いうご自身の願いを必ず話していただきます。そして、
一緒に対処方法を考えて、そのことでうまくいった体験
を積み上げていくというふうに「困難さ」というものを
一緒に扱っていきます。

　それだけではなく、それがひいては心理教育的なサポートにつながるようにしています。まず、自
分の行動を振り返って、どういうことがそこで行われたかということ、それから自分にはこういう傾
向があるのだという理解です。そして、今後、私はこういうふうにやっていくと自分で決定すること
も、その支援の中では行われていきます。
　「自己権利擁護スキル」ということについてですが、ご本人は努力をしますがそれでもうまくいか
ないときに、どういうふうに自分の困難さを周りの人に分かってもらうかということです。そういう
スキルもこちらで勉強していく必要があると思います。
　それから、対人関係スキルです。一般的な対人関係スキルについても、そこで学習が行われます。
　時々いわれることなのですが、このように発達障害の支援の話をしますと、「スケジュールのこと
とか、どういうふうに時間割を組み立てるとか、そういうことだけを取り扱っていて、心の発達など
は扱っていないのではないか」と言われることがあります。確かにそのように見えるかもしれません
が、観念的なことを扱うのではなく自分の実際に行った行動を振り返るということ、事実そのものを
扱うということが発達障害の方の場合、非常に重要であると思っています。自分がどういう状況で、
どう行動したか。そして、どう思ったかを、話し合いの中で振り返るわけです。そして、次はこうい
うふうにやってみようという方法を一緒にあみ出して、実際に実行にうつしていきます。そして、再
びそのことを振り返るというわけです。この繰り返し自体が非常に大事なことになっていると思うわ
けです。
　一般的に、自己決定ができるようになるためには、成功経験がないとなかなか物事に向かい気持ち
にはなれないものです。少しでも成功体験を積み上げて、こういうふうにやればうまくいくという方
法を見つけ出していくというプロセスを丁寧に付き合うようにしています。

13

発達障害傾向にある学生支援の方向性

1. 困難さに焦点を当てた支援
直面する課題（困難な状況）

自分の願いを話す
対処方法を一緒に考える
成功体験を積み上げる

2. 心理教育的サポート

振り返り
自己表現・自己理解
自己決定
自己権利擁護スキル（Self-advocacy）
対人関係スキル

14
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　さて、富山大学は現在、支援を行っている学生のほと
んどは未診断の方です。診断のない学生さんが目の前に
現れたとき、その方がどういう傾向にあるのかという総
合的な判断をするときの、こちらの視点についてお話を
させていただきます。
　まず、本人との面接をしているときにその本人さんの
「語り」を通して把握できることというのがあります。
人への態度や認知の特徴です。本人が話す内容から特性
を捉えてアセスメントしていくことが大切です。
　また、ご本人の「行動」を通して把握できることもあ

ります。話し方、身振り、会話の仕方、表情などが判断の大きなポイントになります。
　さらに、「学習」を通じて把握できることもあります。持っているノート、レポート、書かれてい
る文字の形、レポートの内容などを見ると、どのような傾向があるのか分かるわけです。それから実
習、グループ活動、ゼミ、卒論、修論に取り組んでいくときのプロセス、取り組み方など、学習に関
することでもその方の特徴というのが把握できると思います。
　また、「プライベートの過ごし方」を通じて把握できることも非常に多いと思います。自由な時間
の過ごし方、それから趣味は何か、アルバイトができているかどうか、また女子学生でしたらおしゃ
れに関心があるかどうか、というようなことも支援ニーズを把握するためには非常に重要なデータに
なると思います。

　また、支援室には本人だけが訪れるわけではなく、教
職員の方、保護者の方も相談に来られます。本人とよく
接する機会のある関係者からの情報が非常に参考になる
ものです。
　たとえば、支援を求めていらっしゃる時に、関係者の
方からの話をお聞きし、どのような場面でどんなことが
あって、どうなったかという具体的な経過と状況を語っ
ていただきます。そして、問題が起こる場面の頻度も重
要です。このような困難なことが１回、２回なら誰でも
あるかもしれない。でも、それが常時あらゆるところで

起きるとなると、やはりそれはかなり問題であるということになります。
　もう一つ重要な視点は、問題が起きたときだけではなく、問題が起こらなかったとき、通常その方
はどんな様子なのかということもお聞きします。
　そして、関係者として何に一体困っているのか。それから関係者の方が、たとえばたくさん起きた
問題についてうまく対処できたときには、どんなエピソードがあるのかということも聞きます。
　そして、その関係者の方が誰と連携できたらよいかと考えているか。そのあたりは、たとえば関係
者の方が発達障害の専門家ではなくても、その状況を一番知っている人たちが何を感じているかとい
うことの中に、支援のポイント、そして支援の方向性のヒントがあると考えています。ですから、非
専門家である方たちのお立場とそのご意見というのは、支援を行う上で非常に重要になっていくと思
っています。

２．関係者との情報交換から

① どんな場面でどのようなことがあり、どうなっ
たかという具体的な経過と状況

② 問題が起こる場面の頻度

③ 通常（問題が起こらない時）の本人の様子

④ 関係者として何に困っているか？

⑤ 関係者が問題に対して上手く対処できたとき
のエピソード

⑥ 誰と連携できたらよいと考えているか？

支援ニーズの総合的把握（2）

16

支援ニーズの総合的把握（1）

1. 本人との面接
①「語り」を通じて把握できること

特性・認知の特徴・人への態度

②「行動」を通じて把握できること
話し方・身振り・会話の仕方・表情

③「学習」を通じて把握できること
ノート・レポート・文字の形・履修状況・実習

グループ活動・ゼミ・卒論（修論）

④「ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄの過ごし方」を通じて把握できること

自由な時間の過ごし方・趣味・アルバイト・おしゃれ

15
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　ここからはもう少し具体的に、事例に向いて進んでい
きたいと思います。今、私たちが何例か持っている事例
の中で、高機能自閉症スペクトラムの学生のサポートか
ら見えてきたことをご紹介したいと思います。

　困って私たちのところに来るわけですので、支援に先
立って本人が抱えている状況というのがかなり共通して
いるものがあると思います。
　まず、「前回の『実習』での失敗」。「実習」という
のは分かりやすいので取り上げましたが、例えば昔、就
職活動をしていて失敗したという例があれば、就職活動
での失敗ということでもいいのですが、いろいろな困難
さや失敗体験の中で、実習というのが比較的多いので、
実習を取り上げてお話をさせていただきます。
　支援に先立ち、本人さんが前回の実習で非常に失敗体

験をしたということをお話しされます。ですから、もうそのことに向き合うだけで苦しいわけです。
でも向き合わなければいけないという辺りで困って、来られているわけです。そのような外傷体験と
もいえるものがあって、非常に不安感や恐怖心が強くなっている。同じような場面になると、タイム
スリップしたかのように恐怖感がよみがえってくると言われます。
　そして、過去そんなときに対処法が分からずパニックになったとしますと、やはり同じようなパニ
ック、つまり過呼吸や自傷行為、立ちすくんでしまう、泣いてしまうとか、相手を攻撃する、それか
ら実習自体を放棄するということをしたとなれば、また同じようなことを起こしてしまうかもしれな
いという不安感が取り組む前から起こるわけです。

　どのような困難さがあるかと申しますと、例えば「少
人数のグループで、適度に言葉を挟みつつ協力しながら
作業することが苦手である」と。
　それから、「指導者の口頭での指示・説明だけではう
まく理解できない」。声というのは消えていきますの
で、言われたことがすぐまとまって記憶に残らないわけ
です。
　３番目、「実習の目的と、それを達成するためにどの
ような手順で行うかを見通すことができない」。一般的
な学生であれば、例えば「今こういう実験をします。こ

ういう実験材料を使います」と言うと、何となく実験の流れは想像できるわけです。でも、やはりそ
の辺りの想像力というのがうまく働かず、この器具で、このメンバーですることが一体どういう到達
点につながるのかということが分からないで、おろおろするということがあるようです。
　それから、「想定外のことが起きたときに、臨機応変に対処できず、パニックになる」。実習とい

支援に先立ち本人が抱えている状況

 前回の「実習」での失敗：

他の実習生との関係、指導者との関係

不器用さ、体調不良（疲労感）

 外傷体験があり不安感や恐怖心が強い

同じような場面になるとタイムスリップ

 対処法がわからずパニックになる

過呼吸、自傷行為、立ちすくむ、泣く

相手を攻撃する、実習を放棄する

18

実習（実験・臨床）での困難さ

① 少人数のグループで、適度に言葉をはさみつつ協
力しながら作業することが苦手である。

② 指導者の口頭での指示・説明だけではうまく理解
できない。

③ 実習の目的と、それを達成するためにどのような手
順で行うかを見通すことができない。

④ 想定外のことが起きたときに、臨機応変に対処で
きず、パニックになる。

⑤ 指導されたことを素直に聞くことができず、持論を
主張してしまう。

19

高機能自閉症スペクトラム（ＨＦＡＳＤ）
学生へのサポートから見えてきたこと

17
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うのは机上の授業とは違いまして、想定外のことが起こるのが当たり前というものだと思うのですけ
れども、そのときに自分が思ったこと以外のことが起きると、本人にとっては非常に混乱するという
ことです。
　「指導されたことを素直に聞くことができず、持論を主張してしまう」。それは次のスライドでま
たお話しさせていただきます。

　「困っていること（エピソード）」ですね。例えばグ
ループの中でという話です。
　「あけみさん、ひろきさん、のぞみさんが楽しそうに
話しながら実験をしていました。その中に入っていき
たいけど、なかなか入ることができませんでした。ペー
スの遅いのぞみさんは苦しそうでしたが、みんなに励ま
してもらったり、声を掛けてもらったりしていたので、
いいなあと思いました。休憩時間は一人で過ごしていま
した。みんなと仲良く話すにはどうしたらよいでしょ
う？」ということですね。

　これは先ほどのスライドにサポートチームで出ていた方なのですが、PSNSの日記で書いてこられ
た文章です。一般的に自閉傾向の学生さんは、コミュニケーションの場面にあまり参加したがらな
い、そういうのに関心がないといわれがちなのですが、関心がないのではなく、やはり心地良いコミ
ュニケーション、雰囲気をきちんと感じることができるのです。そして、その中に一緒に参加したい
と願っているわけです。けれどもうまくいかないので非常に困っていて、はたから見るとまるでその
中に入りたいような態度をしていないので、「あの子はいつも一人でいるのが好きなのね」と言いが
ちなのですが、意外にそうではないということです。
　次です。こういうエピソードをどう思われるでしょうか。「実習のときに体調が悪くなって、吐き
そうになりました。その場を離れてはいけないと思い我慢しました。休憩時間になると少し楽になり
ましたが、また実習が始まると吐き気が襲ってきました。指導員は、『体調が悪いときは申し出るよ
うに』と言いましたが、その一方で、『実習中はその場を離れてはいけません』と言います。一体ど
うすればよいのでしょう？」ということです。
　これは、通常その場を離れてはいけないけれども、体調が悪いときは申し出ればいいのですね。普
通にそのように判断すればいいところを、その字義どおりに話を聞くので、体調が悪いときには申し
出なければいけないけれども、今実習中はその場を離れてはいけない、休み時間になると楽になるの
で申し出ないでいいということになり、なかなか申し出るチャンスがなくなってしまうということで
す。

　次です。「知的障害を持つあきらさんに絵を描くお手
伝いをしていました。時間が来たので、別の場所に移ら
なければいけませんが、あきらさんはこだわって手を止
めません。『もうやめましょう』と促したら、『あっち
に行ってください！』と言われてしまいました。私は正
しいことを言ったのに、なぜこんなふうに言われなけれ
ばならないのですか？」というエピソードです。
　これは、実習補助、指導員の立場の実習をしているわ
けで、利用者さんがそういうことを言っても、それでい
ちいち傷ついていては仕事にならないわけです。そうい

困っていること（エピソード）

A) あけみさん、ひろきさん、のぞみさんが楽しそうに話しながら実験を
していました。その中に入っていきたいけど、なかなか入ることがで
きませんでした。ペースの遅いのぞみさんは苦しそうでしたが、みん
なに励ましてもらったり、声をかけてもらったりしていたので、いいな
あと思いました。休憩時間は一人で過ごしていました。みんなと仲
良く話すにはどうしたらよいでしょう？

B) 実習の時に体調が悪くなって、吐きそうになりました。その場を離れ
てはいけないと思い我慢しました。休憩時間になると少し楽になり
ましたが、また実習が始まると吐き気がおそってきました。指導員
は、「体調が悪いときは申し出るように」と言いましたが、その一方
で、「実習中はその場を離れてはいけません」と言います。いったい
どうすればよいのでしょう？

20

C) 知的障害を持つあきらさんに絵を描くお手伝いをしていました。
時間が来たので、別の場所に移らなければいけませんが、あ
きらさんはこだわって手を止めません。「もうやめましょう」と促
したら、「あっちに行ってください！」と言われてしまいました。
私は正しいことを言ったのに、なぜこんな風に言われなければ
ならないのですか？

D) 実習の担当者が変わると、その都度指示が違ってきます。担
任教員のゆみこ先生の指導と、実習先のだいすけ先生のやり
方が違うので、だいすけ先生に、「ゆみこ先生はそんなやり方
をしなさいとは言いませんでした」と言うと、とても厳しく叱られ
ました。私は正しいことを言っているのに、なぜ叱られなければ
いけないのですか？

困っていること（エピソード）
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うことを言うタイプの人にどうやってうまく促して誘導してあげればいいかという判断をしなければ
いけないのに、そのことで非常に傷ついてしまうということがありました。
　先ほどの、指導されたことを素直に聞くことができないという辺りです。「実習の担当者が代わる
と、その都度指示が違ってきます。担任教員のゆみこ先生の指導と、実習先のだいすけ先生のやり方
が違うので、だいすけ先生に、『ゆみこ先生はそんなやり方をしなさいとは言いませんでした』と言
うと、とても厳しくしかられました。私は正しいことを言っているのに、なぜしかられなければいけ
ないのですか？」ということです。
　つまり、講義の中で概論的に教えられることと、現場で臨機応変に対応しなければいけないこと
は、違って当然なわけです。でもその現場の中で起きたことに、授業の中で学んだことを無理やり当
てはめようとして、実習の担当の先生に非常にしかられたというエピソードです。

　具体的にいいますと、困難さというのは日々刻々とい
ろいろな場面であります。私たちはそういう学生さん
に向き合って、一つ一つ解決していくような面接をして
います。「合理的配慮」と書いてありますが、その学生
さんの障害の特性による困難さからくる不利益を被らな
いような配慮をする必要があるということです。たとえ
ば視覚障害の方ならこういうふうに配慮してあげればい
いとか、それから身体障害の方は、環境的にバリアフリ
ーにしてあげればいいということはできると思うのです
が、水内先生のお話の中でもありましたように、発達

障害の方たちへの合理的配慮というのは一体何なのか非常に考えさせられます。いろいろな細かいこ
とは非常に個別的で、その人その人によって違うのですが、「最初の一歩」と書いてありますけれど
も、一番基本になるユニバーサルデザインであろうと思われることを挙げてみました。
　まず、否定的な言葉を言わないということです。「○○してはいけません」ではなく、「◎◎しま
しょう」というふうに言う。これは富山大学附属の特別支援学校の先生方が教えてくださったのです
が、非常に大事な言葉がけのポイントですよね。こんなことは誰でもできるよと思われるかもしれま
せんが、やはり日常的に一緒にいると、どうしても「それ違うわよ」とか、「そうじゃないですよ」
と言わなければいけない状況が出てくるものです。でも、ご本人には、それが自分自身を否定する言
葉に受け取られてしまう場合があるのです。こちらは仕事について話をしているのであって、本人自
身を否定しているわけではないのですが、そのように聞こえてしまうというあたりに非常に気を付け
なければいけないと思います。
　それから、正確な言語表現を心掛けることも大切です。たとえば、比喩的なことやちょっとした嫌
みな言い方は避けて欲しいところです。たとえば、遅刻してきた学生に「社長出勤だね」などと言う
と、「私は社長ではありません」と文字通りに受け取って応える場合もあるといわれています。この
ようなときは、遅刻してきてほしくなければ「遅刻しないで来てください」と、正しい表現をすれば
よいのです。
　別の視点から大切なことは、大学構内における居場所づくりということです。感覚過敏や情報過多
で疲労した心身を休める居場所というのは非常に大事で、その場所を確保しなければならないと感じ
ておりますし、それも合理的配慮の一つではないかと思っています。
　また、本人と繋がる人をつくることも大切です。「こういうときはこの人へ、ああいうときはあの
人へというように状況や事柄によって対応するところが異なる場合が多いのですが、彼らはそれだけ
で疲労してしまい、解決への道を閉ざしてしまいます。ですから、困ったらまずはどこへ行けばいい
か、たとえば富山大学でしたら、「とりあえず支援室に行こう」というアクセス方法を確保しておく

合理的配慮の最初の一歩

 否定的な言葉を言わない。

○○してはいけません ×

◎◎しましょう ○

 正確な言語表現を心がける。

 居場所を作る：感覚過敏や情報過多で疲労した心
身を休める。

 つながる人を作る。

 周囲の出来事や人との関係についてわからなくて
混乱することのないようにその場の状況を通訳し
て、他の学生と同じ情報が正しく届くようにする。
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のです。困ったときに支援室に行き、そこで支援者がどこへ行けばよいかを課題別に整理して、振り
分けて示してあげればいいのです。
　最後が非常に大事な点です。ご本人が周囲の出来事や人との関係についてわからなくて混乱するこ
とのないように、その場の状況を通訳して、他の学生と同じ情報が正しく届くようにするということ
です。ゼミや授業などで指示を省略して伝えると、その裏に隠れているいろいろな情報が伝わらなく
て困る場合がたくさんあります。ですから、その場の状況を、今はこういうことがここで行われてい
て、私たちはこういうふうにすればいいのですよというふうに、足りない情報を補ってあげたり、通
訳してあげたりするというのは非常に大事だと思います。

　「本人参加のサポート計画」、これは14枚目の「学生
支援の方向性」のスライドと同じなのですけれども、支
援の実際をいくつかご紹介させていただきます。

　まずこの１ですが、指導教員との連携をしている学生
の事例です。

　次の２例は、指導教員、保健管理センターのカウンセ
ラーとの連携をした方です。課題は、体調や気分の波が
あって授業に出られないということが問題としてありま
した。願いとしては、自己コントロールしながら授業や
実習に臨みたいと願っていらっしゃいました。方法とし
て、支援室では、スケジュールを調整しながら気分の揺
れを最小限にするように話し合いを行っていったわけで
す。
　何で非常に気分が沈むのか、どういうときに体調を壊
すのかというのが、スケジュール表を見ながらでしたら

一目瞭然です。それを一緒に振り返ります。そして、やはり、いろいろなことを一度に苦しいことと
して体験すると、そのことを言葉で表すというのが非常に難しいわけです。ですから、言葉で表しな
がら振り返って、「ああ、自分はこういうときに、こういう気持ちになって体調が悪くなるんだな」

本人参加のサポート計画

支援を受ける学生をサポートチームの中心に据えること
によって、サポートそのものが自己理解を促進する

 自分の困難さを分析する。
 対処法を支援者と一緒に考え、試してみる。
 自分の特性にあった対処方法を見つける。
 成功体験を積み上げて、自尊感情を高める。
 自己権利擁護スキルの獲得

自己表現・自己理解

23

支援の実際その1：（指導教員との連携）

 困難さに焦点を当てた支援

 課題：実習グループ内の人間関係

 願い：話しかけやすいグループ構成にして欲しい。

 方策：担当教員にグループの作り方を提案する。

 心理教育的サポート

 振り返り：なぜうまくいったか話し合う。

 自己表現：苦手なことを話すことができる。

 自己決定：対処方法を自分で選択する。

 対人関係スキル：グループ内で上手くできたことを確認し
自己肯定感を高める。
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「頑張ろう、頑張ろうとしているのだけれど、昨日遅くまでこういうふうにやっていたから、体調が
うまくいかないから、気分も沈むんだな」ということをだんだん気付けるようになっていきます。
　最後ですが、「自分の体調や気分の不調を適切な表現で伝える」。つまり、不調なのに無理やり出
ていって、そこで倒れてしまうとか、それから怒りを誰かにぶつけるという方法で示すのではなく、
「今、自分はこういうふうにうまくいかないので、午前中で帰らせてください」と言えるようになる
ということが非常に大事なことではないかと思い、話し合っています。

　３番目ですが、実習先との連携です。臨床実習なので
すが、課題は、臨床実習における対人関係や全般的な仕
事について、不器用さもありましたのでうまくやれない
ということでした。前年度の実習での失敗があって、ま
た同じことが起きるのではないかという不安感を持って
いました。本人の願いとしては、時間をかけて仕事を覚
えて実習を成功させたいとお話をされたので、事前指導
に時間をかけました。
　「心理教育的サポート」ですけれども、必ず対面式で
の振り返りを行います。その中で、自分はどのようにサ

ポートしてほしいかということを自分の言葉で話すことができるようになっていったわけです。「自
己理解」として、「自分の傾向を知り、自分の強みを知る」と書いてありますが、自分自身を振り返
り、自分の傾向を知って言語化することの大切さをどうやってご本人にわかってもらうかというのは
非常に難しいところではありましたが、少なくとも、何が何だか分からなくて大失敗するというの
ではなく、自分がどういうところにつまずきやすいかということは分かっていただけたように思いま
す。

　次は就職支援活動についてお話しします。
　「支援者の心構え」として、「困難さに焦点を当てた
支援：支援者も一緒に考える！」ことを挙げてみまし
た。本人のペースに合わせることが非常に大事です。何
かに取り組むときのスピードは通常の半分ぐらいで、非
常にゆっくりした時間が必要です、まるで体内時計自体
が非常にゆっくりしているような印象を受けます。私た
ちの感覚としては、通常の就職活動の３倍ぐらいの時間
をかけているという印象があるのですが、ご本人に言わ
せれば、階段を一段跳びで進んでいる感じがすると言わ

れます。それくらいの取り組む速度の違いがあるわけです。そこもやはり分かってあげる必要がある
と思います。
　「一緒に集中的に作業に向き合う」ということについてですが、たとえば一人の面談当たり２～３

時間かけることがあります。支援室に来ていただいて履歴書をどのように書くかを一緒に考えます。
自己ＰＲと志望動機の表出は、本人にとって非常に難しい、時間がかかる作業なのです。自分のこと
を振り返り、まとめ、文章を組み立てていくことを、その場で一緒に行うのです。また、支援室で
我々の目の前で会社やハローワークに電話をしてもらって、就職活動を進めていくというように、支
援室が活動室でもあるわけです。そして面接のシミュレーションと面接後の振り返りを行っていくと
いうこと、それから、優先順位をどうつけるかということも一緒に考えていきます。就職活動そのも
のに根気強くずっと付き合っていくということが非常に大事な点かと思います。

支援の実際その3：（実習先との連携）

 困難さに焦点を当てた支援

 課題：臨床実習における対人関係や全般的な仕事

 願い：時間をかけて仕事を覚え、実習を成功させたい。

 方法：事前指導に時間をかける。

 心理教育的サポート

 振り返り：自分の苦手なところと得意なところを認識する。

 自己表現：どのようにサポートしてほしいか言うことができる。

 自己決定：何を目標にして、どんな事前指導を受けるかを
決めることができる。

 自己理解：自分の傾向を知り、自分の強みを知る。
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支援者の心構え（就職活動支援を例に）

 困難さに焦点を当てた支援：支援者も考える！
 本人のペースに合わせる：大抵は非常にゆっくり

 一緒に集中的に作業に向き合う：2～3時間/1面談あたり

履歴書をどのように書くか一緒に考える。履歴書添削は最後の作業工程

自己PRと志望動機の表出は本人にとって非常に難しい作業

目の前で会社やハローワークに電話してもらって、就活を進めていく。

 面接のシミュレーションと面接後の振り返りをする。

 優先順位をどうつけるか（物事の重要度の相対的理解）を一緒に考える。

 心理教育的サポート：本人の特性への肯定的関心
 本人の自己否定感をまず受容する。

 本人の持論をなるべく感情的に受け止めず、論理的に理解し（楽しみ）、その上
で一般常識との「ずれ」を論理的に説明する。

 本人が心地よく感じる内的世界の理解に努めてそれを尊重し、それが維持でき
る方法の1つの選択肢として就職を考えてもらう。

仕事で自己実現を図るのか？それとも趣味に生きるために必要な

お金を得るのか？は、人それぞれである。
27

100



　「心理教育的サポート」として挙げられるのは、「本人の特性への肯定的関心」です。まずご本人
の自己否定感を受けとめ話に耳を傾けます。ご本人なりの持論のようなものがあるわけですが、た
とえば、「人間が働くとは」「お金を得るということとは」というような話を上手に話します。しか
し、今はそのことよりも、現実的に就職活動を行うということに目を向けてほしいのですが、持論に
対する思いを尊重しながらも現実的な行動を促進するあたりの擦り合わせをうまくやりながら実際に
行動に移していくようにしています。

　次に、「富山大学PSNSの効果」として、オフライン
とオンラインの支援を行っている中で、そのオンライン
の方にどういう利点があるかというのをまとめてみまし
た。
　一つ目は、「視覚優位認知特性を利用した支援」とし
て意味があるのではないかということです。視覚化され
たテキスト情報によって理解が促進されるということで
す。書き込まれた情報が継時的に表示されるので、順序
立てた情報記憶ができるということ。それから、非言語
的コミュニケーションが反映されないので、やりとりさ

れる情報がほかの人たちとほぼ同量同質で提供される。その場の雰囲気、表情、声の抑揚などは、テ
キストベースでは表れませんので、そういう読み取りが苦手な方にとっては、文字面だけ見ればいい
わけです。読む人に対してすべて同じレベルでその情報量が入ってくるという意味では、非常に本人
も安心して、その文章を読むことができると思われます。
　また、何度も表現した内容を確認することができます。そして、「自分の思いをテキスト化し、確
認することで、時間はかかるがぴったり合った言葉を探し出すことができる」ことが利点としてあげ
られます。よく「思いはあるけれども、それを言葉に乗せたとたん、違うようになってしまうという
のが非常に苦しい」と言う学生も、それをPSNS上の日記に書くように勧めると、日記を書くこと自
体は非常に時間がかかるけれど、文章にあらわすと、自分の思いがきちんと書くことができるといい
ます。そのことは私たちも非常にうれしいことですし、より本人たちの内面に触れることができると
感じています。

　もう一つの優れた点としては、「他者との関係性を創
る場の提供」をここでできるのではないかということで
す。PSNSは原理的に暗黙的なコンテクストが意味を成
さないので、場の雰囲気を読めないことでの不都合があ
まりないのです。それから、ほかの人々のやりとりを眺
めることで、適切なコミュニケーションスタイルを学ぶ
ことができます。たとえば何か書き込みをしたときに、
誰かが「それは大変でしたね」と書くという状況が展開
されますと、それを見ている学生は、そのような返し方
をそこで学習できるわけです。そういうふうにコミュニ

ケーションスタイルを学ぶ場になっています。
　それから、PSNS上では、会話のタイミングを図ることなく中に入ることができるわけです。会話
でしたらどのタイミングで「あの・・・」と言えるか問題になってきますが、
この場ではそのようなことを考えなくていいわけです。
　また、コミュニティや日記は共同注視の場として機能します。共同注視というのは、複数の人間が

富山大学PSNSの効果
視覚優位認知特性を利用した支援

視覚化されたテキスト情報によって理解が促進される。

書き込まれた情報が継次的に表示されることによって、
順序立てた情報記憶ができる。

非言語的コミュニケーションが反映されないので、やり
とりされる情報が、他の人たちとほぼ同量同質で提供
される。

何度も表現した内容を確認することができる。

自分の思いをテキスト化し、確認することで、時間は
かかるがぴったり合った言葉を探しだすことができる。
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一つの物事を見て、その状況を同じように共有するということです。そういうことが、自閉症スペク
トラム圏の人たちは非常に苦手だと言われていますが、コミュニティや日記などは、視覚的な情報が
提供されるのでその場を共有しやすいわけです。ですから、共感し合う体験を安心できる関係性の中
で展開することができているような気がします。
　それから同じ趣味や指向性のある人が簡単に見つかり、好きなテーマで話をすることで、その人と
の仲間意識が得られることが挙げられます。これは非常に大きいと思います。直接的な友達関係を築
くことが非常に難しい方は、こういうところでの仲間関係というのは非常にいい体験になるのではな
いかと思います。
　PSNSでの記述を面談で話題として取り上げ、再度話し合う場を提供することができます。自分の
気持ちや考えをテキストとして構成できると、口頭でも表現しやすくなることを実感してもらうとい
うことです。これは実際に行っていることで、一度文章にしたものをもう一度、対面式の面談の中で
表現してもらいます。そうすると非常にスムーズに言葉が出てくるということを体験していきます。
オンライン上だけでうまくいくのではなく、生のコミュニケーションでもうまくいくという体験が積
み上がっていくということになると思います。

　最後に推進上の課題をお話しします。発達障害の方た
ちの合理的配慮というのは非常に個別的で難しいのです
けれども、本人の努力に見合った成果が出るための環境
づくりを目的とした配慮をこれからも考えていき、それ
を明示化して、学内に提供していく必要があると思って
います。
　それから、サポートチームというのは非常に必要で
す。その場の中でうまくいかない、関係性の困難さを非
常に実感する、そういう性質の方たちなので、チームで
サポートするというのは非常に重要なのですけれども、

そのときに適切な情報共有の在り方はどうあるべきかを今、実際に行いながら模索中です。サポート
チームをつくるに当たっては、やはり本人との契約といいますか、なぜサポートが必要なのかという
ことを、本人と共通理解する必要があると思っています。
　３番目は学生支援の「場」のマネジメントをどう行うかということです。大きな目標を達成するた
めの小さな目標の整合性を常に検証し、チーム間で確認し合うことが大切です。われわれは何のため
に誰を支援するのかということと、日々どういうことを行うかというのは常に確認していく必要があ
るということです。それから、全学的な体制づくりというのは非常に大事です。発達障害の方がいつ
どういう学部に入学されるかというのは分からないわけですので、執行部と現場の教職員の両方の理
解が必要だと思います。また、ピア・サポーターをどのように活用するかということです。今、私は
ピア・サポーター養成をしたいと思い、発達障害のことをテーマにして授業を行っておりますが、ま
だまだ育成ということにはつながっておりません。
　入り口と出口のことなのですが、今、高大連携について、日本学生支援機構の依頼を受けまして、
連携の在り方について研究を進めていくつもりです。また、就職に向けての適切な指導と、企業との
連携というのを考えていく必要があると思います。困難さはあるけれども、彼らの良いところを企業
に生かせるのではないかというのがこちらの思いです。
　それから、自己理解･自己表現力を育てる心理教育的サポートについては、来年度、コミュニケー
ション・ワークショップ・プログラムの開発を考えております。今日も来ていただいておりますＮＰ
Ｏ法人日本エデュテイメントカレッジの柴田礼子さんと共同で、発達障害の特性に合ったコミュニケ
ーションプログラムの開発を考えております。

102



　「トータル・コミュニケーション・サポート」の理論的枠組みについてですが、やはり「本人の語
りに沿いつつ、表現を促進する『問い掛け』方法」を検討していく必要があります。現実的な支援か
ら心理教育的なサポートにつなげるには、われわれが表現を促進するような問い掛けや会話をどうい
うふうにつくっていけばいいかというのが非常に重要なポイントでありますので、そのことも検討し
ながらいきたいと思います。また、当事者だけではなく、支援者のサポート経験が重要で、われわれ
がサポート経験をするということも非常に重要なのではないかと考えておりますが、その辺について
は来年、再来年、課題意識を持って取り組んでいきたいと考えています。
　以上です。ありがとうございました。
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　皆さんこんにちは。30分ほどお時間ください。よろし
くお願いします。
　当事者ということで今日は話をさせていただこうと思
うのですが、当事者から見た学生支援、自分自身どんな
ものがあったらなということを思い出しながら、まとめ
てみました。

　今までのお話の中で、学習障害、ＡＤＨＤ、高機能自
閉症等についてはある程度出ていますので、この辺は端
折らせてもらおうと思うのですけれども、有名どころで
は、学習障害、トム・クルーズとかエジソンはそうでは
なかったかといわれています。ＡＤＨＤは、長島さんと
か黒柳徹子さんはそうではないかといわれています。高
機能自閉症は、ビル・ゲイツやアインシュタインはそう
ではなかったかといわれています。私はこのＬＤの中の
ディスレキシアというところに属しています。一般の小
中学校では6.3％とか、研究者の中にいろいろ突き詰め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る才能を持った方がいるのではないかということもいわ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れています。

○（以下、○印はスライド切り替え部を表す）私は文字がとても苦手なので、こういうものを見ても
なかなか読めないのです。これをぱっと見て読めた方、どのくらいおられますか。結構いますね。あ
りがとうございます。今、手を挙げられた方はすごい安心感で見られていると思うのですが、読めな
かった方というのは「え、何でこれが読めるの」と、すごく焦った心境になったのではないかと思う
のです。
　このバクバク感で、１時間、授業を受け続けているのですよね。あの子たちは、「すぐにキレる」
とか、「すぐ乱暴なことをする」とか言われるのだけれど、すごいバクバク感の中で１時間過ごして
いるので、その辺も少し分かっていただけたらと思います。
　これも、どこでどう混乱しているのかを察知してもらって、支援さえもらえれば、「あ、何だ、
『LIFE』か」というふうに見えてくるわけです。私の脳というか、目というか、特性としては、素材
と素地の見分けが非常に苦手な特性があって、文字などが読めないのではないかと思います。

｢当事者の視点から見た学生支援について」

｢私が望む学生支援（大学に対して）学習障害の当事者から｣

岐阜県立関特別支援学校　教諭　
神山　忠

学習障害の当事者から

関特別支援学校 神山 忠

私が望む学生支援
（大学に対して）

発達障害とは

① ＬＤ（学習障害） ： 出現率４．５％

あれはできるのに，これは全くできない子

② ＡＤＨＤ（注意欠陥多動性障害）：２．５％

分かっちゃいるけど，やめられない子

③ 高機能自閉症（ＨＦＡ） ： ０．８％

なぜか周囲から浮いてしまう子

重なりがあるが 小中学校では通常学級の６．３％

研究者の中にも・・・・

トムクルーズ
エジソン

長嶋茂雄
黒柳徹子

ビルゲイツ
アインシュタイン

ディスレクシアの私
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○こんなものも、長四角があって、正方形があって、また長四角があって、凸があって、凹があっ
て、何だろうなと思ってしまうと、もう字として読めなくなります。でも、これも先ほどと同じよう
に、余分な上下を隠してやると、「あ、何だ『ココロ』か」というふうに見えてくるわけで、必要な
支援さえあれば、学習は何とかやっていけると思っています。

○これも同じように上下を隠せば、「あ、何だ『ヨロコビ』か」という感じになってきます。ほかの
子が勉強できたときの喜びよりも、普段、学習に対してハードルが高い、そういう子が学習できたと
きの喜びの方がうんと大きいのかなと思っています。だから、その子にとって必要な支援というのが
誰にでも提供できて、学びが進められたら、みんなすごく喜びを感じながら学校生活を送れるのでは
ないかと思います。
　
○こういうものも見抜くのがとても苦手です。「これ、何書いてあるか言ってみ」と言われても駄目
で、「この辺にあるよ」と示されてもなかなか難しくて、切り取って、ちょっと線を入れると、「何
だ、『ダルメシアン』か」というふうに見えてきます。色を付けてもいいのですが、こういう素材と
素地が混乱しやすい図というのは、見抜くのが苦手です。

○実際の文字を見ても、こんなふうに見えます。「水墨画かな」などと思うのですが、「いや、これ
は文字だから、黒に目を向けると読めることが多いから、黒にぐっと目を凝らそう」といっても、
これだけぐちゃぐちゃだと、もう図にしか見えないのです。それを、先ほどのように上下左右を隠す
と、何とか注目すべきところだけにすれば、拾い読みで、流ちょうさは全くないのですが、何とか音
に変えることはできるという感じです。でも、音に変えたからといって、意味が分かるわけではない
のです。

　
　小さいころからずっと、そういう特性で学校生活を送
ってきて、「自分はばかや」とずっと思っていました。
ほかの子は字をすらすら読むし、聞いたことをすぐ理解
するし、「すごいな、やっぱり自分てばかなんやな」
と。自分はいくら努力しても読めない。拾い読みを何時
間かけても、流ちょうさは出てこないのです。だから、
本当に劣等感の塊になってしまっていました。中学生
ぐらいになると「生まれてきちゃあかん存在やったんや
な。生きていく意味のない、そんな人間なんやな」とい
うことをずっと抱えながら、「でも、今は自分は存在し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ているんだ。生きなきゃ」と思ってやってきました。

○発達障害の方のことが、最近、脳のレベルですごく解析されてきて、共感覚の持ち主ではないかと
いうことがいわれます。いろいろ見たり聞いたりしたことが、例えば、見たもの、視覚でとらえたも
のであっても、においとして感じてしまったり、ほかのものに感じてしまうというところもあるので
はないか。私だと視覚的に見ると、文字としては取れないけれど、図として入ってくるので、逆に、
数学の図形の問題とか、建築の設計図の図面などは読みやすいのです。そういう、違うところの感覚
と一緒になってとらえることができる脳ではないかといわれています。よく、絶対音感がある人と
いうのは、聞いたら音符が浮かぶといわれますよね。それと同じような感覚なのかと思ったりもしま
す。

ずっと自分はバカだと

他の人は、文字をすらすら読んだり

聞いたことをすぐに理解したりできる

自分は、努力をしても全く読めない

がんばって拾い読みをしても意味が分からない

劣等感のかたまり

生まれてきてはいけなかった存在

生きててはいけない存在 ずっとそう思っていた
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○あと、イギリスのダニエルさんという方が書かれた本の中で、数字を見るとそれが風景に見えると
いうことを書かれた本があります。発達障害の方の中には、そんなふうに、本来の刺激でない部分が
脳として活動している、そういうところがあるのかなということが科学的に分かってきています。

○自閉症の方は目を見て話すのが苦手といわれますが、目を人の顔として認知したときの脳の働き
と、人の顔ではなく物として見たときの、脳の活性化しているところの部分というのは全然違いま
す。人の顔として認識すると、すごく心臓がバクバクするのです。私もそうなのですが、「人の目を
見て話を聞きなさい」「話をしなさい」というと、すごく緊張状態になります。だから、目は外して
話をさせてもらうのです。そういうところでもコミュニケーションが苦手な部分があるのかと思いま
す。
　ですから、チャットやメールなどでのコミュニケーションは比較的やりやすい。人の目を見なくて
も、いろいろ推論しなくても、文字通り読んでいけばいいので、そういう部分でやりやすいコミュニ
ケーションの一つかと思います。

○脳の断面図を見ても、溝が、普通の健常といわれる方と違っていて、右脳と左脳とのバイパスがい
いのではないかともいわれています。だから、過敏に感じたりするところもあるのではないかという
ことも聞きました。
　私自身も、自分が思ったら相手もそう思っていると思ってしまうのです。ですから、会話する意味
というのは、その中では生まれない。自分が思っていれば、相手もそう思っている。自分がこれが見
えていれば、相手も多分、そちらから見ても見えているというような、そんなことを思ってしまった
りもするので、会話する意味が分からないし、会話をしたとしても、自分として結論が出てしまって
いるから、会話を楽しむ感覚というのは、私はそれほどないのです。

　私もそうなのですが、私の息子も発達障害の特性があって、いろいろ友達とのやりとりの中で笑わ
れたりするのです。ここで、誰かに「書くもの、何か持っていますか」と聞きに行ったら、返ってく
る言葉は多分「はい、どうぞ」だと思うのです。でも、私の息子などは「はい、持っています」「い
いえ、持っていません」、こちらの回答が来るのです。字面的にいったらこれが正解のやりとりなの
ですが、普通、場の空気を読めば「はい、どうぞ」が正解なのですね。こういうのはとても苦手なや
りとりです。
　お正月にこんなことがありました。息子が母親に、おもちが好きなので、「おもち、チンして食べ
ていい？」と聞いたら、「いいけど、しっかり見とかんと、膨れすぎて電子レンジの中を汚してまう
で、ちゃんと見とかなあかんよ」と言われて、「うん」と返事してお皿におもちを二つ載せて、お醤
油とお砂糖を初めからたらして、レンジの中に入れて、スタートの温めるボタンを押しました。そし
て、ずっと見ているのです。ある瞬間から、それまで以上にぐっと身を乗り出すように見ているので
す。それで、チンといったときには、もうおもちは膨れすぎて破裂して、レンジの中を汚してしまっ
たと。
　息子に聞いてみると、「しっかり見とかんと膨れすぎてまうでと言われたで、膨れてきたで、僕は
うんとしっかり見たんや」と言うのです。だから、言われたとおりのことをやったのにしかられて、
なおかつ食べられるはずのおもちが食べられずに、踏んだりけったりだったのです。そういうこと
で、友達との中で「あいつ変だな」「あいつ面白いな」とか言われています。
　私も小さいころを思い出してみると、「ちゃんとしなあかん。ちゃんと」とよく言われたのです
が、「ちゃんとしろ」ということは、「お父さんとしろ」ということかと思っていました。昔、「ち
ゃん、ボンカレー」など、いろいろＣＭがあったので、「ちゃんとしなあかん」イコールお父さん
としろということかと思ったのです。着替えをしているときに、「さっさとしなさい、さっさと」
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「え？　掃除しろっていうこと？」と思ったこともありました。やはり、コミュニケーションという
のは、一方だけのコミュニケーション能力不足や欠如ではなくて、相互の関係の中に成り立つものだ
から、片方だけが駄目だということとはいえないのかなと思います。

　そんなつらいことがありながらも大学に行くというの
は、相当の学びたいという気持ちがあって行っているの
だと思うのです。私自身、学ぼうと思うと、翻訳作業が
要るのです。具体的にどんなことかというと、皆さんが
読んだり見たり聞いたりしたことというのはすっと理解
されるようなのですが、私は図に置き換えます。言われ
たものをイメージとして、図として浮かべないと、スト
ンと落ちてきません。だから、全く知らない外国語で学
んでいて、それを日本語に翻訳して学習している、そん
な感じだと思ってもらっていいかなと思います。

　翻訳作業が私の場合は入力の部分で要るのですが、発
達障害の方の中には、処理する過程で要るとか、思っ
ているのだけれどうまく表現できなくて、出力の時点で
翻訳作業が要るとか、その方その方でいろいろあるので
す。そこの部分を分かってもらえたらなと。そこにＳＮ
Ｓが活用できれば学びやすいかと思ったりもします。

　

○発達障害の方というのは、脳の機能不全、機能障害といわれていますが、機能不全があっても、褒
められることでほかの部分が活性化して、本来ダメージを受けている部分がつかさどる活動を補うと
いうことをＢＳ１の番組を見ていたらやっていました。褒められる中で、計算問題を目で見てやって
いったら、計算野が活性化して、脳内物質が出て、計算野以外のところもすごく活性化して答えが出
せたと。こちらの方が健常の方の計算野を使った答えで、こちらがダメージを受けて計算野がうまく
使えない方なのですが、褒められるという条件下だと、二人とも正解を出せたということです。

○やはり治してやろうという形ではなくて、教育的支援で褒めてやることで、ダメージを受けてい
る、機能障害・機能不全がある部分があってもその機能が補えますので、大学では教育的支援で褒め
て、いいところでカバーしていくという方向で支援がもらえたらと思います。

学びたい気持ちがあっても

感じ方・覚え方が異なるため

翻訳作業が必要である
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　小さいころから自尊感情も自信もなく、ずっと来たわ
けで、そんな私に討論しろといわれると、すごいストレ
スになるのです。討論して、責められているわけではな
いのだけれども、相手の意見で自分がすごく否定されて
いるように感じてしまったりして、結局、より自信を失
うことにつながってしまうので、討論などはなかなか苦
手です。ですから、同じ趣味で否定し合わないような集
団なら会話もはずんだりしますが、多くは避けるという
ことで、防衛反応を示して過ごすわけです。
○この絵は、よく秋葉原に行く友達に書いてもらいまし

た。この友達は、こういう絵を描く友達とならすごく会話がはずむのですが、私とではあまりはずみ
ません。でも、こういう絵を見せてもらって「すごいね」などと言うとすごく喜んで、ばーっと話し
てくれるのです。やはり、同じ嗜好の友達の中だと会話ははずむという側面はあるのかな。でも、そ
れは発達障害があるからではなくて、誰でもそういう側面はあるのだろうと思います。

　コミュニケーションが大事というのはすごく分かるの
ですが、ちょっとこれを聞いてもらえますか。

　　　　　　　　＊＊＊ビデオ＊＊＊

　町中でこんなふうに外人の人から全然分からない言語
でばーっとしゃべられたら大変ですよね。コミュニケー
ションが大事だと言われても、やはり先ほど言ったよう
に、相互関係の中で成り立っているので、一方だけを支
援対象にしてしまうのはどうなのかと思います。
　また、目はすごい情報量を発信してくるので、小さい
ころ、「目を見て話を聞きなさい」と言われて本当につ
らかったことが自分の中に刻み込まれています。

　発達障害があっても大学まで来るというのは、本当に
いろいろな壁を乗り越えてきているのだろうと思いま
す。でも、乗り越える過程で、いろいろなハンディキャ
ップというか、背負わなくてもいいものを背負ってきて
いるような気がします。

　

コミュニケーションが大切

コミュニケーション

大切！大切！大切！

と言われても・・・

コミュニケーション

コミュニケーション不足

コミュニケーション能力の欠如

これって？

ただ一方がいけないの？

それとも相互関係に問題があるの？

自信がない

発想が違う

発信方法がちがう

討論をすると

↓
攻められる感

より自信を失う

↓
同じ趣味思考の人とならばＯＫ ｏｒ 避ける
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　そういうものが、心の曇りというか、メンタルヘルス
の曇りにつながってしまって、はたから見ると学習意欲
がないように映ってしまう場合も出てくると思います。
真の気持ちとしては、自分も学習したい、分かるよう
になりたい、いろいろできるようになりたいという思い
がストレートに表現できて、そこに学習刺激が入れば、
「よし、頑張るぞ」となって、努力という形で出ると思
うのです。しかし、いろいろな生活をしてきた中で背負
ってしまっていると、メンタルヘルスの曇りが発生して
しまって、うまく学習刺激が来たとしても、そこでブロ
ックされてしまい、ほんの少ししか真の心に到達できな
いのです。その中で奮い立って努力しても、また表出す
る部分でブロックされて、表面に出るのはこれだけなの
かなと思うのです。ですから、これを見てその方のやる
気を判断するのではなくて、これだけでも評価して、そ
の奥にあるものを想像して、優しい言葉を掛けていくこ
とで、この曇りも取れていくかなと思います。

　よく犯罪と結び付けられて考えられることがあって、
非常につらいと思うのです。やはり、一番に心のバリ
アフリーが欲しいと思います。周囲の理解がないから発
達障害の方が罪を犯してしまう。それだけのことなのか
な。周囲の理解があれば、そんなケースは出てこないの
かなと思います。
　秋葉原の無差別殺傷事件等ありましたが、ああいうも
のも安易に結び付けられてしまうのです。私がかかわ
っている小学校３年生の女の子は、アスペルガーという
診断を受けていて、こういう事件を見たときに「私はい

つ人を殺すの」と言ったのです。それは悲しすぎませんか。そんなことがあってはいけないと思うの
で、やはり、発達障害の正しい理解を進めていきたいと思っています。

二次障害を防ごう

発達障害・・・・

『発達障害と犯罪は関係ない』

適切な対応こそが必要

周囲の無理解がそうさせることは・・・

メンタルヘルスが良好だと

真の心

いろいろな特性を持って生きてきた人は

発達障害があって、いろいろな障壁を乗り越え
てきた人はそれなりの志を持っている。

しかし、二次的障害を受け上手く出せない

真の部分では、きっと何かの志を持っていると
信じている。

それが出せないのは、メンタルヘルスの曇りの
せいと考えるとうまくいく。
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　生育歴の中で、いろいろな特性として、緊張して頑張
っているので疲れやすいのです。それもはたから見る
と、「あいつ怠けてる」などと決め付けた目で見られて
しまう。ですから、どういう場があるとうれしいかとい
うと、リラックスできる場、気分転換できる場、または
サインを出せる相手や方法があるといいかな。わがまま
ととらえずに、教師や親の思いを押し付けずに、「今
まで頑張ってきたからちょっと疲れてるな」という感じ
で、怠けと断定せずに見てほしいと思います。サインを
出せる方法と相手がいれば、爆発したり引きこもったり
する前に対応できるので、そういうところでもＳＮＳは
一役買えると思っています。

　自己有用感のなさから被害妄想に陥りやすいです。ど
こかでひそひそ話していると、自分の悪口を言われてい
るような気持ちになってしまいます。ですから、気軽に
声を掛けてもらえる間柄のようなものに、ＳＮＳも配慮
しながら運用できると、自己有用感が取り戻せるのかと
思います。

　発達障害に対して、いろいろな大学で支援が始まって
いますが、障害種別ごとがいいのか、それとも目的別、
ニーズ別に行った方がいいのかというと、やはり私は下
かなと思うのです。障害をぱかっと分けられるかという
と、そうではない。かぶっている場合や診断が下りない
場合など、いろいろあると思います。それよりも、目標
を達成するためにこういう支援というところでいくと、
コミュニケーションを頑張ってみようかという感じで、
コミュニケーションをアップさせるのが先に来るのでは
なく、目的を達成するというところを目標にされると、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モチベーションを持って、自然なかかわりの中で改善で 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きていくのかなと思います。

　学習は私自身も非常に苦手です。学習の中ではこうい
うことが大事だと思うのですが、それが苦手なので、そ
ういうものがオンライン、オフラインで行ってもらえる
とありがたいです。それで自信につながったり、学力を
付けたり、学びやすくなっていくのではないかと思いま
す。

支援の方針

障害種別ごとの支援が

最良？

目的に応じた支援が

最良？

障害を分けられるの？

大事なのは、目的を達成することでは・・・

その中でナチュラルサポートを（モチベーション）

学習の方略

• 繰り返す（リハーサル）

• 深める（精緻化・関係付ける）

• 整理する（構造化・分類・体系化）

• 確かめる（モニタリング・点検）

それらがオンライン＆オフラインで行えると嬉しい

自信につながる 真の力につながる

これが学びやすさではないか

生育歴の中で＆特性として

二次的障害 劣等感 自己有用感の無さ

↓
被害妄想に陥りやすい

↓
褒められる場 認められる場

ひそひそ話×

声がけ・あいさつ○

ＳＮＳもこうした部分に配慮を！
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　成功体験をさせるためにということでいろいろと取り
組まれるのですが、できないところにどうしても目が行
って、そこへの支援となってしまうのです。多分、皆さ
んも自分が苦手なことを頑張れ頑張れと言われても、例
えば「ピアノが弾けないから、あんたは駄目よ。ピアノ
弾けるようになりなさい」と言われて練習しても、難し
い人は難しいのです。やはり、できないところに目を向
けるのではなく、できるところに目を向けてほしいと思
います。支援となると、どうしてもできないところをク
ローズアップして、そこに正面からぶつかるような取り

組みをさせられると非常につらいのです。やはり社会に合わせる治療というか、治すという視点では
なく、支援というスタンスで、得意なところを生かして、そこを乗り切る方法を獲得していければと
いうスタンスだといいのかなと思います。

　治療という言葉は、私の中では狭い意味で使います
が、私自身の印象では、何か勝ち負けをつけられている
のかなという気になってしまいます。社会に適応させ
る、合わせるというスタンスではなくて、やはり共存・
共生、尊重し合える関係づくりという視点でかかわって
いただけるといいかな。この視点だと、治療という言葉
ではなく、やはり支援ということになってくると思いま
す。どんな特性があっても、現に存在して今生きている
のだから、否定されるような感じで「あなたは病よ。あ
なたは治さなきゃ」ではなくて、「そういう特性がある

けれども、こんないいところがあるから、自信を持って一緒にやっていこうよ」と、尊重し合えるよ
うな間柄が構築できればと思っています。

　いろいろなところに話が飛んだので、まとめてみます
が、やはり求めることとしては合理的な配慮です。私な
ら文字がどうしても読めないので、読めるように配慮は
してほしいです。具体的な支援としては、テキストデー
タとして頂ければ、私はパソコンに読み上げソフトを入
れていて、それで読み上げさせて対応していけるので、
そういう支援はあるといいなと思います。つまり、視力
が弱い人に眼鏡があるのと一緒で、学習障害で、ディ
スレキシアで字がうまく読めなければ読み上げソフトを
使えるような環境というのは合理的な配慮といえるのか

な。
　トム・クルーズがいろいろな映画で素晴らしい演技をするのですが、あれはテープに吹き込まれた
せりふを聞いて演じているわけです。それは合理的な配慮として成立しているから、ああいう素晴ら
しい演技につながっているわけです。やはり、人として認めてもらって、自分の持っている力を引き
出せるような環境が欲しいので、合理的な配慮だなと思ってもらえるとありがたいです。
　あと、障害という名前がつくと、どうしても障害名で見てしまって、「あの子は学習障害」「あの
子は高機能自閉症」と、その人を見るのではなく、障害を見て対応されることがあります。私は字が

治療と言う発想は

現代社会生活にわずらわしさを感じている人に

治療と言う発想は

勝ち負けをつけている？

現代社会に適応させようとさせている

大切なのは

共存・共生・尊重しあえる関係

現に存在している、生きているんだ！

求めること

• わずらわしさ（困り感・障害）に対する合理的
配慮は当たり前に求めたり受けられたりする

（めがね）

• 障害を見るのではなく、その人を見てその人
の願う目的に対して支援が誰でも得られるよ
うに（ガラスの先の掲示板）

• 勝ち負けでものごとを見る社会ではなく、感性
や人間性という視点で共存できる社会

成功体験と言うが

• できないところに目を向けられると 本人は苦
しい。

• できているところに目を向けると 自然と成功
体験になる。

スモールステップも大切だが，既にできてい
ることを意味づけ意識的に取り組み評価する
ことで成功体験からスタートできる。

治療ではなく支援
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なかなか読めないのですが、例えば普通の掲示板にガラスがなければ、指で隠して、要る行だけ指の
間から見えるようにして、目で追っていけるのですが、ガラスがあると、それができなくてなかなか
読めないのです。だから、全部が全部困るわけではないという状況です。障害名からいくと「あの人
は全部字が読めない」という見られ方をするのですが、自分で工夫できる状況なら、文字から情報を
得ることはできます。その人の願う目的やニーズに合わせて支援がもらえる体制であったらいいと思
います。
　社会全体では勝ち負けで物事を見るのではなく、人間性や人権という視点で共存できる社会をベー
スに考えていけるといいと思います。

　発達障害のある人は特異な脳を持っているというので
すが、その「特異」ではなく、実際は「得意」な脳を持
っているのだと私は思います。最初に時計が出ていまし
たね。多分、パワーポイントであのＮＨＫの時計を作れ
る人は、日本中探してもそんなにいないと思うのです。
私は文字に対して苦手ですが、プログラムなどはピピッ
とフローチャートが浮かんで、作れてしまうのです。だ
から、「特異」な脳ではなく、「得意」な脳なのかな、
そこを生かして社会に貢献できればいいと思って頑張っ
ています。
　健常者と障害者の間は「０」か「１」の世界ではなく
て、グレーゾーンがあるのかなと思います。健常・障害
というところに、人為的に境を作ってしまっているのな
ら、努力次第で境を動かしたり、取り払ったりすること
は可能だと思うので、心の持ちよう、心のバリアフリー
で、みんなでやっていける社会はつくれるかなと思いま
す。
　人間というのは、初めは二つの細胞から受精して、そ
れが分裂してどんどん成長していって生まれてきてくれ
るので、生まれてくるだけでも尊いことかな、それに優
劣をつける必要性はないことなのかなと思います。
　発達の中で、イレギュラーがあっても自然だと思いま
す。イレギュラーがあっても、今、存在して生きてい
るのだから、やはりそこを大事にしていけたらと思いま
す。
　まだ続くのですが、時間が来ましたので終わらせてい
ただきます。ありがとうございます。

健常者と障害者の違い

「０」と「１」の世界なのか？！

連続していて、グレーゾーンがあるのか？！
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今紹介いただきました、ハンドルネーム「ソルト」という者です。よろしくお願いします。
　先ほど紹介いただきましたように、公に、会社も含めましてカミングアウトしていないもので、ハ
ンドルネームという形でご了承ください。

　簡単に自己紹介から始めていきたいと思います。
お手元のパンフレットにも簡単に書かせていただき
ましたが、自分自身、コミュニケーションを中心
に、障害といいますか、苦手なことがずっと続いて
いました。小学校の低学年・中学年ぐらいから感じ
ていました。なぜだろうと思いながらずっと大学ま
で来まして、その後大学で、後でスライドに出て

きます、支援者のゆうこ先生という保健管理センターの先生に出会いました。何とか自分を普通の人
間にしたい、普通のコミュニケーションができる人間になりたいということで相談に乗っていただき
ました。けれども当時は、先生も私も「発達障害」「アスペルガー症候群」「コミュニケーション障
害」という言葉や概念そのものが分からないで、お互いなぜだろうという形で大学、大学院を卒業し
ました。
　その後、幸い一般就職ができまして仕事はしていたのですが、2004年の春に、ゆうこ先生から本を
頂きました。『地球生まれの異星人』という、泉流星さんという方が書かれた本で、中にはご存じの
方もいらっしゃるかもしれませんが、その本は当事者の自叙伝のような形で書いてあったのですが、
何か自分と、感性といいますか、書いてあることや思いが共通するところがあるというような不思議
な感覚になりました。その本の後の方で、自閉症ですとかアスペルガー症候群という単語が出てきま
して、自分もそうではないかと、かかりつけのお医者さんに相談したところ、正式に診断を受けまし
た。それが2004年、27歳のときでした。

　その後、カウンセラーと相談していまして、自分
はどうしたらいいのだろうとか、こういう診断で実
はこうだったのだけどというときに、カウンセラー
の方が、当事者同士の茶話会のような場があるか
ら、そこを調べて足を運んでみたらということで、
調べました。インターネットで検索しましたとこ
ろ、偶然、東京都自閉症協会に出会いまして、茶話

会に申し込みました。
　当時は自分と同じような障害を持っている方がいらっしゃるということすら分からなかったので、
非常に不安だったのですが、皆さんハンドルネームを使っていろいろ活動していると聞きまして、
興味本位というか、不思議な感覚で足を運んだのです。そのときにハンドルネームを自分でも決める
ことになりまして、正直、どういうふうに決めたらいいかという想像性の問題も非常に苦手でしたの
で、自分の趣味から決めさせてもらいました。

｢アスペルガー症候群～当事者からのメッセージ～ソルトの場合｣

東京都自閉症協会　会員　
ソルト 
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　診断を受けまして、アスペルガー症候群の勉強をしていくうちに、想像性とかコミュニケーション
とか、苦手なところはたくさんあるのですが、それとは別に、その一人一人個性があるのだというこ
とが書いてありまして、自分自身は、スライドにも書かせていただきましたが、旅行とグルメという
ことから「ソルト」かなと。
　何が言いたいかと言いますと、旅行が好きでして、後から紹介しますが、例えば海外旅行に行きま
したと。どこでもいいですが、ある国の字が全然読めないで、一人でレストランに行ったときに全
く読めないままいろいろなものが出てきました。後から聞いたらカンガルーだとかワニ、カメのスー
プなど、いろいろな想像を絶するようなものが出てきたのですが、そのときに塩というそのものが何
か、「あれ、同じ塩だね。こんな味だっけ」ということに当時気が付きました。
　言い換えますと、塩というのは世界共通の調味料ですが、塩には一つ一つ個性があって、その場そ
の場で料理に合う、合わないとか、特徴も違います。つまり、自閉症やアスペルガー症候群なども、
言葉での診断もあるかもしれないですが、実際には一人一人違うし、個性がある。その個性を一つ一
つ重んじることが大切なのかと思い、「ソルト」という名前をつけました。
　ちょっと前置きが長くなりましたが、進めていきたいと思います。今回、大学で受けたゆうこ先生
の支援のところを中心に始めさせていただきたいと思います。

　自分が大学に入りまして、最初にゆうこ先生と出
会うきっかけなのですが、当時は「自分を普通の人
間にしたい」。言い換えますと、障害そのものが分
からなかったので、何とか同じようにみんなと溶け
込んで、人間関係ができるようになりたい、でもな
かなかできないということを相談しました。先生の
方でも了承いただきまして、「一緒に頑張っていき

ましょう」ということで、カウンセリングを始めました。
　大体、期間的には１年生から３年生のときまでは毎週１回１時間で、４年生になりまして、研究室
に配属されてからは週に大体２回。人間関係が濃くなりまして、つらいことも多くなりましたので、
週に２回相談させていただきました。当時はアスペルガーのことは全く分からなかったのですが。
　では、実際にそういうところでの事例等を、順番に挙げていきたいと思います。

　まず、冗談が分からないということで一つ例を挙げさせていただきます。先ほどの神山先生の講演
にもありましたように、文字通り受け止めてしまう。先ほど電子レンジの話もありましたが、私自身
も冗談が分からず、言葉をそのまま受け止めてしまうという特性があります。
　自分自身の一つの事例ですが、言われたことがすべて本当で、うそは言っていないと受け止めてい
る傾向が当時ありました。例えば「ばかだな」と言われたら本気にばかだと言われているように受け
止めていました。ふざけているとか、冗談という感覚がなかったと言ってもいいのかもしれません。
　実際の例ですが、大学の友達同士４人で山登りに行ったときです。ハイキングですね。山登りして
いるときに、一人の友人から「ソルト君、このがけから落ちていいよ」と言われました。本人はも
ちろんふざけて言ったつもりだったのですが、私としては当時、本当にショックを受けました。「何
でそんなこと言うんだろう、ひどいじゃない」と思いました。口には出さなかったのですが、「分か
ったよ」みたいな感じで、パニックになっていて、そのままそうなりたい（落ちてしまいたい）ぐら
い、すごくつらかったです。

　そのことをゆうこ先生に相談させてもらったところ、先生の方が逆に私に対して驚きまして、「そ
んなの冗談だよ。本気にすると相手がかえって驚くよ」と教えていただきました。けれども、当時は
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　私自身、何が冗談で何が本気か本当に分からなか
ったのです。そういうこともゆうこ先生に正直に話
しました。すると、先生からは「じゃあ、相手には
『僕は冗談を理解しにくいし、自分でも冗談を言う
ことができないから、冗談を言うのは控えてね』と
言いなさい。それでも相手が聞き入れてくれないの
であれば、あなたの方から少し距離を置きなさい」

という助言を頂きました。その結果、冗談が好きな友人と少し距離を取ったことで、自分自身つらい
思いをすることが減っていきました。
　このように、授業や研究室での活動などを通じながら、一つ一つのイベント、出来事などを毎週先
生に相談させていただいて、「こういう場合にはこうする」という助言を受けて、少しずつ社会性や
コミュニケーションとはこういうものだということを教えてもらいました。
　実際には、人間関係以外でも、日常生活ですとか社会生活も含みます。確かにここまでやってもら
って、今思うとすごかったと思います。やはり先生は「正直しんどかったな」と言っていたときもあ
りました。ですが、そういうことをずっと大学院まで学ぶことができたので、それが下地になりまし
て、同じような場面でも、一つ一つ教えていただいたこと、習ったことを自分の生活の場に取り入れ
て、こういうときにはどうしたらいいのかということを学んでいくことができて、本当に自分にとっ
て貴重な体験だったと今は思います。
　そのほか人間関係以外でも、生活面等で本当につらくなって、やけ食いしたりとか、全然眠れなく
て生活が不規則になったときにも、つらい思いなどを聞いていただいて、サポートしていただいたと
いうサイクルをずっと続けさせていただきました。

　次に勉強面について簡単に話したいと思います。
先ほどの神山先生の講演にもありましたが、大学と
いう場は、私の勝手な見方かもしれませんが、ある
意味狭くて深いことを学ぶことができる場所なのか
なと。言い換えますと、後からの私のこじつけです
が、私のような発達障害ですとか、深くて狭い特化
したところに興味を持てる者にとっては、ある意味

学びやすい場ではなかったのかなと思いました。私は、自然科学、気象とか海洋などが好きだったの
ですが、大学時代はそういうことを直接学ぶことができました。

　研究室の先生からは、「おまえのやっていることが勉強ではなくて趣味だ」と言われたこともあり
ましたが、本当にそれぐらい、例えばレポートですとか、テスト、授業などが苦にならなかったので
す。自分自身が好きなことを大学の場に持ち込んで勉強できたというのは、ラッキーだったと今は思
います。

　大学を卒業して社会に出たわけですが、自然科学を勉強してきまして、それをそのまま仕事に移せ
るかといいますと、残念ながら研究職など限られた職しかないようでした。結局、私は今、事務の経
理の仕事をしているのですが、大学時代に学んだことというのが自分が好きなこと、趣味だったのか
なと思いました。社会に出たときにどうしたらいいかと考えたときに、確かに自分が好きなことも大
切ですけれども、社会のニーズ、例えば社会がどういうものを求めているかということと、自分の好
きなことややりたいことがうまく見つけられれば、その仕事ができるのかなと思いまして、今は経理
の仕事に就いています。
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　自分の一つの特徴としまして、例えば先ほどおっしゃった特性の一つにもありますように、数字が
好きで、事務作業は飽きない。ルーチンワークは飽きない。分析が好き。コミュニケーションが苦手
という面もありましたが、キャリアカウンセリングなどいろいろな先生方の支援を受けて、総合的に
自分を見たときに、出てきた答えが経理だったのです。それをやってみたらうまくいくのではないか
ということで、今、実際にその仕事に就いています。実際に経理の仕事をやっていまして、例えば伝
票や請求業務などがあるのですが、そういうことは自分の特性に合っていたのかなと。
　確かにそのときに、ルーチンワークが好きですとか、数字が好きということで、工場のベルトコン
ベヤーの仕事も合っていたかもしれません。何がいいとか何が悪いというのはないのですが、自分の
特性に合った仕事として良かったのかなと今思いますし、それを信じて頑張っていくことが必要なの
かなと思っています。言い換えますと、私は発達障害だから何が駄目とか、何が苦手とかではなく、
だからこそできること、自分の特性、いいところをもっと見るようにして仕事に就いていきたいと私
は思っています。

　仕事以外で、私の趣味についてです。先ほど神山先生
の講演でもありましたように、いろいろな趣味がありま
して、自分と一致する趣味は母体数が少ないかもしれま
せんが、好きな趣味がありますので、幾つか紹介したい
と思います。
　その一つが大相撲です。相撲が好きで、小さいころか
ら親の影響などで相撲を見ていました。私が子供のころ
ですと、千代の富士という横綱がいたのですが、その千
代の富士が大好きでして、取り組みが出た時点で、何年
何月何場所の何日目とか、対戦相手は誰とか、こういう

取り口、というぐらい好きでした。言い換えますと、「カルトＱ」という番組が同じころにはやりま
して、ご存じの方もいらっしゃると思うのですが、相撲に関する問題はそれが易しいと感じるくらい
好きでした。
　千代の富士は肩が外れやすいとか、いろいろな弱点がありまして、それを筋肉のよろいで固めた
り、取り口を変えたりという形で横綱まで上り詰めた力士なのです。そういうことを私自身もできれ
ばいいなと。
　言い換えますと、相撲、千代の富士など、趣味を通じていろいろ自分の世界を開拓していきたい。
コミュニケーションが苦手であればどういうふうにしたらいのか。例えば具体的に言いますと、自分
自身のソーシャル・スキル・トレーニングをつけるとか、顔の表情が硬いとか動かないとよく言われ
るので、顔の表情のトレーニングをするとか、記録をつけるとか。そういうことを一個一個やってい
けば、少しずつであっても、健常者というと変かもしれませんが、近づくことができるのではないか
と思っていまして、自分の趣味を大切にしています。

　もう一つの趣味が海外旅行です。自分自身は一人旅でも行きたいぐらい、海外旅行が好きです。
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　例えばこちらの写真。こちらが南米コロンビアの小学
校に観光といいますか、お邪魔したときの写真です。彼
らから教わったことなのですが、彼らの笑顔には本当に
安らぎを感じたのですが、明日の生活というか、その
日の食事そのものも大変なのです。本当に、ここの学校
に来ている生徒たちも、いろいろ補助や援助を受けてや
っと来られているという状況であっても、そういうこと
を感じさせない、心の潤いというか、みずみずしさを感
じたのです。言い換えますと、当時、現地に行ったとき
に、何かお金だとか物ではない豊かさが必要ではないか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ということを感じました。

　こちらがイグアスの滝で、ブラジルとアルゼンチンを
またぐ大きな滝です。実際に自分が足を運んで見て、ぼ
ーっとしているときに、確かに会社や自分の周りの人間
関係を思うとつらくなったり落ち込んだりすることも多
かったのですが、こういう場所に行けば、その場から解
放されるというか、ガス抜き、息抜きのようなことがで
きるということも、趣味の旅行から学ばせていただきま
した。

　これはペルーのナスカの地上絵。ここがハチドリで
す。こういうときにも、ただ見るのではなく、現地の方
といろいろコミュニケーション、話を聞くことによっ
て、普段自分の日常生活にない、発想のようなことを学
ぶことができました。例えば農業で言いますと、一つの
説ですが、ここに立って太陽がここに出てくるときに
は、収穫の時期だとか種まきの時期だとか、そのような
カレンダーのない当時の知恵なども、旅行を通じて勉強
として学ぶことができました。

　それとは別に、先ほど絶対音感という話が出ましたが、私自身、実は絶対音感があるのです。その
絶対音感と海外旅行とどういう接点があるかといいますと、私自身、コミュニケーションは苦手なの
ですが、本当はコミュニケーションができるようになりたい、人脈を広げたい、人と仲良くなりたい
という思いがあります。言葉が分からないのももちろんありますが、ピアノの絶対音感をうまく使え
ば、コミュニケーションが図れるのではないかと。
　具体的にやったことは、その国の国歌。例えばコロンビア国歌、マダガスカル国歌。そういうもの
を絶対音感を利用して、聞いてピアノに落とします。このプロジェクターぐらいの大きさの、持ち運
びできる、電池で動くロールピアノを旅行のときに一緒に持っていって、そういうもので現地の人と
音楽を通じてコミュニケーションを取ることで、お互い言葉とか、いろいろ違っていても通じるとい
うことを感じました。言い換えますと、自分にあるものや自分ができることを大切にして伸ばしてい
って、コミュニケーションなどに結び付けていくことができたらと思って、今やっています。
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　もう一つは写真です。これはマダガスカルのバオバブ
の夕日なのですが、せっかく旅行に行くのであれば、た
だ行くだけではなく、やはり記録に残したい。記憶に残
したいという気持ちが強いのです。どうやったらうま
く撮れるのかと思いまして、今もつい先々月ぐらいから
写真教室に通って勉強し始めています。そういう自分の
やりたいこと、こうなりたいということを大切にしなが
ら、そこを伸ばしていけるようなことに目を向けながら
やっていきたいと思っています。

　こちらは花です。名前は全然分からないのですが、マ
ダガスカルで公園を歩いていたときに見つけた花です。
不思議だなというのと同時に、どういうように花が咲く
のだろうだとか、花びらは何枚で、何でこういう姿をし
ているのか。分からないのですが、本当にこういうこと
に一つ一つ興味を持つことも必要なのかなと思っていま
す。

　これは最後、南米コロンビアの塩山、塩を掘削した跡
地にできた教会なのです。ここの塩の山というのは、昔
アンデス山脈は海だったということもあるのですが、そ
ういう跡地と、あとは現地の国のキリスト教、カトリッ
クの国なのですが、そういうことを結び付けて、地元の
観光地ではないですが、お祈りする場所、そういう場に
しているということが新鮮でした。こういう世界がある
のだなということを感じさせてもらいましたし、自分自
身の世界を広げていくための大切な機会にしたいと思っ
ています。

　これも同じ塩です。実際に人がここにいるので分かる
と思うのですが、ずっとこの上まで全部塩です。どうい
うふうに撮っているか分からないですが、やはりそうい
う自分の発想にないことを教わらせていただきました。
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　次に、告知の話や診断の話がよく出ますので、進めて
いきたいと思います。
　自分自身がアスペルガー症候群であることを知る前
は、感覚過敏という言葉も当然知りませんでした。けれ
ども、旅行に行くときに、例えば東南アジアなどは辛い
料理が多いですが、食べられなかったのです。まだ診断
を受ける前なので、そのとき自分は、このような辛いカ
レーをずっと続けてトレーニングすれば、いずれ食べら
れるようになるのではないかと思いました。知らぬが仏
というのでしょうか。実際に、辛さを選べるカレー屋さ
んで５辛を毎日食べ続けました。当時は１辛で本当に汗
びっしょりだったので、５辛というともう地獄だったの
ですが、でも食べられるようになりたいということで、
今思えば無謀かもしれませんけれども、実際に食べ続け
て、今は大丈夫になりました。
　何が言いたいかというと、確かに診断や告知は大切か
もしれないですが、仮に当時自分が診断を受けていて、
感覚過敏だと、そういうものも言葉も知っていたら、も
しかしたら辛いのは感覚過敏のせいかもしれないと、私
自身勝手に思っていたかもしれません。こんな無謀なこ

とはしないで、自分は辛いのは食べられないからとなっていたかもしれません。でも、逆に、食べる
ことをやってきたので、自分の食の幅が広がりました。その告知を先にした方がいいのかとか、診断
はいつしたらいいのかと、よく聞きますが、一概には言えないのかなと。本当にさまざまな例がある
のかなと。実際に27歳で診断を受けましたが、本当に世界が変わって、自分自身の感覚も変わってい
ました。その一つがこれです。

　先ほど仕事の話を少ししましたが、診断を受ける
ことによって自分自身がアスペルガー症候群の勉強
をしたときに、例えばコミュニケーションが苦手と
か、想像力が苦手とか、人間関係が苦手とか、よく
「三つ組みの障害」とか、いろいろな言葉がありま
す。では、そのままでいいのかといいますと、診断
を受けたからといって、例えば確かに手帳を取られ

たり、障害者枠での就労をされている方も多いのですが、本当にそれでいいのかということについて
話したいと思います。
　自分がその診断を受ける前は、幸い、システムエンジニアで正社員でした。発達障害のことを知ら
なければ大変だったかもしれませんが仕事に就くこともできますし、知ったからといって、今の私は
会社にカミングアウトしていませんが、「あなたの性格は」と面接で聞かれたときに、「ちょっとコ
ミュニケーションが苦手なところ、不器用なところがあると思います」と答えましたら、面接官の方
はふっとなってくれたのです。苦手なことは誰にでもあると思いますし、言い方を換えることによっ
て、自分ができる仕事だとか、対価を得られるためにできることが残るというか、増えるというか、
できるのではないかなと思います。
　自分は仕事を通じて、自分ができる仕事とか、正社員として働いていることを糧にしていきたいと
思っています。そういうことも、当事者の一人として、自分で言うのも変かもしれませんが、メッセ
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ージとして発信することができればいいなと思っています。

　自分自身、ソルトというハンドルネームで活動していますが、そのソルトと発表したときに、別の
先生に「地の塩」という言葉があることを教えていただきました。「地の塩」というのは、私はあま
り詳しくないのですが、キリスト教か何かの宗教で使われている言葉のようでして、「神を信じる者
は腐敗を防ぐ塩のように人の心や社会の循環の模範であれ」ということです。何が言いたいかという
と、せっかく自分がソルトという名前で動いているので、その「地の塩」を目指したいなと。
　具体的に言いますと、診断を受けたからこうとか、診断を受けたからできないのではなく、診断を
受けながらも、例えばゆうこ先生とのカウンセリングの場を話しましたけれども、積み重ねていくこ
とによって勉強できますし、先ほどの神山先生の発表でありましたように、褒めることによって周り
がカバーするとか、そういうことも非常に共感できました。あとは自分の趣味を大切にするとか、好
きなことをどんどん伸ばしていくことによって、診断を受けたとはいえ、少しでも健常者の人たちと
の接点やコミュニケーションを増やしていけるのではないかと。自分はそういう模範にもなりたいで
すし、もちろんそういう人にもなりたいので、「地の塩」という言葉を目標に、これからも仕事や啓
発活動を進めていきたいと思っています。

　時間が許す限り、旅行先で、具体的に言いますと南米ですと７回、コロンビアだけでも４回、世界
で26カ国行ったことがあるのですが、そちらで撮ってきた写真で趣味を共有できればいいなと思いま
す。
　どうもご清聴ありがとうございました。
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ディスカッション

（斎藤）　それでは早速ですが、総合討論に入
りたいと思います。第二部もかなり盛りだく
さんな内容で、いろいろディスカッションす
べきことがあるだろうと思うのですが、一応
30分ぐらいということで、フロアの皆さまか
ら、ご意見、あるいはご質問、ご感想等をい
ただきたいと思います。どうぞ遠慮なくご発
言ください。

（中島）　午前中に講演させていただいた中島
と申します。
　海外研修についてお話しさせていただいた
のですが、その中で十分にお話しできなかっ

たことで、午後のお話を伺っているうちに、直感的に思ったことがあります。私は心理学とかそうい
うことは全く素人でして、高機能発達障害とか発達障害ということは基本的にあまりよく分からない
のですが、この海外研修で PSNS を利用して、帰ってから振り返りをしたり、このような講演の準備
をしている間に直感的に思ったことです。
　それはどういうことかと申しますと、普段の生活で特に問題のない学生さんでも、海外という異な
った環境に入ったときに、一時的に発達障害的な状況に陥るのです。私の直感なのですが、今日の西
村先生のお話を伺っていて、学生たちがパニックになったときの反応が全くそっくりなのです。先ほ
ど、冗談で「迷子がたくさん出ました」と申しましたが、最初のころ、ホームステイ先に帰るときに
迷子になった学生がたくさんいました。迷子になったときに、例えば地図を見てその場所を確認する
とか、町の人に聞いて、自分は今どこにいて、帰るためにはどうすればいいのか聞けばいいとか、言
葉が通じなかったら、例えば図を描いてもらって何かすればいいとか、いくつか解決策が見つかると
思うのですが、そういう知恵がないわけではないと思うのですが、そのときに全くどうしていか分か
らなくなるということが何度もありました。
　もう一つは、先ほどの神山先生のお話の中で、外国語を話し掛けられているような感じがする。よ
く分からない言葉で外国人がぱーっと早口で話してこられたら、もうどうしていいか分からない。非
常に責められているような感じがするというのは、学生たちはフランス語専攻とはいっても、それほ
どできるわけではないですから、特にフランス人はアグレッシブに話してくる感じがするので、まさ
しくそういう感覚を持っているのです。それを乗り越えて、現場で海外研修を成功させるためのヒン
トにもなると思いました。
　それから外国語を勉強していくと、ある時点から異文化へ向けて飛び出していかなければいけない
部分があります。私は「ソルト」さんはフランス語だと勝手に思っていまして、「外に出る」という
ような言葉がありまして、「あ、そうか、外に出ていくのだな」と勝手に思っていたので、お塩だと
思わなかったのです。いろいろな写真をお撮りになって、行った所での体験をこうやって見せていた
だくのは、まさしくそういうことだと思うのです。

【第二部】

「高機能発達障害傾向を持つ学生の支援システム」
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　それから、これ以上学生さんに要求するのは難しいと思うのですが、そういうふうに、自分が一時
的に発達障害的な状況になってみたり、弱者のような状況になってみたりということが一般の生活で
はあまりないと思うのですけれども、こういう体験をする中で、普段そこそこの優等生で、あまり問
題を感じていないという学生でも、そういう気持ちになることができる。そういう困難を抱えていら
っしゃる方がいるとか、全く自信のある人間でもそんなふうになることがあるということを分かって
もらうという体験にもなって、とても海外研修は重要だと思うのです。
　もちろん海外研修に限らず、今日の午前と午後をつなぐお話として、少し付け加えさせていただき
たいと思ったのと、まるっきり素人ですので、私の抱いた直感というのはどこかでつながっている話
なのかなという気持ちがしつつ、専門家の方のお話も伺ってみたいので、その辺りよろしくお願いい
たします。

（斎藤）　いかがでしょうか、大変興味深いご指摘です。つまり異文化体験ということが、先ほど神山
先生の話にもありましたが、コミュニケーションというのは相互体験なので、一方だけの問題ではな
く、環境等が急激に変化したときに起きるような一種の状況に対する反応ということと、当事者の方々
が感じて体験していることの間にもしかしたら共通性があるのではないかということですね。これに
ついてよろしければコメントいただけますか。
　ソルトさん、どうですか。

（ソルト）　答えになるかどうか自信がありませんが、日本語ですと、例えば言葉の裏があるとか、し
ぐさの裏には何があるとかということがあります。海外だからないというわけではなく、国によって
も違うのですが、自分がそういう障害があるので、日本にいる場合はその辺りで無意識に構えてしま
うという部分があります。ですから、私自身は旅行をすると、逆にそういうのがないので、のびのび
できるのかなと。普通の健常者になっているのかなという思いもあります。
　言葉が分からない国の方が、自分が行った中では多いです。片言の英語も通じないような国。です
が、先ほどピアノの話を出しましたが、コミュニケーションは片方だけではなくて相互だとおっしゃ
られたように、相互の共通点、共通するもの、その一つが言葉というだけであって、その言葉以外にも、
例えばピアノだとか、ほかにもいろいろあると思うのです。何かそういうものが共有できることによ
って、現地の方々との壁を自然と持たなくなっているといいますか。バーなどに行きますと人がいま
すし、そのような所でピアノを弾いて、お酒の力もあると思いますが、そういう場で盛り上がること
によって、何人か英語ができる方がいればそういう方とコミュニケーションを取ったりもします。
　何が言いたいかというと、自分のコミュニケーションができないというところばかり見るのではな
く、自分のできるところを共有し合って、コミュニケーションが取れればいいのかなと。例えば、絵
を描くのがうまい方でしたら自画像を描いてあげるとか、日本文化でいうと剣玉のようなものを見せ
てあげるとか。そういうものでも十分共有するような材料が、自分たち自身が気が付いていないとこ
ろがたくさんあって、みんな共通するものがあるのかもしれない。ですから、今のところ、私は特別
パニックにはなりませんし、そういうものの後に、「ちょっと道を教えてください」「ここ行きたいの
ですが」と指差しながらやっているというスタイルでしょうか。
　お答えになっているかどうか分かりませんが。

（斎藤）　ありがとうございます。神山先生、お願いできますか。

（神山）　私はアメリカに行ったときに「ああ、いいな」と思ったことがあります。移住される方が多
い地域に行ったら、そこでの移住してきた方へのプログラムというのが、ＬＤの子にもすごく有効だ
ったのです。やはり、全く知らない言語に触れたり、読み書きができなかったりというのはほかの国
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に行ったときの感覚と同じで、そこでの支援というのは、移民の方、ＬＤの学習障害の方にも共通す
る支援として有効だと感じたことがありました。

（斎藤）　ありがとうございます。
　では、専門家の方からということで、西村先生、お願いできますか。

（西村）　中島先生のお話は、非常に共通するところを見つけていただいてうれしいなと思います。例
えば「ウィングの三つ組み」が発達障害のアスペルガーの人たちの特徴だといわれても、ではそれを
自分のこととして、自分の視点からどうそれを体験できるかということ、つまり、想像することと実
際にそこにいるということとはかなり違うのです。ですから、神山先生に疑似体験プログラム的にプ
レゼンしていただいたのですが、やはり一瞬一瞬どきっとしますよね。分からないことを隠したくな
ります。けれども、そのことが日常的にあるということの苦しさを分かっていただきたい思っていま
す。いろいろな疑似体験もありますが、やはり、当事者の視点、まさにそのことを体験しているとい
う体験を提供しながら、困難さの質をどうしても伝えていきたいと思うのです。
　PSNS で学生さんたちが書き込んだのを拝見しましても、混乱しながら何とかやっていけるのは、
その場にしっかりとつなぐ人がいる、たとえば、いいマダムがいたり、いいクラスメートがいたり。
そのような「場」をちゃんとつないで誘ってくれる人がいると、自分がそこにいていいという感じを
受けるという実感を読ませていただいた中にあるのですね。それは私の発表の中でお話ししました、
グループの中にそういう雰囲気がある人がいるということが自分は入りやすいというように言った学
生がいるというのと非常に共通した体験がそこに見られるわけです。ですから、私も先生の海外研修
を拝見していまして、彼らはいつもそういうのを日常的に体験しているのだなと思いながら見せてい
ただきました。

（斎藤）　ありがとうございます。非常に深い
テーマで、私から少し印象を。「翻訳」という
言葉が出てきたのも非常に象徴的だなと思う
のです。何か全く違う環境といいますか、コ
ンテクストというか、まさに異文化。あるい
は、それまで自分が寄って立てた基盤が全く
変わってしまうような状況に対して、人間は
どうやってそれをポジティブな体験に変えて
いくか。あるいは、それをどうやってしのぐ
か。そういったことで、非常に共通した点が
あると思います。
　そういう意味では、ソルトさんが外国へ行
く方がむしろポジティブな体験になるという

ことは、やはり普段からそういう体験をしておられるということもあるのかなと思います。つまり、
日本にいても、そういう体験をポジティブにすることをずっとやってきておられるのですが、われわ
れはそういうことをやってきていないので、突然外国へ行って、コンテクストが全部変わってしまう
と、全く混乱してしまいます。だから、一見反対のようにも見えますが、そこにはすごく共通要素が
あります。一般の学生が、ちょっと環境が変わっただけで、尻込みしてしまって動けなくなるという
人が非常に多いわけですが、そういう人にどう援助をするのがいいのかということとも、恐らくどこ
かでつながってくるのではないかと感じています。
　すみません、先ほど後ろの方で手を挙げていた方がおられたので、お願いします。
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（質問者１）　県内の知的障害特別支援養護学校で教員をしております。
　今回は発達障害傾向の学生の支援ということで、つまり、大学・大学院に今いらっしゃる学生への
支援ということなのですが、私のように小・中・高等学校までの学校現場の者から見て、ちょっと気
付いたことがありました。
　今日のご発表の吉永先生と西村先生の発表の中に、大学に在籍しているＬＤの障害の方が少ない、
あるいはゼロという数字もありましたが、発達障害の中でＬＤが少ないというわけではなく、多分、
高機能発達障害などよりもＬＤは多いはずです。水内先生の資料で、アメリカなどは逆にＬＤが中心
とありました。ということは、日本でＬＤの学生が少ないというのは、いないわけではないと考えると、
これは大学に入れるレベルまでの学力保障を小・中・高の段階でなされていない。われわれ、小・中・
高までの学校現場の段階で、ＬＤの子が本来、実力を発揮できて、大学生になれるレベルにあるはず
の教育が、先ほど名前が出た他の先進国の中に比べて、日本では後れているということがいえるので
はないかと思いました。
　もう一つは、大学・大学院に入る壁、入試におけるＬＤへの配慮がまだ十分にされていないのでは
ないかと思いましたので、お返事いただけますか。恐らくデータはないと思いますので、個人的なお
考えでも結構ですので、お願いします。

（斎藤）　ありがとうございます。
　これは水内先生からとりあえずお答えいただくのがいいかなと思いますが。

（水内）　ご質問ありがとうございました。
　調査結果を見ても、それから自分自身が大学で学生と向き合っている中で見ても、困り感を抱えて
いる学生さんたちの中で、いわゆるＬＤ、学習面でが主訴という方がいるということはやはり少ない
と思います。それは先生が先ほどご推測されたように、小・中・高段階における学力保障がなされて
いない、これもあると思います。まさに今、平成 19年から特別支援教育ということで、小学校・中
学校の、あるいは幼稚園からの通常学級にいる子供たちの中に、そういった、頑張っているけれども
できない、分からないという子がいるという前提の教育が始まってまいりました。この成果が出てく
るのは恐らく 10年後ぐらいでしょうか。そのときには、十分にケアされてきた方が、学力も保障さ
れてきた方たちが大学を受験されるのではないかと思っております。
　入試におけるＬＤの配慮ですが、基本的に大学が、高校もそうですけれども、入試を突破してくる
ところで見ているのは学力です。もちろん推薦等、いろいろな入試の形態がありますが、今のところ
は多分どこの大学も、大学入試センター試験における障害学生への配慮に準じることでやっているの
が現状かなと思います。ただ、発達障害のある方たちがいることは分かっておりますので、もしカミ
ングアウトされた場合には、その診断名に基づいて何か合理的な配慮が得られるという社会を早くつ
くる必要があるでしょう。

（斎藤）　神山先生、この件についてコメントございますでしょうか。

（神山）　私は高校を出てすぐ自衛隊に入って、自衛隊に４年行っていたのですが、その間に夜間の短
大に行きました。そこでは教員免許を取れることが調べたら分かったので頑張って行ったのですが、
入試に関しては作文と口頭試問で、文字がなかったので、「よし、ここだ」と思って行ったのです。
そこでなかったら多分行けなかっただろうと思います。やはり入試の壁というのは自分自身も感じて
いますし、今、これだけ発達障害と言われていても、なかなか体制というか、まずは発達障害の正し
い理解がまだまだ進んでいないかなと思います。でも、国連の障害者権利条約に日本もサインしたの
で、近いうちにそういう時代が来ることを願っています。
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（斎藤）　ありがとうございました。よろしいでしょうか。はい、どうぞ。

（高山）　第一部で話をさせていただきました高山でございます。今日の第二部の演者の先生方のお話
で非常に感銘いたしました。
　その中で、神山先生とソルトさんが言ったところで気付いたのですが、違っていると思うのですけ
れども、例えばコミュニケーションの意味に、言語性に基づくコミュニケーションと感性に基づくコ
ミュニケーションがあるのではないかと思いました。例えば言語性のコミュニケーションは、先ほど
ソルトさんはないとおっしゃったのですが、日本ではなくて、外国に行くとある、つながるというの
は感性のコミュニケーションではないかなと。神山先生が先ほど、視覚で感じたものをにおいで感じ
たりするとおっしゃったのですが、われわれがおぎゃーと生まれてから、社会に適応するために母親
から教えられたのが、感覚が全部分化されていると。目で見る、耳で聞く、これを教えられたのでは
ないか。ところが本当は、目で物に触れる、耳で音を見る、手でそれを聞くと。こういった交叉性の
感覚というのを今われわれは失っているのではないか。それを神山先生とソルトさんはお持ちになっ
ているのではないか。そういうふうに考えると、言語性のコミュニケーションだけに頼っているわれ
われがおかしいのかもしれない。そういったところでものを理解することによって、今、発達障害の
方々の理解を深めることができるのではないかという気がしたのですが、いかがでございましょうか。

（斎藤）　ありがとうございます。最初の方でおっしゃったことで少し意味が取りにくい点が多分ある
と思うので、確認をさせていただきたいのですが、「ソルトさんと神山先生の話を聞いて、違うと思
ったのですが」とおっしゃったのですね。その「違う」ということを少し翻訳していただけますか。「違
うかもしれませんが」という意味ですね。

（高山）　今、私がこれから言おうとしているものが違うかもしれない。一つの私の勝手な思い込みか
もしれませんという意味です。

（斎藤）　もしかしたら違うことかもしれないけれども、ご意見をお聞かせくださいということですね。
私も字義通りに物事を取るところがありまして（笑）。多分そうだろうなとは思ったのですが。
　というわけで質問者は、ちょっと自信がないけれども、ぜひ率直なご意見を聞かせていただきたい
ということです。おっしゃっていたことは、一つは言語性コミュニケーションと感性によるコミュニ
ケーションというのは少し違っていて、言語性コミュニケーションだけがすごく強調されているとい
うことが一つの問題ではないかということですね。それが、神山先生がおっしゃった、共通感覚をわ
れわれが失っているということと関係があるのではないかということですね。それでよろしいですか。
　それについてコメントを頂ければということで、お願いします。

（神山）　そう言っていただけるとすごくうれしいなと思うのですが。私のおやじも実は同じような特
性があります。でも、配管業をやっていて、現場に行くと、水道管の真っすぐのものが何メートルで、
Ｌ型の継手がいくつで、Ｔ型の継手がいくつとぱっと分かるのです。僕も家や建物を見ると、梁の位
置とか、どういう組み方をしてあるかというのがピッと浮かぶのです。だから、言語でのコミュニケ
ーションは苦手だけれども、そういうものがあるので、何か言われたのが今ストンと落ちてきて、う
れしいなと感じております。

（ソルト）　感性と言語。今、聞きながら勝手に自分で書いていたのですが、ある意味、言語は国や民
族によって全然異なりますが、感性というのは何か共通するものがあるのかなと。面白いものは面白
い。先ほど、感覚は母から教わったりとか、文化ということもあると言われたのですが、そういうこ
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とを、言語は完全に異なりますが、感性というのは似ているというふうに見ますと何か共有化できる
のかなと。その共有が相互理解や相互尊重で、例えば、私はソルトの塩の味というのを出しましたけ
れども、そういうものも何か相互尊重、相互理解ができるから、一つはコミュニケーションになって
いるのかなと。
　旅の場合ですと、ある意味、その場限りと言うと失礼ですが、お客さん扱いですし、相手もずっと
一生、これから十何年やっていくというわけでもない。その辺りの、何か接するときのマインドの違
いですとか、「遠くからよく来た」ですとか。逆に日本人同士ですと、私も無意識に構えたりという
のもあるように、お互いが何か意識したりとか。
　何が言いたいかというと、感性は似ていて、言葉は完全に異なるというほかに、気持ちの持ち方の
ようなものも、何か共有化しやすい、相互理解しやすい、相互尊重しやすい環境だからこそ、旅は自
分がコミュニケーションを取りやすい手段の一つなのかなと思っています。
　お答えになっていましたでしょうか。

（斎藤）　それでは、西村先生。

（西村）　はい。今おっしゃってくださったことを私も強く思っています。とかく言語性のところが足
りないということでコミュニケーション・スキル・トレーニングをしますよね。けれども、彼らの一
番苦しいところばかりを訓練するのではなく、むしろその感性的コミュニケーション、つまり、言葉
にならない部分で通じ合う事の重要性をもっと主張するべきだと考えています。感覚的には非常に共
通している部分があり、そこを活かしたコミュニケーションプログラムを開発することは可能である
と考えています。そこを一緒に楽しめて、感覚的に通じ合うコミュニケーションが確立したときに、
あとから言語的なものというのはついてくるだろうというのがわれわれの考えとしてあります。午前
中に中島先生が、「直感」とか「感じるのよ」とおっしゃった言葉がすごくうれしかったのです。つまり、
言語はあとからついてくるのです。そういう感性的な部分できっと、お互い同じ土俵で楽しめるとい
うか、通じ合えると思っております。

（斎藤）　それでは、吉永さん。言語を創出するところに命を懸けている、知識創造の吉永さんに、も
う少し付け加えていただければと思います。

（吉永）　今日の発表の、就職支援を例にした「支援者の心構え」という私が作ったスライドにも書い
たのですが、面談中本人の言う言葉が私としてはびっくりする内容なのです。何でそんな発想をする
のだろうという、何かネガティブな感情が、相談を受けている私のところに宿ります。でも、「変だ
な」と思いながらもそれをうまく楽しむというか、「こんな違った考え方ができるんだ」とか、確かに、
後で論理で考えるとそういう考え方もありだと、そういうことをどれだけ短期間のうちに私が思える
かというのがポイントだということをすごく思うのです。
　ですから、私は「支援者も考える」と書きましたが、もしかしたら「支援者も感じる」という方が
正しいかもしれません。私たちがそういった感じ方のレベルで共有をして、そこを素早く論理につな
げていく。それで「なるほど、これって了解可能なことだよね」ということを翻訳しながら相手のこ
とも理解をつなげて、共通理解をつくっていく。それが第一部で高山先生がお話しいただいた表出化
という部分だったりするところなのです。そこに素早く移行できるような支援をわれわれとしては心
掛けなければいけないと。
　分かったようなことを言って全然分かっていないのですが、そのように感じました。ありがとうご
ざいました。
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（斎藤）　今のテーマに関連しても、全く関連していなくても結構ですので、フロアの方からほかにご
ざいませんでしょうか。

（質問者２）　名古屋大学で学生支援を担当しております。
　本学も学生支援ＧＰで、午前中のＳＮＳの構築とか、学生支援の場では、今、話題になっている発
達障害のことはいろいろ研究会で話題になって、本日詳しいお話を聞かせていただきましてありがと
うございました。
　私の方から、発達障害の関係の就職、支援の関係で教えてほしいのですが。就職支援の場で今日は
西村先生の方からいろいろお話を伺ったのですが、実際、社会に出て、企業や公的機関、いろいろ就
職する場所はもちろんありますが、発達障害については理解や認識がまだまだ足りないのではないか
と。大学でもこの１～２年、いろいろな研修で必ず盛り込まれたというところがあるかと思うのです
が、まだまだ大学の場でも認識や知識が少ないと思うのです。就職支援をいろいろするに当たって、
発達障害を持っている人については、やはり自分もきちんとその辺の特性等について認識していかな
いといけない。また、就職を支援していく大学側も、社会に出たときの厳しい現実を知ってもらわな
ければいけないということがあると思うのです。
　本日、当事者の神山先生、ソルトさんからもいろいろお話を聞いて、お二方は今、社会の中で一生
懸命頑張っておられるということで、また、ソルトさんから自分の特性に合った仕事をやっていく必
要があるということをお聞きしました。就職支援の現場で、特にその辺のことについて、さらに経験
も踏まえて何かコメントや大事な点がもう少しありましたら、ご教示いただけたらと思います。よろ
しくお願いいたします。

（斎藤）　ありがとうございます。
　これについては吉永先生から最初に答えてもらうのがいいかなと思うのですが。

（吉永）　私は経営学を専攻していることもありまして、どちらかというと就職支援担当という形で相
談を受けています。その中で就職活動で大事なものは一義的にやはり自己ＰＲであり、次に志望動機
というものがあります。それがかなり密接に結び付いて、なおかつきちんとＰＲできればその学生さ
んは勝ちみたいな、そういった一種のゲームのようなことになっています。そのゲームにどうやって
乗れるかということだと思うのですが、そういう点では非常に難しいと感じています。
　先ほど私は、心構えで、時間をかけるなどテクニック的なこともお話ししましたが、やはり根本的
な解決にはならないだろうと思っています。そういった意味では、せっかく私も経営学を勉強してま
いりましたので、やはり企業の方々にご理解いただくというような啓発活動が今後もっと必要だろう
と考えております。
　これは少し専門的な話になりますが、もともといわゆる企業におけるマネジメントというものは、
古典的には人をコントロールすることだったのですが、エーザイ様を含めて、先進的な企業は、コン
トロールするのではなくサポートするのがマネジメントなのだと既に移行されていると私は理解して
おります。そのようなコンテクストで見た場合、われわれのやっているサポートをマネジメントにう
まく生かしていただくということの積極的なお願いも含めて、なおかつその方の得意なことを十全に
生かすようなマネジメント手法をむしろ開発していただきたいと思うし、むしろわれわれはその理論
的な枠組みを考えるというようなことが重要だと思っております。
　すみません、大風呂敷を広げているのですが、そういった意味では、私は企業との共同研究が第一
義だと思っております。

（質問者２）　どうもありがとうございます。
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（斎藤）　ありがとうございました。
　今の点について追加はございませんか。いいですか。
　非常に重要な問題で、実は社会から一番要請されている分野であると同時に、なかなか現行の考え
方だけでは非常に難しいということをわれわれも認識させられています。むしろ根本的な考え方を一
緒に変えていくという、すぐには無理であっても、社会も大学も一緒になってそういうことをより良
く変えていくというのは、遠いようでそれが一番大事なことかなという認識を、われわれは最近共有
しつつあるところです。
　時間が押してきましたが、もう一方、いかがでしょうか。

（酒井）　今、お聞かせいただいたことでどうしても一言言いたくてお話しさせていただきますが、富
山大学の保健管理センターの杉谷キャンパス、医薬系キャンパスで臨床心理士をしております酒井と
申します。
　時々言われることで、発達障害の方たちが提示されることというのは、実はその組織の中で一番欠
けていることを表面化させてくれるというような言い方をされます。医薬系キャンパスに普段勤めて
いて思うことですが、医療の現場では察しの良さのようなものが過剰に求められる部分があります。
例えば学生が実習に行った現場で「ちゃんとしなさい」と言われるのだけれど、その「ちゃんと」が
どういう意味なのかというのは、実は言っている本人にしか分かっていないということがあります。
それは、発達障害の方だけではなくて、先ほどおっしゃられたように、グレーなのです。その健常か
どうかというのは０、１ではなくて。
　診断をもらっていなかったり、健常だとされる学生であっても、実は多くの学生が、その「ちゃん
と」と言われた意味が全く分からなくて、どう振る舞っていいか分からないということで、不安を感
じて相談に来ていたりするということを感じます。今、僕は杉谷キャンパスの医療現場の話をしてお
りますが、例えば企業であっても、企業の方たちも一緒に変わっていくということは、長い目で見れば、
実は企業の方たちにも過ごしやすくて、経営的にも利益になってという、もっと適切なセットポイン
トの位置は必ずあるはずなのです。そのためには、企業さんに大学から発信していくことも必要です
し、学長もいらっしゃるのであれですが、杉谷キャンパスの中で、教職員の意識改革のようなことを
少しずつはしていきたいと思っています。そういう点でも、保健管理センターのスタッフの方々も含
めて、今後もご協力をいただけたら幸いに思います。どうもありがとうございます。
　あと、今日、写真にすごく感動しました。遠近法を考えたのが発達障害の方なのではないかという
コメントとともに、すごく染み入る感じがして、とてもきれいで感動しました。ありがとうございます。

（斎藤）　ありがとうございます。
　医療の話が出まして、多分、医学の専門家の方は今日あまり来ておられないと思うので、私からち
ょっと追加させていただきます。実は、医学、医療においても、先ほどの白黒つけないと駄目とか、
自分で察して積極的に動けとか、そういうことだけではやっていけないということが明らかになりつ
つあります。つまり、そういうことに対してもっと丁寧に、敏感になることで、むしろ良い医療者を
育てることができるのです。そういうことに対してラフであってはもちろん患者さんも困りますし、
当人も困ります。ということで、まさに今日提起された問題をわれわれは本当によく考えて、医学教育、
医療学教育をもっと変えていかなければならないと、私個人は思っております。少々荷が重い話では
ありますが、一応医療者の端くれとして、今のコメントに非常に賛同するものです。
　いかがでしょうか、最後に一言という方がおられれば。どうぞ。

（津田）　二人のお話を聞いて、私は感動して、素晴らしい能力もお持ちだと。ですから、こういう言
い方は失礼ですが、どうして障害なのかなという気もします。恐らくそう感じられた方が多かったの
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ではないかと思います。
　私は個性と障害という観点で聞かせていただいていたのですが、私たちが若いころ、お二人のよう
な方は周りにもおられたと思うのです。斎藤先生もそうだと言われましたが、正直言って、私も若い
ころ「冗談を真に受ける」といつも言われていました。それから、人の目を見ると、特に女性の目な
ど見たらドキドキして、もう駄目と。だから、それが思春期の、われわれの一つの性質だと思うのです。
幸い、年を取ると感受性がなくなって、こういう形になってきたところもありますが、やはりいろい
ろな人がいて、やはり個性ということではないかと思うのです。
　最近、どうしても評価主義とか、いろいろなことで個性を評価するというか、個性をあまり言わな
い時代になってしまったと思うのです。障害をどこかで分けてしまうなど、先ほど神山先生の話にも
ありましたが、何か社会としてやりすぎなところもあるかなと思っていました。こういうことは少し
努力して、やはり言われていましたが、私も人の目を見て話そうとか、そんなことを努力した覚えが
あります。今日お聞きして、やはりあったなと思うのです。脳は少しずつ刺激を与えると変わってい
くということはありますので、少しずつ、変えられるところは変えられるかもしれないということで、
今日はお二人に、本当に意義深いお話を聞かせていただいて、ありがたく思っています。

（斎藤）　津田先生に最後にまとめの言葉を頂いたように思います。少し時間が過ぎておりますので、
本日のすべてのプログラムをこれで終わらせていただきます。皆さま、どうもありがとうございまし
た。拍手をお願いいたします。
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Ⅳ　参加者アンケート（集計結果）

参加者数 94 名
アンケート回収数 51 名
回収率 54.3％

（無回答・複数回答の設問があることから、合計人数が 51 名とならない設問がある。）

１．回答者の職種

教員 17 名（うち小・中・高・特別支援・養護学校教諭７名　大学教員５名　不明５名）
事務職 10 名（うち大学職員９名）
心理職・福祉職 ５名　
本学学生 ６名
保健師・看護師 ２名
保護者 ２名
会社員 ２名
未回答 ７名

２．今回のフォーラムを何で知ったか

３．参加の動機

自身の仕事・研究・活動・学業の一環で知識を得る、参考とするため 29 名
内容に興味があったため 10 名
知り合い等の勧めで ２名
本学公開講座で学んだ内容への理解をさらに深めるため ２名
発表者の補助 １名
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４．フォーラム全体に対する満足度

【主な理由】
内容に満足 13 名　
今後の参考、刺激になるような情報や発見があった 10 名
内容や発表時間の短さに心残りがある ２名
アンケートや写真撮影についての諸注意を最初にすべき １名

５．開催時期について

【主な理由】
土曜日だったのが良かった ５名
時期が良かった（年度末や学会の多い秋ではなかったので） ４名
雪の季節が不適当 ３名
12 月以外の月または土曜日以外の曜日が良かった（日曜日、平日、10 月） ３名
学校が夏季休暇の８月が良い ２名
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６．時間割について

【主な理由】
発表数が多く、１人１人の持ち時間が短かった ３名
休憩が少ない、短い ２名
たくさんの発表を聞け良かった ２名
疲れた ２名
前泊なしで参加できる開始時間にしてほしい ２名
時間厳守してほしい １名

７．会場について

【主な理由】
席、会場が狭く窮屈だった ７名			 
机が欲しかった ７名			 
会場が暑くなったり寒くなったりした ５名　			 
交通の便がよく、わかりやすい場所にある ５名			 
適度な広さだった（発表者と聞き手の距離が適度、座席がゆったりできた等） ４名
出入口が前にしかなく不便 １名			 
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８．運営について

【主な理由】
司会の進行が良かった ３名					   
全体の運営がスムーズだった ２名					   
お茶、コーヒーの用意がありがたかった ２名					   
暖房が効きすぎていた １名
時間厳守してほしい １名
関係者の出入りが目立つ １名
ノートテイクが良かった １名
チラシが読みにくい １名
昼食についてのアナウンスをしてほしかった １名					   

				  
９．第一部について

【主な理由】
内容以外に不満（発表の仕方、資料の準備不足等）　３名
理解が深まった、知識習得につながった　２名					   
新鮮でおもしろい話が聞けた　２名					   
内容に共感できた　１名					  
内容に心残りを感じる発表があった　１名
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10．第二部について

【主な理由】
当事者の話が良かった、参考になった 10 名			 
当事者と専門家の両面から話が聞けて良かった ４名			 
具体的な話題が多くて良かった ２名			 
スライドの文字を大きくするか、全て配布資料に入れてほしい ２名		

11．今後富山大学に期待すること、取り上げて欲しいテーマ

【期待すること】
これらの取組みを他（小中高校、企業、他大学、一般等）へ広く伝えてほしい、情報発信 ６名
今後の展開を期待する、またそれらの様子を伝えてほしい６名		

【取り上げて欲しいテーマ】
生涯における発達障害の方への支援について考えてほしい １名		
境界性人格障害、ボーダーの方への支援や接し方も事例として取り上げてほしい １名
二次障害への対応 １名					   
地域社会や福祉分野との連携、入口（高校等）と出口（就労）との連携 ２名						   
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〒930-8555 富山市五福 3190 

ＴＥＬ：076-445-6914  ＦＡＸ：076-445-6914 

Ｅ-mail：tcsi@ctg.u-toyama.ac.jp 

ＨＰ：http://www3.u-toyama.ac.jp/gp07/index.html 
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